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研究の概要
　ポリジアセチレンは触媒を用いず光照射や加熱によって重合を行う．また重合後に成型するのではなく，モノマー

を望んだ状態に塗布した後に重合反応を行い機能化できるので，種々の場所に機能性薄膜を成膜することができる．

従来までのポリジアセチレンにおいては，ドーピングを行っても電気伝導度は 10-6 S/cm であったが，我々の研究に

おいてはポリジアセチレンのπ共役鎖を共役系で架橋したラダー型とすることによって 10-3 S/cm 程度まで（バルク

の状態）高めることに成功した．現状ではバルクの状態でヨウ素ドープを行っているが，ドーパントの検討や薄膜状

にすることによって電気伝導度が向上することが明らかになり，実用化のすぐ手前まで到達している．重合後は不溶

であり，未反応のモノマーは洗い流せるため，回路をパターニングすることも可能であろう．

研究の特徴
　現状までのところ特許の申請には至っていないが，着手している新しいドーピング方法で良好な結果が出つつある

ので特許申請も視野に入れている．研究の特徴としては，共役一次元鎖を共役系で架橋してラダー構造の共役ポリマー

を作成している点にある．このことによって，構造的にも堅固になったのとともに，電気伝導度が飛躍的に向上し，

実用に耐える領域にまで近づいてきている．またモノマーの状態で扱えるため，溶媒には可溶である．（分散ではない）

そのため塗布や蒸着が可能であり，種々のものの上に薄膜形成を行い，電導体へと導くことが可能である．

実用化が想定される分野
電子材料，機能性フィルム，塗装

研究者からのメッセージ
　実用化に向けての共同研究のパートナーを募集しています．研究の全体像もＨＰに掲載していますので参照してく

ださい．

URL http://www.wakayama-u.ac.jp/~okuno/ 

研究分野　：　高分子材料，機能性有機材料，電子材料

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・奥野恒久

塗布できる電導性ポリマーの開発
Seeds Index_3002
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研究の概要
　計算機実験の進歩により多数の分子が扱えるようにな

りました。そこで我々の研究グループでは結晶を対象と

して計算機実験を行っています。化合物を扱っていく上

で、結晶粒径や多形の制御は重要な事柄です。その鍵は

結晶ができる初期段階にあると考え、10 分子程度までの

クラスターレベルでの計算を行い、どのように結晶が成

長していくのかにアプローチできるようになりました。

分子間相互作用には異方性があるため、結晶外形も様々

です。シミュレーションでは１次元から２次元、３次元

へと成長する過程もわかるようになってきました。現状

では、分子間相互作用が比較的単純で、サイズの小さい

分子に限られますが、シミュレーションにより多形形成

の原因もわかってきました。

　将来的には溶解度曲線などもシミュレーションできる

と思います。再結晶などの純度向上過程の溶媒選択にも、

本研究は生きてくると思っています。

研究の特徴
　近似精度の高い計算を行うことも可能ですが、それには莫大な計算コストが必要です。しかし典型的な相互作用を

もつ種々の化合物での計算結果の蓄積をもとに、近似レベルを下げても正解に近づけるようになりました。その結果、

多数の分子が存在する結晶を扱えるようになりました。現状では低周期元素からなる分子量２００程度の分子からな

る結晶であればシミュレーション可能です。

実用化が想定される分野
化学工業，製薬業

研究者からのメッセージ
　合成対象の化合物や副生成物の結晶成長過程を理解しておくと、化合物の精製や粒径・多形の制御に有用であると

思います。

研究分野　：　有機化学，結晶化学，計算機シミュレーション

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・奥野恒久

結晶成長のシミュレーションと結晶多形の解析・制御
Seeds Index_3019

ナフタレン５分子での計算機シミュレーション
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研究の概要
　我々は、半導体量子ドットの作製および光物性評価を通して、光応用へ繋がる研究を推進している。主に III-V 族半

導体のエピタキシャル型量子ドットを MBE 法によって作製し、近赤外波長領域での高効率な発光、受光や非線形光

学現象を利用して、光通信用光学素子や生体・医療用イメージング技術への応用を行っている。

研究の特徴
　InAs エピタキシャル型量子ドットは、発光波長が 1 ～ 1.3㎛帯であり、光通信および生体イメージング用の光源に

適している。我々は、InAs 量子ドットに関する独自の発光波長制御手法を開発しており、この技術を用いれば、医療

イメージング技術である光コヒーレンストモグラフィー(OCT)の性能向上につながる広帯域光源開発などが可能となる。

実用化が想定される分野
光通信，生体・医療イメージング，太陽電池

研究者からのメッセージ
　半導体ナノ構造である量子ドットの作製、物性評価をベースに、光応用を指向した研究を行っています。様々な方

との出会いを通して、我々のシーズ技術を活かした産学連携に繋がることを願っております。

研究分野　：　半導体ナノ構造，結晶成長，ナノフォトニクス

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・尾崎信彦

半導体量子ドットを用いた光応用研究
Seeds Index_3012

（左） 半導体量子ドットの AFM 画像（右上）量子ドットベース広帯域光源デバイス (QD-SLD)
（右下）QD-SLD を用いた高分解能 OCT 画像の例
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研究の概要
　人が住んでいる屋外環境でさまざまなサービスをするロボット（知的な機械）が望まれています．ただし屋外環境

には平面な路面だけでなく，段差，傾斜路面などの不整地が散在しています．そのような環境を，省エネで，高速に，

かつ安定に移動できる移動プラットフォームがあれば，それを活用したさまざまな応用サービスが可能になります．

たとえば夜間に住宅の周辺を見回りするサービス，人を載せて自律的に移動（タクシーサービス，避難サービスなど

含む）するサービス，農地を見回るサービスなどです．本研究シーズでは，応用可能性の高い実用的な移動プラット

フォームを研究開発しています．

研究の特徴
　移動プラットフォームは，エネルギー効率の高さ，高速性能，安定性を備えた自動車のような四車輪機構が基本に

なっています．基本の四車輪機構に必要最小限の機構を加えることで屋外環境にある段差などの不整地も移動可能に

しています．機体サイズを変えることで見回りロボット，荷物運搬台車，搭乗用移動機器（パーソナルモビリティビー

クル）などさまざまな用途に使用可能です．荷物を載せたり，人が乗る部分は不整地移動中も水平を保つことが可能

です．

　特許：

　・特許第 7495709 号、四車輪型移動体及びその階段移動時の制御方法、2024 年 05 月 28 日

　・特許第 7038352 号、移動体の段差移動制御方法、2022 年 03 月 10 日

実用化が想定される分野
　サービス業分野（見守り，運搬，セキュリティ），農業，漁業（作業システム化，自動観測）

研究者からのメッセージ
　不整地も移動可能な移動プラットフォームを活用した応用サービスを，ニーズに基づき柔軟に構築することが可能

です．強いニーズと熱意で新しいサービスを生み出しましょう．

不整地移動プラットフォームを活用した応用サービスシステム

研究分野　：　ロボティクス，メカトロニクス，モビリティ

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・中嶋秀朗

Seeds Index_2030
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研究の概要
　高分子圧電材料は，一般に使われているセラミック系圧電材料の PZT とは異なり鉛を一切含まない環境に優しい材

料です．また，やわらかいという材料上の特徴から広帯域な周波数特性を有するなど PZT を凌駕する性能をいくつも

持っています．しかしながら，エネルギー変換効率（つまり，感度）が低いという理由から，これまで活用されてい

ないのが現状です．本研究では，感度の向上も含め，これまでにない全く新しい高性能超音波素子を実現可能とする

技術について研究を行っています．

研究の特徴
　研究室では，用途に応じて超音波の指向性や周波数

特性，超音波放射面（開口）形状などの仕様を決め，

高分子超音波探触子を設計・作製する技術を有してい

ます．例えば，柔軟性を利用して，検査対象物の形状

に応じて探触子側が変形するフレキシブル超音波アレ

イセンサ（図参照）や符号化開口技術を利用した探触

子性能の向上をはかった探触子を研究・開発してきま

した．フレキシブル超音波アレイセンサを用いると，

これまで対象物の形状に応じたアレイ探触子を設計・

開発して用意する必要がありましたが，この問題を解

決できる可能性があります．一方，符号化開口技術は

圧電材料の分極方向を制御して素子のアレイ化や積層

化を行う全く新しい技術です．この技術を用いれば，

①従来の高分子超音波素子に比べ感度を倍以上に向上，

②走査を行わずワンショット（一回の送受信）で断層

像を撮影，③特殊な装置を用いることなく一般の装置

（これまで使用してきた装置）でパルス圧縮計測を行う，

といったことが可能となります．

実用化が想定される分野
検査・品質管理分野，ロボット分野

研究者からのメッセージ
　研究室で有する技術を広めることにより，既存の超音波検査技術の向上や新たな産業発展に貢献できると期待して

います．

（研究紹介 HP：http://www.wakayama-u.ac.jp/~murata/lab/index.html）

変形が可能なフレキシブル超音波アレイセンサ

研究分野　：　超音波応用工学，計測工学，非破壊検査 

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・村田頼信

高分子超音波素子の高性能化に関する研究
Seeds Index_2004
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研究の概要
　現在の社会は，コンクリートや鉄骨などの構造物

をはじめ様々な家電まで，モノにあふれかえってい

ます．これまでの日本経済の発展はこれらモノ造り

によって支えられてきたといっても過言ではありま

せん．ところが，近年，原子力発電所の事故や新幹

線トンネル内のコンクリート壁崩落事故など生活基

盤となる構造物の事故，そしてシャブコンと呼ばれ

るコンクリートの不法加水やバッテリーの発火など

品質に関わる事件・事故が相次ぎ大きな社会問題と

なっています．そのため，現存するモノの維持管理

とモノを社会に提供する前の品質管理が要求される

ようになってきています．そこで，モノの内部を超

音波で可視化することにより，早期に欠陥および異

常を検出しかつそれらの進展を定量的に観察（モニ

タリング）するシステムの開発や生産されたモノの

品質を保証するための超音波非破壊評価システムの

開発を目指して研究を行っています．

研究の特徴
　一概に超音波といっても，縦波，横波，表面波，ガイド波など複数の波が存在し，それぞれ性質が異なります．ま

た，反射，吸収，音速，非線形性など超音波の計測手段も多岐にわたり，これらをうまく使い分ける必要があります．

本研究室の特色の一つは，評価対象に応じて超音波の種類および応用方法を検討し，それに適した周波数特性や指向

特性を考慮して超音波探触子を設計・製作する技術を有していることです．さらに，計測から評価までを含めた総合

的な超音波非破壊評価システムを開発しています．これまでに，ベアリングやガス管接合部の検査，新幹線車軸の自

動探傷システムの開発（図参照），また欠陥検出のみならず材料の成分分析や応力測定など在姿状態でその場の健全

性評価が可能なシステムの開発も行っています．

実用化が想定される分野
検査・品質管理分野

研究者からのメッセージ
　超音波をうまく利用すると，人の目では見えない材料内部の健全性を非破壊で調べることができ，品質管理にも役

立てることができます．超音波検査でお困りのことがございましたら遠慮なくご相談ください．

（研究紹介 HP：http://www.wakayama-u.ac.jp/~murata/lab/index.html）

新幹線車軸の超音波自動探傷システム

研究分野　：　超音波応用工学，計測工学，非破壊検査

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・村田頼信

超音波であらゆる材料内部の健全性を評価する
Seeds Index_2005
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研究の概要
　近年，繰返し外力負荷や熱的負荷に長年さらされた高経年構造物が，材料内部に発生した残留応力の原因により，

大きく変形したり倒壊したりする事故が報告されています．残留応力を正確に測定するためには初期値（組織異方性

等の構造物建設時に知り得る値）が必要であり，既存の構造物に対し残留応力を在姿状態でその場測定できる装置は

未だ実用化されていません．

　これまで本研究室では，超音波の伝搬時間が応力に依存する音弾性法に注目し，組織異方性などの初期値が未知で

ある場合においても，表面 SH 波を用いることによって，その場で鉄鋼構造物の残留応力評価を行うことを検討して

きました．そして，新たに図 1 に示す T 形表面 SH 波センサ（特許第４０２２５８９号）を開発し，接触媒質の厚み

変動を物理的にキャンセルすることで，従来数十 MPa だった応力値の測定精度を 5MPa 程度にまでと飛躍的に改善

できることを実証してきました．

研究の特徴
　一般的な応力測定法としてひずみゲージ法

がありますが，検査対象物を切り出す，つま

り対象物を破壊しないと残留応力は測定でき

ません．一方，表面 SH 波音弾性法は材料加

工時に発生する異方性つまり初期値が測定に

重畳しないため，既に建設された構造物に対

しても正しくその場の残留応力を非破壊で評

価することができます．しかしながら，従来

の表面 SH 波音弾性では接触媒質の厚み変動

などの影響を受け易く，その厚み変動に伴う

伝搬時間の測定誤差が大きいために実用的で

はありませんでした．本研究の特徴である T

形表面 SH 波センサの開発により，接触媒質

の影響を取り除くことで図２に示すように測

定精度と安定性を改善し，これまで不可能と

されてきた残留応力のその場測定を現実のも

のとなりました．

実用化が想定される分野
検査・品質管理分野，半導体製造分野，土木管理分野

研究者からのメッセージ
　研究室で有する技術を広めることにより，既存の超音波検査技術の向上や新たな産業発展に貢献できると期待して

います．お気軽にご連絡ください．

（研究紹介 HP：http://www.wakayama-u.ac.jp/~murata/lab/index.html）

研究分野　：　超音波応用工学，土木工学，非破壊検査 

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・村田頼信

表面 SH波音弾性による在姿状態における残留応力測定

　図 1 　T 形表面 SH 波センサの概略構造（矢印は超音波の伝搬経路を示す）

(b) 開発した T 形表面 SH 波センサ(a) 従来の表面 SH 波センサ

　図 2　 T 形表面 SH 波センサによる伝搬時間測定精度の改善
　（ただし，(a) と (b) では伝搬距離が異なる）

Seeds Index_2006
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研究の概要
　近年，高分子製品が幅広く利用されるにしたがって，より高品質な製品が求められるようになりました．高分子ど

うしを接合する場合，金属とは異なり，溶接ではなく接着剤や融着などによる面接合が行われます．このような方法

では，材料内部に至るまで接合部の機械的強度が要求されます．従って，非破壊による材料内部の健全性評価が必要

不可欠です．材料内部の検査には，一般的に超音波が適用され，PZT を代表とするセラミック系超音波探触子が用い

られます．しかしながら，硬いセラミックから柔らかい高分子に効率よく超音波を入射することは困難です．そこで，

同じ高分子である高分子圧電材料を用いて超音波探触子を開発し，より効率よく超音波を入射して高精度に非破壊検

査を行う技術について研究を行っています．

研究の特徴
　研究室では，高分子圧電材料の特徴（広帯

域特性，柔軟性など）を利用して，用途に応

じた高分子超音波探触子を設計・作製する技

術を有しています．また，高分子超音波探触

子を用いて，高分子材料の物性評価や高分子

接合部の健全性評価などの応用研究も行って

きました．例えば，阪神大震災以降広く用い

られるようになったポリエチレン（PE）製の

ガス管において，これらの接合方法の一つで

ある電気融着（EF） 継手の融着部の健全性評

価があります．この研究では，EF 継手の外壁

から内側の電熱ワイヤーの隙間をぬって検査

する方法を提案し，新たに高分子集束形超音

波探触子を開発しました．右図は，PZT 集束

形超音波探触子と比較して，開発した探触子

で EF 継手の断面撮像を行ったときの結果を

示しており，高分子集束形超音波探触子の優

位性が一目瞭然です．

実用化が想定される分野
検査・品質管理分野，高分子製品メーカー，非破壊検査分野

研究者からのメッセージ
　高分子製品を高分子から成る超音波探触子で検査することにより，検査品質を大幅に向上させることが出来ます．

高分子製品の超音波検査にご興味がございましたら，お気軽にご相談ください．

高分子超音波探触子によるプラスチック材料の健全性評価

研究分野　：　高分子圧電材料，超音波応用工学，計測工学，非破壊検査

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・村田頼信

Seeds Index_2016
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研究の概要
　イオン選択性電極を用いたイオンセンサーは試料溶液中のイオン濃度を測定可能な装置であり，イオン濃度を電気

的なシグナルに変換して検出する。比較的小型で安価な装置であり，通常，数分以内に測定が終了する。また，測定

対象以外のイオンが含まれていても，測定対象イオン濃度を検出できるため，例えば，血液や尿などの生体試料や雨

水や河川水などの環境試料中のイオン濃度を測定するために非常に役立つ測定装置である。この装置の性能は，電極

先端に取り付けてあるイオン感応膜に依存する。本研究では，イオン感応膜を構成する主要成分（イオノフォア，支

持体，溶媒）のうち，支持体に着目し，感応膜の支持体部分に生体適合性化合物を化学結合することで，医療分析に

使用可能なイオンセンサーの開発を目指している。

研究の特徴
　一般的なイオン選択性電極の感応膜には，支持体としてポリ塩化ビニル（PVC）が用いられており，センサー性能

や取扱いやすさを向上に役立っている。しかし，PVC は生体適合性に乏しいため，生体試料の測定のために長期間使

用すると膜表面にタンパク質が付着したり血栓が生成したりすることで，次第にセンサー性能が低下するようになる。

本研究では，PVC を用いたイオン感応膜のセンサー性能を損なわずに生体適合性を付与することを目指し，従来の感

応膜表面に生体適合性化合物を結合することを試みている。

実用化が想定される分野
医療分析，環境分析

研究者からのメッセージ
　試料中のイオン濃度を迅速，簡便に測定可能なイオン選択性に優れたセンサーの開発を目指しています。また，新

しいイオン選択性化合物の設計・合成も行っています。

研究分野　：　分析化学，分子認識化学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・矢嶋摂子

生体試料の測定を目指したイオンセンサーの開発
Seeds Index_3005
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研究の概要
　レアメタルは，産業界にとって必要不可欠なものであるが，日本ではほとんど産出されず，海外からの輸入に頼っ

ている。一方，日本におけるレアメタルの使用量は膨大であるので，その安定な供給のためには，廃棄物からのレア

メタル回収が有用な方法の１つと考えられる。レアメタルの回収方法については，既に多くの研究がなされ，さまざ

まな手法が実際に行われているが，煩雑な操作が必要であったり，有機溶媒が必要なため環境負荷がかかったりなど

の問題がある。本研究では，廃棄物からのレアメタルの簡便な回収を目指し，着目しているレアメタルと選択的に相

互作用することが可能な有機配位子を設計・合成し，それを基材に化学結合したイオン選択性吸着剤の開発を行って

いる。

研究の特徴
　廃棄物にはさまざまな金属が含まれているが，その中から特定の金属（レアメタル）を回収することを目指している。

廃棄物を適切な酸などで処理して溶液とし，目的の金属イオンのみを吸着剤に吸着させたのち，脱着，回収すること

を考えているが，このためには，吸着剤がイオン選択性を示す必要がある。本研究では，レアメタルと選択的に結合

することが可能な配位子を設計・合成し，酸溶液にも不活性な基材（シリカゲルなど）に化学結合することでイオン

選択性吸着剤を作製することを試みている。これを用いれば，吸着剤に金属イオンの混合溶液を流すだけで，目的の

イオンを吸着でき，簡便で高効率なレアメタル回収が可能となると考えられる。

実用化が想定される分野
分離分析，リサイクル化学

研究者からのメッセージ
　レアメタルを簡便に効率よく回収可能な吸着剤の開発を目指しており，この技術は，有害金属の分離，回収にも役

立つと考えています。また，新しいイオン選択性化合物の設計・合成も行っています。

研究分野　：　分析化学，分子認識化学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・矢嶋摂子

レアメタル回収のためのイオン選択性吸着剤の開発
Seeds Index_3018
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研究の概要
< 導電性新素材の開発 >：有機物や無機物、あるいは樹脂等を組合せ、導電性を持つ新規結晶や従来には無い特性を

持つ新たな素材を開発することを目指しています。本研究で作製を目指す素材は、その特性を生かして、電子デバイ

スの構成材料 ( 動作物質、電極、配線材料 ) としたり、帯電防止膜や電池等に産業的に応用できる可能性があろうと

思います。

< 結晶構造予測 >：任意の原子や分子について、その結晶構造を非経験的に予測する手法の開発に取り組んでいます。

現在その核心部分に用いているのは、2004 年に大野、前田により開発された超球面探索法、及び 2010 年に大野、長

田、前田により発表された一般化超球面探索法で、RNM(Rapid Nuclear Motion) 法の導入や充填率の利用による探索

の高速化などを試みています。また、超球面探索法をタンパク質フォールディングの問題に適用することを目指した

研究も開始しています。

研究の特徴
　研究室ではこれまで主に、< 導電性新素材の開発 > にお

いては、有機物を用いた電荷移動錯体を作成し、その構造

と物性を研究してきました。その中では、「高導電性」・「有

機」・「柔軟」・「単結晶」という条件を全て満たす珍しい物

質も開発してきています。( 図参照 )　

　また<結晶構造予測>においては、炭素や窒化ホウ素(BN)

結晶についての結晶構造予測を試みてきている他、ベンゼ

ン分子の異性体探索や BCNOS 分子のポテンシャルマップ

の研究も行ってきています。広い分野の相互関係に関心を

持って研究を進めています。

実用化が想定される分野
　デバイス開発（動作物質・電極等 )、印刷・塗装（導電性塗料）、電池 ( 電極等 )、製薬（結晶構造予測、タンパク質フォー

ルディング）

研究者からのメッセージ
　近年普及が進みつつある GRRM(https://iqce.jp/GRRM/) を用いた反応経路や遷移構造、異性体の探索についての相

談を、量子化学探索研究所 (IQCE https://iqce.jp/) にお取次ぎすることも可能かと思います。

研究分野　：　材料科学、物理化学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・教授・山門英雄

図．これまでに開発された、「高導電性」・「有機」・「柔軟」・ 
　　「単結晶」という条件を全て満たす物質の結晶構造

導電性新素材の開発及び結晶構造予測
Seeds Index_3010
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研究の概要
　近年，電子スピン共鳴（ESR）法はパルスマイクロ波を用いるパルス法が発達し，パルス列を様々に組み合わせる

ことで，CW 法では見ることができなかった各種スピン間相互作用を顕わに観測することが，市販の装置を使って比

較的簡便にできるようになってきている．

　図は，パルス ESR 装置（Bruker, ELEXSYS E580）を用いて，DEER（electron-electron double resonance）法と呼

ばれる遠隔スピン間の双極子相互作用を見出す方法で，ビラジカル分子（PH2）におけるニトロキシラジカル間の距

離を 1.9 nm と割り出した実験の例である．このような方法を駆使すると，タンパク質や光合成物質の反応中心など，

生体反応機能を担う電子スピンの構造解析を精密に行うことができる．

研究の特徴
　光機能性材料の機能性中心や，生体反応機能を担うタンパク質や光合成物質の反応中心などにおいて，反応に寄与

する電子の空間分布構造を理解することは，機能性の原因追及には欠かせない．ESR 法を用いると，長距離秩序が無

く X 線構造解析が難しい系においても，電子のスピン自由度に着目し電子分布の構造解析を精密に行うことができる．

　基本的に試料は液体ヘリウムで冷却して測定を行う．溶液試料の場合もガラス状態にして測定する．定常光やパル

スレーザーを用いた光照射も可能であり，光機能性材料の物性評価にも適用できる．

実用化が想定される分野
生体化学，材料工学，光物性物理学

研究者からのメッセージ
　光照射下で起こる現象も対象にして，パルス光励起とパルス ESR 法を同期させた実験で励起状態の電子スピン密度

の決定を目指しています．

研究分野　：　材料科学，光物性物理学 

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・秋元郁子

パルス電子スピン共鳴法によるスピン構造解析
Seeds Index_3001
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研究の概要
　半導体材料の合成や薄膜形成は、真空中で固体原料やガス原料を用いて行われることがほとんどです。この研究で

は、ミストＣＶＤ法という近年開発された結晶成長方法を用いて半導体材料の薄膜形成を行っています。この方法は、

原料に水溶液を用い、超音波振動を加えて細かい霧状（ドライミスト）にしたものを用いて薄膜を形成します。形成

された薄膜は基材である半導体結晶基板と原子レベルで結合しており、半導体デバイスに応用可能なレベルの高品質

なものです。低コストというだけではなく、従来の真空を使った方法では作製できない結晶も作製できるのです。

　このミストＣＶＤ法を用い、現在は酸化物半導体、特に酸化ガリウム薄膜の作製を行っています。その中でも人工

的に作製しないと実現できないα型酸化ガリウムの高品質結晶の研究を進めています。この材料を用いて、シリコン、

炭化ケイ素、窒化ガリウムの次の世代のパワー半導体デバイスの実現を目指し、電力利用のさらなる高効率化の実現

に貢献することを目指しています。また、波長 280 ナノメートル以下の深紫外光を高感度に検出する光検出器の実現

も目指しています。

研究の特徴
　ミストＣＶＤ法は 2005 年頃に提案された新しい技術です。実施例の報告はありますが、その原理がこれまで科学

的に明らかにされてこなかったので、どうして結晶が成長するのか、どうすれば高品質なものができるといったこと

が不明でした。この研究では、そこに錯体化学が密接にかかわっていることを突き止め、結晶成長のモデルを提案し（論

文発表済）、そのモデルを制御よく実現するための原料作製技術の確立（特許 6793942）も行いました。このように、

物理や化学に基づく学問的基盤の構築に加え、工学的な側面からも総合的に問題解決を行っているのがこの研究の特

徴です。また、高感度な光検出器の作製も行っています（特願 2024-022399）。その他、電子回路設計技術とその実

装技術、制御装置の自動化と IoT 化、ソフトウェア開発等も総合的に行っています。ワークステーションを用いた第

一原理計算の実施も行っています。

実用化が想定される分野
　パワーエレクトロニクス、省電力デバイス，有機・無機材料膜の形成

研究者からのメッセージ
　「なぜだかうまくいく」「なぜだかうまくいかない」ではなく、科学的根拠に基づく研究を行っています。「半導体工学」

は科学的根拠なしには成り立たない総合的学問です。

グリーン技術によるパワーエレクトロニクスデバイス材料の研究

研究分野　：　半導体工学，薄膜・結晶，エレクトロニクス

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・宇野和行

Seeds Index_3009



本件に関するお問い合わせ：liaison@ml.wakayama-u.ac.jp

22

研究の概要
　ＤＮＡ末端に存在するテロメアやテ

ロメアを延長する酵素のテロメラーゼ

は，細胞の老化や不死化で重要な役割

を担っており，ガン化にも密接に関連

していると考えられている．ヒトテロ

メア配列の G カルテットの複合体を安

定化する小分子はテロメラーゼの作用を阻害するため，副作用の少ない抗ガン剤への応用が期待される．

　これまでのわれわれの研究で，環状型ヘテロヘリセン分子が選択的に G カルテット構造間にはまり込んで結合し，

テロメラーゼ活性をエナンチオ選択的に阻害する事を見出した．左巻きの M-1 のテロメラーゼ阻害活性については，

最強の阻害活性を持つと言われているテロメスタチンの 20％程度であり，有望なリード化合物となると期待される．

　本研究では，らせん型化合物ヘテロヘリセンから，高いテロメラーゼ阻害活性を持つ新規誘導体を合成する事を目

的とする．

研究の特徴
　ヘリセン分子がテロメラーゼ阻害活性を示すことは初めての知見である．テ

ロメスタチンとの比較では阻害活性は 20％程度にすぎないが，その他の物質と

の比較では十分に強いものであるため，リード化合物として十分に期待できる．

テロメラーゼ阻害活性を示す化合物は構造特異性が高いため，新規性および優

位性が高い．

　最終的にはガン細胞の増殖を抑制する抗ガン剤への応用を目指す．ガン細胞

で活発に働くテロメラーゼに特異的に作用するため，副作用がほとんどないと

期待される．また，最強の阻害活性を有するテロメスタチンは複雑な構造をも

つ天然物で，天然にはごく微量しか存在しない．これと比較するとヘリセン誘

導体は大量に合成可能であるほか，生体への毒性も見られないため，抗ガン剤

への応用という点で期待が高い化合物と考えている．

実用化が想定される分野
製薬，化学工業，試薬メーカー

研究者からのメッセージ
　非常に構造特異的で，エナンチオ選択性もある．特異的にテロメラーゼ阻害活性が表れる理由をつかむため，一連

の誘導体を合成して，構造と阻害活性の相関を調べている．サンプルも提供可能．

研究分野　：　有機化学，材料化学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・大須賀秀次
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研究の概要
　人体全身の形状を３次元計測する技術は，医療・デジタルコンテンツ作成・ゲームなど様々な分野で必要とされて

います．時間とともに形状が変化する人体運動に対して，これまでに数十台のカメラを用いた受動計測法やプロジェ

クタ・カメラ式の能動計測法が開発されてきましたが，計算時間・コスト・パターン同士の干渉といった問題があり

ました．本研究では，対象を取り囲むように配置した少数（６～８台）のカメラ画像を元に，(1) 低解像度から高解

像度への逐次復元処理と (2) ステレオ視に基づく部分距離データ生成処理と部分距離データの統合処理の交互繰り返

し計算を組み合わせることによって，安定かつ細部の形状を詳細に計測できる手法を開発しました．また，ある時点

でセンサから隠蔽されている個所の形状を，前後の時系列データを用いた補間によって復元する技術の開発も進めて

います． 

研究の特徴
　研究室では，(1) ２枚以上の画像を用いたステレオ視と確率伝播法に基づくノイズの影響に強い３次元形状計測技

術，(2) ＣＰＵやＧＰＵの並列処理機能を利用した３次元計測処理の高速化技術を有しています．これらの技術は，

ロボットの視覚のように同じ方向を向いた複数のカメラの映像から実時間で３次元計測を行うために開発したもので

すが，本研究では対象を取り囲むようにカメラを配置した場合でも計測できるようにこれらの技術を拡張しました．

この技術を使い，少数（６～８台）のカメラ画像から，服のしわやスカートのひだなど対象の３次元形状を精細に計

測できる技術を開発しました． 

実用化が想定される分野
医療，デジタルコンテンツ作成，ゲーム

研究者からのメッセージ
　この他にも，ロボットの視覚とハンド・アームの協調制御，人間の行動認識などの研究も行っています．

　http://www.wakayama-u.ac.jp/~ogawara/

人体形状の非接触３次元計測法の開発

研究分野　：　３次元計測，ロボティクス，パターン認識

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・小川原光一

Seeds Index_2021
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研究の概要
　人体の運動を３次元計測する技術は，運動機能の

診断・デジタルコンテンツ作成・ゲーム・ＣＧ映画

など様々な分野で必要とされています．これまでは，

光学マーカ式・磁気センサ式・機械式など，いずれ

も何らかの機器を人体に装着して運動を計測する方

法が一般的でした．本研究では，別途開発した非接

触３次元計測技術によって人体の全周３次元データ

を連続的に取得し，これに対して皮膚と骨格から構

成される人体モデルを３次元的に位置合わせするこ

とによって，人体の位置と関節角度を連続推定する

技術を開発しました．この技術によって，人体に機

器を装着することなく，普段着のまま簡便に全身運

動を非接触計測することが可能になります．また，

高速カメラと低速な距離センサを組み合わせた高速

な全身運動の安定な計測法の開発も進めています．

研究の特徴
　研究室では，３次元データと３次元ＣＡＤモデルの位置合わせに基づく剛体の３次元位置・姿勢推定技術を有して

います．この技術では，正規分布ではなく外れ値を考慮したノイズ分布に基づくロバスト推定（Ｍ推定）と共役勾配

法を組み合わせることによって，対象の部分的な隠蔽に対して頑健な位置・姿勢推定を可能にしています．本研究で

は，関節構造を持つ柔軟変形物体（＝人体）の位置・姿勢・関節角推定に利用できるようにこの技術を拡張しました．

この技術と別途開発した全周３次元計測技術を組み合わせることによって，非接触で人体の運動を３次元計測できる

技術を開発しました．

実用化が想定される分野
運動機能の診断，デジタルコンテンツ作成，ゲーム

研究者からのメッセージ
　この他にも，ロボットの視覚とハンド・アームの協調制御，人間の行動認識などの研究も行っています．

　http://www.wakayama-u.ac.jp/~ogawara/

人体運動の非接触３次元計測法の開発

研究分野　：　３次元計測，ロボティクス，パターン認識

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・小川原光一

Seeds Index_2022
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研究の概要
　生体高分子の機能を人工的に利用したデバイスの

研究が注目を集めています。本研究では、生体高分

子の中でもタンパク質を用いた新規バイオデバイス

の概念を提案します。多数のアミノ酸が１次元鎖状

につながってできているタンパク質は、アミノ酸間

の相互作用により特定の構造を取ることでその機能

を発揮します。生理溶液中では、ｐ H が変化すると

タンパク質中のイオン性アミノ酸の荷電状態が変化

します。アミノ酸間の静電相互作用が変わるため、

タンパク質はその構造を変化させ、触媒活性・不活

性状態が入れ替わります ( 図 (a))。これと同じよう

な構造変化は、半導体とタンパク質を接合し、電子

や正孔を注入することによっても起こるはずです

( 図 (b))。つまり、タンパク質の構造及びそれに付

随する触媒機能を電気的に制御できるはずです。

　我々は、このような新しい原理により動作するデ

バイスの実現可能性を、理論的に示すことを目指し

ています。

研究の特徴
　現在まで、上記のような発想に基づいてタンパク質機能を制御するデバイスを目指した研究は、理論 • 実験ともに

まだ見られず、我々が世界に先駆けて進めている状況です。本研究の提案するデバイスが実現すれば、タンパク質の

触媒機能を利用したあらゆる化学系分野への応用が可能であり、大きなブレークスルーをもたらすと期待されます。

例えば、時系列に沿って全く別の触媒反応が必要な場合に、それぞれに対応した機能を持つタンパク質接合系を集積

したデバイスを用いれば、同一の実験系の中で複数の触媒反応を制御することが可能になります。

実用化が想定される分野
　ナノデバイス、バイオデバイス、化学工業

研究者からのメッセージ
　本研究は、まだ理論的な提案の段階に留まっていますが、精密な数値計算 ( 第一原理電子状態計算 ) を用いて、実

用化に向けた基礎物性解析を進めています。

半導体表面においてタンパク質機能を制御するデバイスの研究

研究分野　：　物性理論、計算物理

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・小田将人

Seeds Index_3013

図：タンパク質機能発生の模式図

(a) 溶液中の pH 変化によって発生する

(b) 半導体からの電荷注入によって発生する ( 本研究で提案するデバイス )
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研究の概要
　人体に２０種類以上存在するアミノ酸は，機能性食品や健康診断のマーカー分子として利用されている．本技術は

このアミノ酸の分析を飛躍的に効率化しようとするものである．

通常，アミノ酸は液体クロマトグラフィー（HPLC）による分析が行われるが，１検体当たり数十分の時間を必要とする．

これは異なるアミノ酸の側鎖の性質を「カラムからの溶出時間」に置き換えて分析しているためである．

そこでアミノ酸の側鎖の性質を短時間に分析可能な核磁気共鳴（NMR）法に着目した．検出核種としてバックグラウ

ンドシグナルがほぼ皆無であるフッ素（19F）を採用し，アミノ酸を効率的にフッ素誘導体化する新たなアミノ酸誘導

体化法を開発した．これによりフッ素原子をアミノ酸側鎖の近傍に位置させることができ，各アミノ酸側鎖に応じた
19F NMR ケミカルシフトの変化が期待できる . １７種類のアミノ酸混合溶液にフッ素誘導体化を施し，19F NMR を測

定（２分）した結果，少なくとも１４種類のアミノ酸の同時一斉解析が可能であることが明らかとなった．

研究の特徴
　■ HPLC 法の１/ １０程度の時間でアミノ酸分析が可能

　■ HPLC 法で大量に使われるメタノールやアセトニトリルといった毒劇物指定溶媒が不要

　■ 特願：2016‒173792（2016.9.6）（大学単独出願）

実用化が想定される分野
　検査試薬，診断薬

研究者からのメッセージ
　卓上 NMR 装置が市販されるなど，近い将来 NMR はあらゆるシーンで手軽に測定できる分析手法になりうる．本技

術はそんな近未来のアミノ酸分析に貢献できるものと考えている．

　ホームページ：http://www.wakayama-u.ac.jp/~tsakamo/

イッキに検出！　アミノ酸の同時一斉解析法

研究分野　：　生物有機化学，核酸化学，ケミカルバイオロジー

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授 ・坂本　隆

Seeds Index_3015
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研究の概要
　がん原遺伝子の発現制御などに関わるとされる４重鎖（G4）DNA の働きは、未だ謎が多く、特に細胞核内での動

的な挙動はほとんど明らかになっていません。開発した蛍光プローブは２重鎖 DNA に結合した場合には 600 nm の

蛍光を、G4 DNA と結合した場合には 700 nm の蛍光を増加させる「２色蛍光スイッチオン応答」を示します。細胞

核内の２重鎖 DNA と G4 DNA とを異なる蛍光色で同時に観察できることから、細胞核内の G4 DNA の動的挙動の解

明や、G4 が関わる疾患の診断、治療薬の探索ツールとして応用できると期待されます。既存の G4 蛍光プローブでは

達成できない『G4 DNA の蛍光レシオイメージング』が可能で、細胞へのプローブ導入量に左右されずに G4 を定量

検出できます。また、一般的な蛍光顕微鏡でのイメージングが可能で、大きな装置的制約がありません。

研究の特徴
　■  独自の分子設計により、他に類を見ない「２色蛍光スイッチオン応答」を示す蛍光プローブの開発に成功

　■ この「２色蛍光スイッチオン応答」の原理も一部解明

　■ 固定細胞および生細胞内の 2 重鎖 DNA と G4 DNA とを色分けして蛍光検出できることを実証

　■ プローブはワンステップの合成反応で合成でき、製造が簡便

実用化が想定される分野
　研究用試薬，検査試薬，診断薬

研究者からのメッセージ
　一部解明した「２色蛍光スイッチオン応答」の原理を応用し、現在、2 重鎖 DNA や G4 DNA などの核酸構造イメー

ジングに限らず、様々な生体分子イメージングへの展開を試みています。

サンプル提供も可能です。共同研究等を希望の方は気軽にご相談ください。

　ホームページ：http://www.wakayama-u.ac.jp/~tsakamo/

DNA ２重鎖と４重鎖を蛍光色で見分ける２色蛍光スイッチオンプローブ

研究分野　：　生物有機化学，核酸化学，ケミカルバイオロジー

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授 ・坂本　隆

Seeds Index_3017
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研究分野　：　ロボットハンド，把持計画，組立作業

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・土橋宏規

研究の概要
　近年，製造業では変種変量生産に適したロボットセル生産システムの活用が期待されています．ロボットセルでは

様々な形状の部品を精確に把持して組立作業を行う必要があるため，現在は，主に専用のパーツフィーダで事前整列

された部品を，各部品の形状に特化した専用グリッパを使い分けて把持するという方法がとられています．しかし，

こうした専用機器を数多く使用すると，システムが非常に高コストなものとなります．

　このような背景から，本研究ではシステムのコスト低減化を目指して，事前整列されていない様々な形状の部品を

整列させ，精確な把持を実現することによって組立作業を遂行できるような汎用的なロボットハンド（以下，汎用ハ

ンド）の機構設計と，その把持戦略の計画を行っています．

研究の特徴
　従来の多くの汎用ハンドは高自由度な機構を有していますが，部品を精確に把持するためには視覚センサなどの外

界センサで時々刻々の部品の位置・姿勢を認識し，それに応じて指の位置・姿勢を制御する必要があります．一方，

本研究の提案手法では，スティック状の指を複数有する低自由度な機構の汎用ハンドと，把持過程における部品の挙

動を考慮して予め計画した把持戦略を用いることで，外界センサで時々刻々の部品の位置・姿勢を確認しなくても，

指が閉じていくに従って事前整列されていない部品を目的の位置・姿勢へロバストに整列させ，精確な把持を実現し，

組立作業を実現することができます．

実用化が想定される分野
　製造業，物流業，サービス業

研究者からのメッセージ
　製造業，物流業，サービス業などへの汎用ハンドの適用や，汎用ハンドの把持計画，把持過程における対象物の運

動解析などにご興味がございましたら，是非ご連絡下さい．

https://web.wakayama-u.ac.jp/~dobashi/

https://web.wakayama-u.ac.jp/~dobashi/english/lab/index.html

組立作業用汎用ロボットハンドの機構設計と把持戦略の計画
Seeds Index_2032
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研究の概要
　シリカナノ粒子は優れた溶媒分散安定性，狭い粒径分布，高い機械的強度を示すことから，産業界を支える技術の

重要な一成分として用いられている．しかしながら，シリカ単独ではこれ以上の高性能化に関しては限界が見えてお

り，既存の材料に代わる新素材の開発が望まれている．シリカナノ粒子の表面にはシラノール基が存在し，有機官能

基とアルコキシシリル部位を有するシランカップリング剤と反応させることで機能化を容易に行なうことができるた

め，本研究では，無機のシリカナノ粒子と機能性有機化合物（分子認識化合物，蛍光性化合物など）を化学結合で連

結させて，化学的にも安定でかつ高機能性を示す有機無機ハイブリッド型のナノ粒子を製造する．つまり，有機物と

無機物を複合化することで互いの欠点を補完しあい，新たな機能を有する新材料を創出することが目的である．

研究の特徴
　粒径が数十 nm のシリカナノ粒子の分散液は光学的に透明であることから，粒子表面に分子認識能を有するホスト

分子を導入することで，分光学的手法によるセンシング材料へ応用できる．また蛍光性化合物を担持させることで，

生体適合性を示す蛍光バイオイメージング剤や耐候性に優れる蛍光性インクへの展開・発展も可能である．我々はこ

こ数年，機能性有機化合物によるシリカナノ粒子の化学修飾（逆ミセル法や原子移動ラジカル重合など）およびその

構造解析について研究を進めており，これまでに培った技術により，上記に述べた新規の機能性材料の創成を目指し

ている．

実用化が想定される分野
　センサー，バイオイメージング剤，インク

研究者からのメッセージ
　溶媒分散性に優れた高機能性のシリカナノ粒子を開発しています．シリカは安価で入手でき，環境や生体に優しい

材料であるため，機能化を施すことで今後様々な用途に展開可能であると考えられます．

化学修飾法を用いる高機能性シリカナノ粒子の開発

研究分野　：　センシング，コロイド，バイオセンサー

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・中原佳夫

Seeds Index_3004
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研究の概要
　自動車やバイクなどの工場では，吊り下げた部品を把持して組み付けるタスクの自動化が望まれている．吊り下げ

た部品は移動に伴い不規則に揺れるために，カメラで見てから動くルックアンドムーブではロボットアームにより把

持することができない．

　一方，カメラで見ながら動くビジュアルサーボの研究が行われている．従来研究は，いずれもカメラやロボットの

キャリブレーションエラーに弱く，計算量が多いため，高速な制御を行うことができない．

　本研究では，視空間誤差を用いた仮想バネダンパ仮説に基づいたダイナミックビジュアルサーボにより，キャリブ

レーションエラーに強く，計算量が少ない高速な位置と姿勢の制御法を開発し，数 [ms] 周期で取り込みと処理が可

能な高速ビジョンを用いた実験により性能を確認する．

研究の特徴
　本研究の新規性は，視空間誤差と仮想バネダ

ンパ仮説に基づいたダイナミックビジュアル

サーボにより，複雑な３次元座標計算とロボッ

トのダイナミクス計算を行わずにロボットアー

ムの位置と姿勢を高速かつパラメータ誤差に対

してロバストに制御できることである．すなわ

ち，従来手法に比べてキャリブレーション誤差

に強く，計算量が少ないためにより高速な制御

が可能な手法であるといえる．

　これまでの研究成果は，次の３点である．１）

カメラとロボットアームが人間と同様の関係の

Eye-And-Hand 型ロボットにおいて，ロボット

アームの位置を目標物体に高速に制御する手法を開発した．２）カメラがロボットアームの手先にある Eye-In-Hand

型ロボットにおいて，ロボットアームの位置と姿勢を目標物体に高速に制御する手法を開発した．３）CMOS 撮像素

子と DSP を用いて，３[ms] 周期でステレオ画像の取り込みと処理が可能なローコスト高速ステレオビジョンシステ

ムを開発した．実用化するためには高速な応答が必要であるが，ビジュアルフィードバックだけでは応答に限界があ

るため，今後はモデルを用いたフィードフォワード制御の併用により解決する方法を開発する．

実用化が想定される分野
自動車，バイク，家電等の工場の生産ライン

研究者からのメッセージ
　工場の生産ラインで自動化できていない作業はたくさんありますが，特に対象物の位置が未知であったり，動いた

りする場合には，人間のように視覚を用いた制御が必要不可欠となります．視覚により自動化したい作業がございま

したらご相談ください．(HP: https://researchmap.jp/maruLab)

研究分野　：　ロボット工学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・丸典明

視覚によるロボットアームの高速な位置と姿勢の制御法の開発

　　　図　CMOS 撮像素子と DSP を用いたローコストな
　　　高速ステレオビジョン

Seeds Index_2008
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研究の概要
　微小な物体を光を用いて非接触、非侵襲で観察する光学顕微イメージング法は、生物医学研究、医療診断、工業製

品の検査などで不可欠な技術として広く利用されています。我々はレーザーなどの光エレクトロニクス技術を駆使し

て、通常の光学顕微鏡では見えないほどの微量な分子とその組成を、極めて高い空間分解能で３次元可視化する新し

い顕微イメージング法の開発を行っています。また微小物体の３次元形状の変化や運動を高速で観察・追跡する方法

を開発しています。これら先進的な顕微計測法を応用した無標識バイオイメージングや、高分子材料・触媒・ナノカー

ボン材料などの解析にも取り組んでおり、生物・医学研究や医療診断、工業材料の開発、食品検査などでの幅広い利

活用を目指しています。

研究の特徴
　現在開発している顕微イメージング法では、蛍光を出さない分子でも１分子レベルで観察することができます。

光源に半導体レーザーを用いているので、低コストで装置も小型であることが特徴です。独自の光検出法 (PCT/

JP2016/050549、特願 2015-534349）により、従来法に比べて信号対雑音比を大幅に向上することに成功しました。

それにより、高速な測定ができるようになり、液体中を動き回る微小な物体（分子）も観察できます。空間分解能は

通常の光学顕微鏡より優れており ( ～ 100nm)、高い３次元分解能を有しているので厚い試料の内部も観察できるの

が特徴です。現在は装置の更なる高性能化に向けた研究に取り組んでいます。

実用化が想定される分野
　生物医学研究，医療診断、工業材料開発

研究者からのメッセージ
　持ち込み試料の測定も受け付けておりますので、お気軽にご連絡ください。

微量分子を高空間分解で３次元可視化・組成分析する光学顕微法の開発

研究分野　：　応用光学，顕微光計測，バイオイメージング

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・准教授・宮崎淳

Seeds Index_2029
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研究の概要
　光波が伝搬する過程でどのような波面の歪み ( 波面収差 ) が生じているのかを計測し，それをもとに歪みを補正す

ることにより，例えば天文分野では天体望遠鏡によって鮮明な星像を観察できるようになり，医療分野では眼球の歪

みに依存せず網膜像の撮影が可能になります．これを補償光学といいます．このような用途にはマイクロレンズアレ

イと撮像素子で構成される簡易な光学系で波面を計測できるシャックハルトマン型の波面センサーが用いられていま

すが，非常に大きな波面収差に対しては正しく計測できませんでした．本研究は，光波が各マイクロレンズを通過す

る際に異なる位相変調を与えることによって撮像素子上でさまざまなパターン像を取得し，これらを解析することに

よりシングルショットで従来計測できなかった大きな収差をもった波面も計測することができます．

研究の特徴
　本研究はレンズによる単なる光波の集光スポットではなく，いわゆるホログラムの再生像を取得しています．これ

により，集光スポットでは不可能だったパターンどうしの識別が可能です．さらに解析時に各パターンに対してパター

ンマッチング処理をおこなうことにより，大きな波面収差に対しても従来の手法と同様の簡単な手順で波面を計測す

ることができます．つまり，多重露光など時系列の計測をおこなうことなく計算処理のみでダイナミックレンジを拡

大することができるので，コンピュータの演算能力にも依存しますが理論上リアルタイムで大収差波面を計測するこ

とができます．

実用化が想定される分野
　補償光学システム，形状計測，光学系のアライメント

研究者からのメッセージ
　主に光を用いた計測技術の研究に力を入れています．また，その他にも情報の記録技術や人間の視覚に関連した研

究にも取り組んでいます．

広ダイナミックレンジを有するシングルショット波面計測法

研究分野　：　光情報処理，光応用計測

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・講師・最田裕介
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研究の概要
高齢化社会の到来により，ロボット技術等におけ

る新しい医療介護機器開発の要求が高まっている．

「人工筋肉」として注目を集めている機能性高分子材

料の一種である高分子アクチュエータは，ソフトで

軽量，低電圧駆動のアクチュエータ技術であり，き

わめて安全で人体に触れる機械装置に用いることが

可能である．このことから，高分子アクチュエータ

を用いた，装着が容易で在宅で使用可能な補助循環

ポンプやリハビリ用筋肉補助装置等，現状の材料・

デバイスでは不可能な革新的喪失機能代替デバイス

の創出が求められている．しかしながら，学術界に

おいても，産業界においても，これら機能性高分子

材料をベースにしたデバイスの研究開発はまだまだ

普及していない．このような背景の下，無音・高耐

久性・超軽量・ソフトな高性能高分子アクチュエー

タの実現を目指すとともに，同アクチュエータを応

用したデバイスの創製に向けた精密・微細加工，集

積技術に関する研究を行っている．

研究の特徴
　高分子アクチュエータの実用化には，素材開発とその応用の有機的発展が重要である．しかし，現状は，化学系研

究者による素材開発が中心であり，加工法を含めた応用デバイス作製技術も普及しているとはいえない．本研究室の

特色の一つは，アクチュエータ素子の作製・評価技術を有するとともに，シリコンの加工を基礎とした微細加工技術

を有しており，デバイス作製・評価を一貫して行えることである．これまでに，薄膜型可変焦点レンズシステム（図

参照），高分子アクチュエータ搭載型能動マイクロカテーテルなど，小型デバイス，医療・福祉機器への応用を中心

とした高分子アクチュエータ応用デバイスを提案し，機能性材料と電気システムを融合した異分野融合型デバイスの

創製を目指した研究を行っている．

実用化が想定される分野
医療・福祉用ロボット分野，ソフトマイクロマシン分野，高分子スマートセンサ

研究者からのメッセージ
　高分子アクチュエータ技術の実用化は，異分野融合型デバイスの創製に寄与し，新しいライフスタイルの実現につ

ながるものと確信しております．これら技術にご興味のある方，ご連絡お待ちしております．

　　図 　高分子アクチュエータ（IPMC）を用いた
　　可変焦点弾性体レンズの例　

研究分野　：　高分子アクチュエータ，ソフトメカニクス

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 応用理工学領域・助教・菊地邦友

高機能高分子アクチュエータを応用した異分野融合型デバイスの開発
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研究の概要
　土木工学の中の水工学と地盤工学をベースに，水環境や地盤環境の保全に関する研究を行っています．特に，モデ

リング技術を利用した環境の現状分析や将来予測に力を入れています．現在行っている研究は以下のとおりです．

◆土壌・地下水汚染：汚染対策の効果的な実施のために，１．有害化学物質の挙動を予測するモデルの開発，２．環

境リスクに基づいた汚染評価手法の開発を行っています．

◆流域水マネジメント：紀の川流域における健全な水・物質循環の確立に向けて，河川の流量変化や水質変化を予測

するモデルの開発を行っています．

◆太陽熱処理法：太陽熱を利用した農地土壌消毒技術の確立のために，土中熱伝導特性に基づいて消毒期間や消毒効

果を判定する手法の開発を行っています．

◆地域協働型情報配信システム：地域に散在している様々な情報を共有・利活用できるインターネット上のデータベー

スシステムの構築を行っています．

研究の特徴
　数値シミュレーションや地理情報システム (GIS) などをベースとしたモデリング技術を使って，環境問題，社会基

盤整備，農業生産といった地域固有の課題の解決に取り組んでいます．このため，多くの研究テーマは民間企業や地

方自治体との共同研究として実施しています．

実用化が想定される分野
土木，環境，農業

研究者からのメッセージ
　水環境や地盤環境に関するテーマだけでなく，数値シミュレーションや地理情報システム (GIS) の技術を活かして，

貴重生物種の生息可能範囲の予測解析や果樹の品質に影響を与える要因分析など，幅広いテーマに取り組んでいます．

研究分野　：　土木工学，水工学，地盤工学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学・システム工学部 環境デザイン学領域・教授・江種伸之

 環境モデリング技術を利用した水土環境の保全に関する研究

図　紀ノ川流域を対象とした汚濁負荷解析結果

Seeds Index_4005
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研究の概要
　近年，日本では世界的にも突出して急速に進む人口減少・少子高齢化の影響を受け，空間的にも空き家 ･ 空き地 ･

駐車場といった低未利用地が増加傾向にあります．特に，まちや農山漁村ではその傾向が加速する中，景観や土地利

用にも変化が表れやすいことが考えられます．その一方で，歴史や風土，人と自然とのかかわりによって培われたま

ちなみ・農山漁村集落が多数存在し，良好な景観が形成されています．そこで，本研究は，景観が維持されているま

ちや農山漁村を対象に，そこに居住する人々の生活環境と景観保全の観点から，土地利用管理と関連づけた低未利用

地の現状と再生 ･ 管理について明らかにすることを目的とします．これにより，将来的に起こりうる景観や土地利用

の変化を予測し，低未利用地における管理不足を未然に防止すべく，今後への提案を行いたいと考えています．

研究の特徴
　研究テーマとして，社会経済構造の変化に

伴って生じる低未利用地は，近年増加傾向が

続いており，早急に検討することが必要であ

ると考えます．また，近年の景観法や条例の

施行により，景観に関する取組が進められ，

良好な生活環境の形成に向け，わたしたちの

日常生活と景観のあり方を通して，まちづく

りや都市計画について考えてみることも必要

になってきています．

　研究手法として，具体的な事例によるケー

ススタディによる検討を行うことで，低未利

用地の発生状況や今後の予測，提案を明らか

にすること，地域住民の方々や行政にもフィー

ドバックを行い，今後の土地利用計画やまちづく

りを行う際の資料を提供することが可能です．

実用化が想定される分野
　地域らしさを生かしたまちづくりや土地利用計画における景観の維持管理，低未利用地の利活用の検討

研究者からのメッセージ
　海や山に囲まれ，自然に恵まれた和歌山・南大阪地域のまちや農山漁村には，それぞれの特徴があり，地域性が見

られます．それらを生かしたまちづくりや景観の維持管理について，一緒に考える機会があれば幸いです．

 低未利用地の再生・管理と景観の維持管理に関する研究

研究分野　：　都市・農村計画，景観・環境計画

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 環境デザイン学領域・教授・宮川智子

低層の住宅群と遠くに見える山並み

Seeds Index_4004
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研究の概要
　都市近郊の里地里山，住宅地緑地には，以下二点の特徴がある．

1. 人間による管理により担保されている

2. 私有地にあり土地所有者の生業により成立してきた

このため，近年，産業構造の変化により，生業による私有緑地の質的な維持，生物多様性保全が困難になっている．

生物多様性保全のため，以下の対策が必要である．

a) 生物多様性ホットスポットの確保（優先して護るべき場所の科学的な検討）

b) ホットスポットに投下すべき必要労働力量・コストの定量試算，制度への反映

対策を支援するため，これまでなされていない以下の科学的調査が必要である．

1) 高解像度衛星画像と地上の植生調査を GIS で結び付け，a) を抽出

2) 実際の二次的自然再生事業の作業日誌から必要労働力量・コストを復元，1) と対応させ，地域全体としての自然再

生に必要な費用を，将来シナリオ毎に算定する．

研究の特徴
　二次的自然の生物多様性については研究が進んでいる．また，各地で NPO による自然再生事業が進んでいる．し

かし土地所有者の生業により支えられてきた全ての二次的自然を維持することは不可能である．このため，二次自然

と管理労働力・費用を結び付けることで，自然再生活動を支援する制度構築のための科学的知見を提供する．

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　主な研究対象地は海南市孟子不動

谷である．当地区はNPOビオトープ

孟子により管理され，ユネスコ未来

遺産に昨年選定された．その生物多

様性に，国内外から注目が高まって

おり，地域連携・地域情報の発信の

意味でも適切な研究対象地である．本

研究を通じて二次的自然維持のため

のコストを算定することで，NPO団

体と行政の連携強化にも寄与できる．

研究者からのメッセージ
　国際学術誌を中心に研究成果を発

表する．このことで当該地区が科

学的に認定された形で世界に紹介さ

れ，生物多様性を中心にした地域活

性化が見込まれる．単なる「産業振興」的古風な範疇を越えた，サイエンスによる真の意味での新しい「地域貢献」

を実現していきたい．

 都市近郊緑地における生物多様性と管理労働力・費用の関係解明

研究分野　：　緑地環境計画，都市農村計画，景観生態学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 環境デザイン学領域・准教授・原祐二

Seeds Index_4003
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研究の概要
　低炭素社会や資源循環社会を実現するため

には，生産と消費の産業システムそのものを

エコロジカルな形態へとつくり替えていくこ

とが欠かせません．モノづくりでも都市・地

域環境計画でも，こうした視点や姿勢を持ち

ながら人間活動や産業活動のあらゆる局面で

環境配慮を貫くことが求められています．私

たちの研究室では，産学あるいは学官連携の

共同・共考・共学を通じて，産業セクターや

自治体の諸活動にかかわる環境課題を掘り起

こし，環境方針や戦略を立案・策定し，その

効果を LCA の手法や GIS などを用いて定量的

に予測・評価する研究を進めています．扱う

対象は資源，製品・技術，建築物，インフラ，

産業システムなど様々ですが，例えば以下の

ような研究に取り組んでいます．

・工業製品を対象としたエコデザインと循環形成の戦略づくり

・産官および産産インフラ連携による排熱等の地域循環システムの構築

・人口減少社会および低炭素社会に適した下水処理場，清掃工場の再編と技術選択

・施設園芸での設備更新とバイオマス燃料利用による炭素クレジット創出ポテンシャルの評価

研究の特徴
　私たちが取り組む研究の着眼は，環境技術そのものの開発というよりも，それが実社会の中でより効果的・効率的

に運用されるための社会技術システムを構想することや，社会実装に至るまでの道筋や経路を描くことにあります．

それゆえ，新しい技術システムを普及させるための社会制度や，ユーザー（市場）の意向や選択行動，関係主体の役割・

費用分担の基本原則といったことも同時に明らかにしながら，研究を進めていくことになります．

実用化が想定される分野
　地域環境政策，製品エコデザイン，炭素クレジット取引

研究者からのメッセージ
　環境対応の実践現場が抱える課題の解決策を見出していく共同研究テーマを開発・設定できればと思っています．

　　

環境技術システムの社会実装に向けた戦略づくりと環境影響評価

研究分野　：　環境計画，環境マネジメント，環境影響評価

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 環境デザイン学領域・准教授・山本祐吾
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研究の概要
　建築・インテリア・都市計画では、設

計や改修を行う前に対象施設や街並みを

事前評価し、計画者にフィードバックす

ることが必要です。設計対象をわかりや

すく、視覚的に体験できる CG シミュレー

ション、AR（強化現実）や VR（仮想現実）

を使って仮想空間上で様々な建築空間を

体験する環境、システムの開発に取り組

んでいます。

研究の特徴
　学校や店舗施設の設計・改修など、利

用者の使い勝手や色彩、素材、家具の配

置や空間の拡がりなどの検討をデジタル

モデリングとレンダリングで行い、VR な

どの仮想空間や現場で CG モデルを重ね

合わせて表示できる AR を活用した様々

なシミュレーションが行えます。これま

でに大学内の学生ラウンジや講義室の改

修、商業施設における防犯対策の検討な

どを行ってきました。

　またこれらの環境は、単に完成予想イ

メージの表示だけでなく、施設計画段階

から設計者、利用者、施設管理者の意見

やアイデアを収集し、計画案に反映させ

ることでより良い空間作りに役立てるこ

とを目指しています。

実用化が想定される分野
　建築・インテリア計画、商業施設、都市　景観、まちづくり支援、情報化建築設計

研究者からのメッセージ
　CG や AR・VR は建築・インテリア計画のシミュレーションツールとして身近になりました。

施設の設計、改修、維持管理など多彩な利用方法を探求していきたいと思います。

　空間デザイン研究室 HP：http://www.wakayama-u.ac.jp/~kawasumi/

仮想空間体験技術を活用した建築・インテリア・街並み景観評価

研究分野　：　CG シミュレーション、建築・インテリア評価、仮想空間体験

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 環境デザイン学領域・講師・川角典弘

Seeds Index_5013

空間デザイン研究室の様々なデザイン活動

CG シミュレーションや AR・VR を活用した仮想空間体験の構築

店舗施設での AR シミュレーションと空間構成の評価
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研究の概要
　現在水の浄化には多大なエネルギーコストがかかっており，都市で利用された水は浄化され切れておらず，河川の

富栄養化，近海の海水の変色化，富栄養化を引き起こすなど問題となっている．本来，水資源は山地を起源として，

農村で利用され，都市で生活，産業に利用されるように，順序立てて利用すべきである．昔は居住，都市空間は下流

部に集中していたが，山間部のニュータウン開発，ダム建設，工場誘致などがされ，導水管で水が輸送され，農地排水，

下水処理水として上流部からすでに河川に放流されるようになり，河川での水質悪化が問題となってきた．ダムの上

流部で淡水赤潮が発生する，都市河川での下水臭がするなど問題が発生しており，改善はされてきているが，未だに

水質が悪い状態である．本研究では大和川や紀ノ川の支流である土入川などの都市河川を対象に河川での浄化のメカ

ニズムの解明と，低エネルギーで実現できる有効な浄化法の提案を行っていく．

研究の特徴
　下水処理場，河川浄化施設ではエネルギーコ

ストや設置効果が費用に対し，あまり効果を上

げているとは言い難い．また，負荷量を推定す

るにも水量の把握は非常に難しい課題である．

本研究は現地調査と地理情報（GIS）システム

を開発利用することにより，研究の効率化を図

る．また，流れを知るために差圧計により水理

学的な方法を用い，流量観測を簡略化，精密測

定する方法を模索している．流量測定には膨大

な時間と労力がかかるため，これまで大流域の

全域の流量分布はなかなか把握することは難し

く，簡易で精密な測定法の確立が求められる．

実用化が想定される分野
水質浄化施設，エネルギー，河川環境管理

研究者からのメッセージ
　GIS ソフトウェアの開発，水収支計算システム，簡易データベースの統計システムの開発も行っています．下水臭

のする水，土壌をどのように改善していくか，資源として利用できないかを模索中です．

　詳しくはこちら ->http://www.wakayama-u.ac.jp/~masa/

低エネルギー水質浄化法の開発と水資源の有効利用法の確立を目指す

研究分野　：　水質工学，水資源，物質循環

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 環境デザイン学領域・助教・谷口正伸
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研究の概要
　身の回りにある様々な物の見かけは，その物の反射特性だ

けでなく，照射される光によっても変化します．我々はこの

性質に着目し，画像を投影するプロジェクタと物体を撮影す

るカメラを用いた光学フィードバックにより，目の前に存在

する物体の見た目を瞬時かつ連続的に置き換える「見かけの

制御技術」を確立しました．

　この「見かけの制御技術」では，ユーザが意図する画像処

理を実装することができ，印刷物や身の回りの小物などの色

彩やコントラスト，立体感，質感などを変化させることがで

きます．これによって，超現実的な演出や視覚能力の補助も

可能にします．

研究の特徴
　関連技術には，プロジェクションマッピングとして有名な

プロジェクションディスプレイ技術があります．これは，投

影像のひずみ補正や明度補償を行うことで，身の回りの様々

な場所や物体をディスプレイとすることを試みるものです．

これらとは異なり，我々が確立した技術は単に映像表示する

ものではなく，光投影によって現実の見かけを操ることを可

能にします．

　また，我々は図に示す同軸プロジェクタカメラ系など様々

な光学装置の開発も行っています．さらに，開発した光学系

に質感操作アルゴリズムを実装することで，物体の透明感や

光沢感の実時間操作も実現しました．この技術では操作対象

の形状や色彩を事前に計測する必要はなく，装置の前に操作

対象を置くだけで自在に質感を操作することができます．

実用化が想定される分野
　アミューズメント，デザイン可視化，視覚補助照明

研究者からのメッセージ
　照明装置，製造業 ( 目視検査 )，医療福祉， デザイン，アミューズメントなど，見ることが関与する様々な業界で活

用可能です．随時，見学依頼に対応しています．お気軽にご相談ください．

　http://www.wakayama-u.ac.jp/~amano/sar.html

プロジェクタカメラ系を用いた光投影による現実世界の見かけ操作

研究分野　：　空間型拡張現実感，画像計測応用，コンピュータビジョン

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・天野敏之

Seeds Index_1009

プロジェクタカメラ系による見かけの制御

光投影による光沢感と透明感の実時間操作
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研究の概要
　リポジトリマイニングとは，蓄積されたビッグデータ（過去の開発履歴データ）からソフトウェア開発に有用な知

見を導き出すための技術です．大手 IT ベンダでは，ビッグデータ時代のソフトウェア開発・保守支援技術としてすで

に活用を始めています．

これまで多種多様な手法が提案されており，プログラミング，テスト，保守，プロジェクト管理など，様々な目的で

利用することができます．その一方で、様々な種類の手法と応用領域の広さから，技術選択に迷う実務者も少なくあ

りません．

研究の特徴
　本研究では，我々が現在構築を進めているリポジトリマイニング環境に，実務者のニーズを反映したリポジトリマ

イニング手法をプラグインとして実装します．これまで，8 種類のプラグインの実装が完了しており，Web インタ

フェースを通じて「気軽に試す」ことができます．プラグインを充実させることで，実務者個々のニーズを満たすた

めだけではなく，産業界全体で必要とするリポジトリマイニング手法の集合体を構築し，ソフトウェア開発の生産性・

品質向上のためのプロットフォームとすることを目指します．

実用化が想定される分野
　ソフトウェア保守，プロジェクト管理，品質改善

研究者からのメッセージ
　本研究グループでは，実務者のニーズを踏まえたリポジトリマイニング技術の構築が重要と考えております．以下

のサイトでの取り組みをご参考に，共同研究や技術相談の要望がございましたらどうぞお気軽にお声掛けください．

http://oss.sys.wakayama-u.ac.jp/msr/

ソフトウェア開発・保守支援のためのリポジトリマイニング環境の開発

研究分野　：　ソフトウェア工学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・大平雅雄

Seeds Index_1010

図 1

ソフトウェアリポジトリマイニング
の概要

図 2

リポジトリマイニング環境
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研究の概要
　日本は国土の７割近くを中山間地域が占め，災害時に孤立する集落が約２万集落も存在します．東日本大震災の際

も多くの孤立集落が発生し，住民が救援メッセージを地上やビル屋上に描いた映像は何度も報道されました．災害時

には，防災行政無線や携帯電話などの既存の通信インフラに加えて，それらが利用不能になった場合の代替手段とし

て，一般住民が簡便に利用可能な通信手段が必要となります．

　そこで，地上から上空を飛行するヘリコプターに対する簡易な通信方式として，多色ＬＥＤの発光色変化を用いた

データ通信が可能な可視光通信方式を提案し，災害時の救難サインへの適用に取り組んでいます．地上での実験では

４００ｍの距離（ヘリコプターの飛行高度）での通信に成功しており，今後，実用化に向けて機能試作と，実際の利

用場面での検証・評価を実施していきます．

研究の特徴
　東日本大震災や熊本地震でも防災行政無線や携帯電話などの無線通信が使えない状況が発生しました．そのような

ときに，一般住民が地上から上空のヘリコプターに救援要請する場面で利用することを想定しています．

　上空から発見してもらうことが最重要課題ですので，目視による光源の視認性が重要です．提案システムでは多色

ＬＥＤの発光色の変化をデータ変調に用いるので，人間の目にも色の変化として認識できます．ネオンサイン以外で

は色が頻繁に変化する発光体は少ないですので上空からでも目立ちます．また，単に発光色の変化，点滅する懐中電

灯などとは異なり，その光自体にメッセージを重畳して地上から発信することができますので，簡易なメッセージ伝

達手段として有効です．

実用化が想定される分野
　防災・減災設備用品，デジタルサイネージ，無線タグ

研究者からのメッセージ
　防災・減災分野への適用については，今後，ヘリコプターによる上空からの視認性評価などを，自治体などとも連

携しながら進めていく予定です．また，防災・減災分野だけにこだわらず幅広い応用を検討しています．

　研究室 HP：https://www.wakayama-u.ac.jp/~ktsukada/nslab/

 多色ＬＥＤを用いた災害時の救難サインシステムの研究開発

研究分野　：　情報ネットワーク，災害時通信，グループウェア

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・塚田晃司

Seeds Index_1001
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研究の概要
　東日本大震災では，海岸線近くの鉄道において津波被害を受けた事例が多数ありました．和歌山県内においても，

海岸線に非常に近い場所に鉄道があり，南海トラフ地震が発生した場合には津波到達までの時間的猶予が非常に短く，

乗客の迅速な避難が求められます．津波避難の研究の多くは，地域住民の避難を想定したものです．普段の生活範囲

を起点としていかに早く避難するかを想定しています．一方，鉄道は列車の走行位置が変化します．そして，緊急停

車した位置を起点として避難する必要があります．さらに，土地勘のない観光客が多数乗車している場合もあり，乗

客自らが避難行動を起こし，乗務員と乗客の協力，ならびに，乗客同士の協力ができるようにすることが必要です．

そこで，発災前には避難経路，場所に関連する情報，発災後には避難行動開始に必要な情報というように，《必要な時》

に《必要な情報》を《確実に伝える》手段について研究しています．

研究の特徴
　避難行動に必要な情報項目を GPS により測位した列車走行位置，緊急停車位置に応じて情報配信します．平時は沿

線観光情報，ハザードマップ情報，避難場所情報などを提示します．発災後に津波避難に必要な情報を提供開始する

のではなく，発災前から走行位置に応じて，避難行動に必要な情報を提供することによって，列車内から速やかに退

去して避難場所に向えるようにします．また，車両外で利用可能な情報提供手段として，懐中電灯として地面を照ら

して足元の安全性を確保しつつ，その照明の明かりの中に避難経路の情報を重ねて表示させることで，確実に避難場

所までの経路を避難者に提示できるシステムの研究開発に取り組んでいます．

実用化が想定される分野
　防災・減災情報システム，防災用品，デジタルサイネージ

研究者からのメッセージ
　交通機関を利用している時の避難支援は，地域の住民の方々を対象とした避難支援とは異なるアプローチが必要に

なります．ここで得られた知見は，防災・減災分野だけにこだわらず幅広い分野への応用を検討しています．

　研究室 HP：https://www.wakayama-u.ac.jp/~ktsukada/nslab/

鉄道乗車時を想定した避難支援情報システムの研究開発

研究分野　：　情報ネットワーク，災害時通信，グループウェア

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・塚田晃司

Seeds Index_1011
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研究の概要
　当研究室では，デザインをシステムの一部としてとらえ，デ

ザイン開発を効率的に，またコンセプトに対し的確にデザイン

作業を行うための方法論の開発とそれを用いたシミュレーショ

ンを行っています．研究キーワードとしては，デザイン方法論，

データマイニング，プロダクトデザイン，形の科学，感性工学，

デザイン支援システム，CG，VR などです．つまり，「自らが創

造するデザインをよりよくしていくために，コンピュータと論

理的思考を極限まで利用してみよう」ということです．よって，

研究成果も曲線・曲面といった形にとことんこだわった研究から，

デザイン企画に応用することを前提にした各種データマイニング

手法の開発までを行っております．特に，データマイニング手法

や曲線（面）創成手法に関しては，単に既存のアルゴリズムやソ

フトウェアを使うだけでなく，自らが考えたアルゴリズムの設計，

ソフトウェア開発・研究まで幅広く行っております．

研究の特徴
　デザインや研究の対象も，自動車や家電製品のデザイン，広告ポスターといったグラフィックデザイン，ゲームや

アニメのキャラクターデザイン，ならびに Web デザインなど多岐にわたります．近年では，形成外科医と共同で耳

介再建手術用テンプレートの開発なども行っております ( 写真参照）．製作されたテンプレートを用いて，既に世界

各地の１０名の患者さんへの手術も行われ，その結果は他の医師，患者さんからも高い評価を得ています．このよう

に美しい曲線（面）の応用範囲は，工業製品のデザインにとどまらず，たいへん幅広いことが証明されました．

実用化が想定される分野
工業デザイン，医療器具デザイン，CAD システム

研究者からのメッセージ
http://www.wakayama-u.ac.jp/~harada/

研究分野　：　工業デザイン，デザイン方法論開発，美的曲線（面）創成方法開発

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学・システム工学部 情報学領域・教授・原田利宣

美しい曲線（面）の創成方法開発とそれを用いたデザイン開発

製作したテンプレート（上）
肋骨加工例（下）

Seeds Index_5007
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研究分野　：　無線通信工学，無線ネットワーク，電波環境

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・宮本伸一

Seeds Index_1012

研究の概要
　DX 推進のための情報通信基盤の一つとして，アンライセンスバン

ドを用いる自営系無線システムの利活用が求められています．公衆

系無線システムでは，通信事業者の集中管理の下，ライセンスバン

ドの周波数資源を利用することで伝送品質を保証しています．

　一方，アンライセンスバンドを用いる自営系無線システムでは，

運用者の異なる無線システムと周波数資源を共用するため，伝送品

質を保証することはできません．また，製造現場や農場では，情報

伝送を目的として無線システムから送出される電波に加え，各種電

気電子機器（高周波利用設備，工作機，農機など）から非意図的に

輻射される人工雑音も観測されます．本研究では，自営系無線シス

テムと各種電気電子機器が共存する環境で所望の伝送品質を確保す

ることを目的として，無線システムの障害原因となる電波環境の調

査を行うとともに，電波環境改善のための対策技術の確立を目指し

ます．

研究の特徴
　DX 推進のためには，様々な産業分野において自営系無線システム

の導入が必要です．しかし，アンライセンスバンドを利用すること

から，低信頼（途切れる，つながらない，遅い）、危険（セキュリティ

の脆弱性）など様々な問題が指摘されてきました．本研究では，自

営系無線システムを用いた情報伝送が抱える問題のうち，各種電気

電子機器（高周波利用設備，工作機，農機など）から非意図的に輻

射される人工雑音に起因する問題の解決を目的として，（１）現場で

の電波環境の調査，（２）人工雑音の発生源となる機器の特定，（３）

人工雑音の性質の明確化，（４）人工雑音の性質に基づく対策技術の

考案を行います．

実用化が想定される分野
自営系無線システムの構築，自営系無線システムを活用した防災・減災サービスの開発

研究者からのメッセージ
　本研究室では，各種無線システムや非意図的に電波を輻射する機器の特徴をベースに，適材適所的な無線システム

の活用と電波環境を整備するための技術開発を進めていく予定です．

http://www.wakayama-u.ac.jp/~shin/

安全・安心・高信頼な自営系無線システムのための電波環境の構築
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研究の概要
　パソコンに加えて，スマートフォンやタブレット端末などのモバイル端末の急速な普及により，多様な環境におい

て，人と人とのコミュニケーションが可能となりつつあります．しかし，最適なコミュニケーションのためのシステ

ムをすぐに構築することは容易ではありません．私たちの研究グループでは，現場のニーズを取り込み，最新の情報

技術を用いた新しい人と人とのコミュニケーション支援システムの研究開発と評価を行っています．実用化を目指し

て支援システムの開発を行っているため，実際の現場で利用しながら，プロトタイプシステムの検討が行えます．

研究の特徴
　私たちの研究グループの研究は，多様な環境における様々なコミュニケーション支援システムを構築することです．

これまでも，多数のグループと組んで，様々なコミュニケーション支援システムを構築してきました．図 1 は，ネッ

トワークがないときでも，直前までの最新情報を利用可能な災害時支援システムです．図 2 は，病院内の外国人との

対話を支援するシステムで，正確な翻訳を利用可能です．図 3 は，高齢者にも使い易い栄養指導支援システムで，多

様な料理の入力が可能な仕組みを備えています．私たちは，現場で発生する様々な問題を，情報技術を使って解決す

ることを目指しています．

実用化が想定される分野
　医療分野，行政分野，観光分野，教育分野

研究者からのメッセージ
　様々なコミュニケーション支援システムの実用化を目指しています．これまでのコミュニケーションや情報共有の

問題を解決するために，新しい支援システムの開発に一緒に取り組んでいきませんか？

［研究紹介ホームページ］https://web.wakayama-u.ac.jp/~yoshino/lab/

人と人とのコミュニケーション支援システムの研究開発と評価

研究分野　：　コミュニケーション支援，情報共有

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・吉野孝

Seeds Index_5012

図 1　オフライン時にも利用可　

　　    能な災害時支援システム
図 2　多言語医療対話支援
　　　　システム

図 3　高齢者向け栄養指導支援システム
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研究の概要
　スマートフォンやタブレット端末の普及により，いつでもどこでも防災情報を得ることが可能になっています．し

かしながら，従来の防災情報は，デジタル情報であっても自分に関係する情報を自由に追記できないなどの問題があ

ります．また，常日頃から防災情報を触れ続けるというのは難しいという問題もあります．私たちの研究グループでは，

様々な形で提供されている防災情報の共有の方法や効果的な利用方法を研究開発し，その評価を行っています．実用

化を目指して支援システムの開発を行っているため，実際の現場で利用しながら，プロトタイプシステムの検討が行

えます．

研究の特徴
　私達の研究グループの特徴は，現場の人を交えて

新しいシステムを構築することが多い点です．こ

れまでも，多数のグループと組んで，様々な防災

システムを構築してきました．

図１は，地域で防災マップ作成イベントを行う際

に，スマートフォンとパソコンを用いた防災マッ

プを作成するためのシステムです．街歩きの段階で

は，各自のスマートフォンで写真を撮ったり，メ

モを取ったりしながら，各自の気づきを記録でき

ます．防災マップ作成イベントの終了後は，その

ままいつでも自分たちで作成した防災マップを閲

覧できます．

図２は，逃げ地図を自動作成するためのシステム

です．新たな避難所や，新たな逃げ道を自由に追

加したり，通れない道を設定したりできます．

図３は，逃げ地図を書くための支援システムです．

光で提示された逃げ地図を利用して，楽しく，短

時間で，逃げ地図を描くことができます．

実用化が想定される分野
　防災分野

研究者からのメッセージ
　様々な防災情報の共有システムの実用化を目指

しています．これまでの防災情報の共有に関する

問題を解決するために，新しい支援システムの開

発に一緒に取り組んでみませんか？

[ 研究紹介のホームページ ] 

https://web.wakayama-u.ac.jp/~yoshino/lab/

新しい防災情報共有システムの構築と評価

研究分野　：　ヒューマンコンピュータインタラクション，情報共有，防災支援

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・吉野孝

Seeds Index_5014

図 2

図 1

図 3
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研究の概要
　私達の研究グループの特徴は，データ分析を行うだけで

なく，既存データを応用し，現場の人を交えて新しいシス

テムを提案し，実際にそのプロトタイプを構築し，評価を

することができる点です．これまでも，複数の企業と共同

研究を進めてきました．

　最初にデータ分析の例を紹介します．図 1 は，人流デー

タと駅の乗降客のデータとを組み合わせ，乗降客の居住地

の推定を行った例です．この分析の特徴は，終着駅のデー

タを使っていない点です．単純に終着駅の人流データを利

用するとその終着駅周辺在住の人の情報も含まれます．そこで，終着よ

り前の駅のデータを利用することにより，乗降客の居住地の推定を行い

ました．図 2 は，道路を通過する車番データの分析例です．車番の分析

の結果から，宗教と地域との関係性の可能性を見いだすことができまし

た．図 3 は，POS データを用いた可視化システムです．POS データは商

品がいつ買われたかの情報が記載されています．いくつかの仮定を持ち

込むことで，POS データを利用して，いかにも人が購入しているような

可視化システムを実現しました．図 4 は，図 3 の結果を利用した，混雑

状況の可視化シ

ステムです．人

の行動をある程

度 想 定 す る と，

どこに人が滞留

しやすいかなど

も可視化するこ

とができます．

研究の特徴
　私たちの研究グループは，必要に応じて，その分野に精通した有識者と共同でデータ分析を進める柔軟性に特徴が

あります．また，既存データの利活用だけでなく，データ収集段階やその応用システムについて，提案や試作を行え

る点にも特徴があります．

実用化が想定される分野
観光分野，行政分野，農業分野

研究者からのメッセージ
　様々なデータの新たな使い方の創出を目指しています．既存の問題を解決する方法を模索し，新しい展開について，

一緒に取り組んでいきませんか？［研究紹介ホームページ］https://web.wakayama-u.ac.jp/~yoshino/lab/

データ分析およびデータ利活用した新しいシステムの提案

研究分野　：　ビッグデータ，データ分析，データマイニング

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・吉野孝

Seeds Index_5018

　　   　　　　  図 1　高野山駅の降車する人の居住地推定

図 2　都道府県別車両台数の割合のまとめ

図 3　POS データを用いた人の動きの可視化 図 4　POS データを用いた混雑状況の可視化
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研究の概要
　Deep Neural Network（DNN）を用いて，対話的に画像の領域分割（セグメンテーション）を行うシステムの開

発を行なっています．通常，DNN では大量のデータと長時間の学習が必要になりますが，このシステムは，軽量の

DNN と最近傍識別を行うための Look Up Table（LUT）を用いており，例えば，下図の原画像 (a) に対する簡単な教示 (b)

のみで，所望のセグメン

テーション結果 (c) を数

十秒で得ることができま

す．この結果が意図に合

わなければ，再度教示を

行うことにより，目標の

結果に近づけていくこと

ができます．

研究の特徴
　現在この手法は，カラーだけで

なく，右図のように白黒画像にも

適用することが可能であり，テク

スチャーの解析や，農産物や製品

などの検査にも適用可能です．

（特許出願中）

実用化が想定される分野
　農産物・製品検査，衛星・航空画像解析，医用画像解析

研究者からのメッセージ
　本研究は，欠陥や病変などを教示し，対話的に画像のセグメンテーションを行うシステムに関するものです．この

ままでも幅広くご利用いただけますが，扱う画像の特殊性などがあれば，共同研究の枠内で対応いたします．

 DNN を用いた対話的画像セグメンテーションシステム

研究分野　：　コンピュータビジョン，機械学習，パターン認識

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・教授・和田 俊和

Seeds Index_1006

(c) セグメンテーション結果 (b) 教示画像(a) 原画像

(c) セグメンテーション結果 (b) 教示画像(a) 原画像
カラーの場合

モノクロの場合

見えにくいカラー画像の明確化
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研究の概要
　背景：プログラミング教育は理論的思考や問題解決能力の育成を目的に，世界的に初等教育段階からの教育が本格

化しています．初学者のためのプログラム開発環境の一つであるビジュアルプログラミングは，学習者がプログラム

の記法にとらわれることなくパズルのように実装することを実現しています．このようなプログラミング環境におい

て，学習者がプログラミングを効率よく学ぶためには，よく考えられたプログラム作品を参考にすることが必須です．

　目的：私たちの研究グループでは，学習者のイメージをプログラムの論理的な命令処理への変換を支援するため，

ビジュアルプログラミング学習者にとって直感的な学習を実現するための方法を研究開発しています．特に 3 つの研

究（ 1) 画像処理に基づくプログラム検索技術、2) プログラム解析に基づくインデクサ技術、3) 学習者のイメージに

基づくプログラム実装補完技術 ）に取り組んでいます．研究の概略図を図に示します．

研究の特徴
　私たちの研究グループは，ソフトウェアにまつわるデータ（プログラム，仕様書，開発者の行動履歴）を解析し，デー

タに残された記録を証拠に実践的な知見をユーザに提供するためのリポジトリマイニング技術（論文 [1] 参照）を開

発しています．特に本研究では，ビジュアルプログラミング学習者にとって直感的な学習を実現するために，学習者

の視覚的な操作（GUI 入力）を検索クエリとして，膨大なプログラム作品の中から学習者のイメージに類する作品を

推薦する検索エンジンを開発しています． 

　[1] リポジトリマイニング技術：https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssst/30/2/30_2_52/_pdf

実用化が想定される分野
情報（プログラミング）教育，ビジュアルプログラミング言語開発

研究者からのメッセージ
　本研究に限らず，プログラミング教育，指導されている方々の課題解決の一助となる研究を推進するために，新し

い支援システムの提案，開発，運用に一緒に取り組んでいただける方を探しています．

　研究室 HP: https://socsel.jpn.org/

プログラミング教育における直感的なプログラミングに関する研究

研究分野　：　情報（プログラミング）教育，プログラム解析・検索，画像解析

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・准教授・伊原彰紀

Seeds Index_5015
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研究の概要
　金融，流通などのミッションクリティカルなシステムにも使用される Linux は，1973 年に C 言語で実装されてか

ら 50 年余りの間保守され続けているように，人間の寿命を超えて保守されるソフトウェアが増えつつあります．ソ

フトウェアの保守が長期化するにつれ，実装者が入れ替わり，実装技術も変化する中で，守られない規約（規約の

設定ミス，規約の目視確認），コーディング規約として存在しないが習慣的に守られているルールも移り変わります．

私たちの研究グループでは，ソフトウェア品質を強化する開発者らに共通する実装方法を明らかにし，それらをルー

ルとして形式化する手法を開発しています．さらに，組織の習慣，技術の動向に合わせて自律的にルールを更新する

手法を開発し，継続的なソフトウェア保守技術の確立を目指しています．

研究の特徴
　私たちの研究グループは，ソフトウェアにまつわる

データ（プログラム，仕様書，開発者の行動履歴）を

解析し，データに残された記録を証拠に実践的な知見

をユーザに提供するためのリポジトリマイニング技術

（論文 [1] 参照）を開発し，ソフトウェア開発組織と

共同研究を進めてきました．本研究では，ソースコー

ド品質を自動評価するための技術開発を目指し，奈良

先端科学技術大学院大学と共同開発するソースコード

自動検証システム DevReplay をオープンソースソフ

トウェアとして公開しています．DevReplay は，図

に示すように Git のプログラム修正履歴に基づき，プ

ログラムの変更前と変更後で共通している識別子，数

字，変数などを抽象化し，修正パターンを作成しま

す．作成した修正パターンは，新たなソースコードの

提案に対し，改善するための実装方法を提示します．

現在 DevReplay は C, C++, Java, Dart, JavaScript, Python, Go, TypeScript, COBOL, Ruby, PHP, R の 12 言語に対応し，

GitHub App に公開しています．

　DevReplay: https://devreplay.github.io/

　[1] リポジトリマイニング技術：https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssst/30/2/30_2_52/_pdf

実用化が想定される分野
ソフトウェア開発，プロジェクト管理，品質改善

研究者からのメッセージ
　本研究に限らず，開発データを活用したソフトウェア品質の向上，効率化に向けた研究を多数行っています．ソフ

トウェア開発の課題解決の一助となる研究を推進するために，新しい支援システムの提案，開発に一緒に取り組んで

いただける方を探しています．　研究室 HP: https://socsel.jpn.org/

プログラム自動検証・自動修正システムに関する研究

研究分野　：　ソフトウェア保守，プログラム自動修正，プログラム解析

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・准教授・伊原彰紀

Seeds Index_5016
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研究の概要
　様々なモーションキャプチャシステムやセンサを

駆使して，身体や手指の動きを計測し，スキルの向

上につなげるスキル学習支援システムの構築を行っ

ています．また，AR/VR/AI の技術をスキル学習支

援だけでなく，人間が行う様々なタスクを支援する

システムに応用する研究を行っています．事例をあ

げると，AR を利用した動作学習支援システム，VR

を利用したスキー場での衝突回避ヒヤリハット体験

システム，VR を利用した体験に基づく単語学習支

援システム，AR マーカを利用した語学の文法学習支

援システム，AR を利用した地理歴史の学習支援シ

ステム，機械学習を応用したデザイン支援システム，

ARを利用したドローンの操縦スキル学習支援システ

ム，液晶タブレットを利用したスケッチ学習支援シ

ステム，音声認識技術を利用した龍笛の演奏スキル

学習支援システム，視線計測装置を利用したビジョ

ントレーニングシステムなどです．

研究の特徴
　一見すると，研究テーマが多岐にわたっていますが，根底には HCI（ヒューマンコンピュータインタラクション）

の考え方があります．すなわち，人間は何らかのタスクを行うとき，①知覚・認識，②思考・判断（行動選択），③

行動の実行というインタラクションのサイクルを繰り返します．したがって，支援したいタスクにおいて，その①②

③が何であるかを考えながら，支援システムを設計構築するという方法論を，様々なタスク事例について研究実践し

ています．現在，和歌山市の企業と 1 件，大阪府の企業と 1 件の共同研究を推進中です．

実用化が想定される分野
スキル学習支援システム，熟練者の技と知識を VR/AR/AI 技術でシステム化

研究者からのメッセージ
　匠の技を持つ熟練者の方で，その技と知識を AI 化，システム化して後世に残したい方，ご連絡ください．

VR を用いた語学学習支援 

研究分野　：　ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI），学習支援，VR/AR/AI の応用

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・准教授・曽我真人

スキルの計測とスキル学習支援システムへの AR/VR/AI の応用
Seeds Index_5010

VR を利用したスキー場衝突回避ヒヤリハット体験システム 

機材：HTC ViveProEye
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研究の概要
　研究が機械学習（主に深層学習）技術を中心

に，人間活動からなる膨大で複雑な構造を有す

るデータにより，価値のある知識や情報を学

習，発見，あるいは生成し，さらに，それらを

利活用するための知的データ処理に関わる研

究開発，ならびに，それらの実課題における

様々な問題の解決への提案に関する内容（図 1）

となります．

研究の特徴
図 2 に示す応用例（構音障がい者発話

の訂正研究）に限らず，人間の知覚に

深くかかるデータの解析，さらにそれ

らの利活用するための音声処理，コン

ピュータービジョン，自然言語処理，

パターン認識，データマイニングなど

の要素技術及びその実社会課題への応

用研究に取り込んでいます．

知財権（特許第 6964857 号，第 6788264 号）：

　・画像認識装置、画像認識方法、コンピュータプログラム、及び製品監視システム

　・表情認識方法、表情認識装置、コンピュータプログラム及び広告管理システム

実用化が想定される分野
人工知能，マルチメディア工学，福祉分野

研究者からのメッセージ
　AI 技術を横断分野課題への応用・融合研究に積極的開拓しようとしています．特に福祉，医療，交通データなど課

題へ AI 技術の導入に深く研究興味を持っております．

和歌山大学知的情報処理研究室 HP：https://www.jinhuichen.com

AI 技術による知覚情報解析とその応用

研究分野　：　人工知能，機械学習，知覚情報処理

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・准教授・陳金輝

Seeds Index_5019

図 1　研究の概要

図 2　声質変換による構音障がい者発話の訂正
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研究の概要
　2009 年に我が国の月探査機 SELENE「かぐや」の観測データから

月面に巨大な縦孔が発見され，その生命科学や地球型惑星の形成な

どの科学的な探査が望まれています。また縦孔に続く地下空洞は人

類の月面長期滞在を妨げる放射線や紫外線，隕石から防護され，表

面と比較して温度が安定していることから，月面基地として利用す

るための調査も期待されています。しかし実際に人が直接現地の調

査を行うには，月への移動や月面での生命維持に非常に高いコスト

がかかります。そこで人に代わって様々な調査を行う人型プローブ，

すなわちロボットにより調査を行うことが構想されています。この

研究では，遠隔地のロボットが地上の研究者になり代わって現地で

直接調査を行っているような感覚を得るために，ロボットの視覚を

操作者が装着した HMD により共有し，その操作を行うための表示

システムや，現地の調査対象を地上の研究者の手元に置いた場合の

見掛けの再現手法，操縦者の姿勢のロボットへの伝送技術などを開

発しています。

研究の特徴
　このシステムではロボットとの通信に数秒の時間遅れが存在する

ことを想定し，操作者の視野を全方位カメラで取得したロボットの

周囲の情景から操作者の頭部の動きに応じて切り出すことにより，

視野の移動に伴う表示の時間遅れを見かけ上解消するなどの工夫を

行っています．また，そこにロボットの動作の予測画像を重畳して，

この手法によるロボットの操作の有効性の評価を行えるようにして

います．また，ロボット自体は所有していないため，このシステム

の開発では，実験の際に人がロボットの代わりを果たすことができ

るようにしています。このことから，このシステムは遠隔地にいる

人に対して作業の指示などを行う遠隔行動誘導や，遠隔地の人の体

験を共有する遠隔体験共有の実験にも使用されています。

実用化が想定される分野
宇宙開発，リモートワーク支援，観光コンテンツ開発

研究者からのメッセージ
詳細以下のは Web ページを参照してください。　　  

　研究室ブログ https://web.wakayama-u.ac.jp/~tokoi/

　ソースコード https://github.com/tokoik/ted

　月惑星の縦孔探査プロジェクト https://www.uzume.exst.jaxa.jp/

 遠隔地のロボットと視覚を共有する AR 型 HMD システム

研究分野　：　コンピュータグラフィックス，バーチャルリアリティ，拡張現実

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・准教授・床井浩平

Seeds Index_5001
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研究の概要
　寺院に所蔵されている様々な

文書（聖教：しょうぎょう）は，

作られた当時の人間関係をはじ

め，歴史的事象を知る手がかり

となる．そのような研究を支援

するため，電子テキストのデー

タを対象とした全文検索システ

ムを開発した．Web アプリケー

ションとして実現しており，利

用者は，使い慣れた Web ブ

ラウザを使用して，Google や

Yahoo! で問い合わせるのと同

じように検索語を入力すれば，

ただちに該当文書が表示され

る．検索対象は，文学部の研究者が電子化した約 4 万件の聖教書誌情報である．

　サーバと通信して検索する「クライアント／サーバ型」と，PC（ノート PC やネットブックでもよい）単体で動作し，

外部との通信をすることなく検索が行える「スタンドアロン型」の 2 種類のシステムを構築した．

研究の特徴
　聖教書誌情報には文書名などのほか，書籍の奥付に相当する奥書や，研究者によるメモが含まれており，漢文と日

本語が混在している．そこで，N-gram に基づくインデックス化が利用可能な全文検索ソフトウェア Hyper Estraier

を用いてシステムを構築し，言語に依存せず，瞬時に漏れのない検索ができるようにした．

　検索語入力の負担を減らすための機能をいくつか実装している．具体的には，「1000」が検索語のときにはこれを

西暦年とみなし，「長保二年」という和暦に変換して検索する機能や，新字体で検索しても，旧字体の文書を求める

ことのできる機能などである．また，検索システムを活用して事前にキーワード（年代，人物名，寺院名，地名）を

抽出し，検索結果にリンクを付けており，これにより関連情報の検索がマウス操作のみで行える．

実用化が想定される分野
電子書庫

研究者からのメッセージ
　歴史資料に限らず，企業・団体などで作成される情報のデジタルアーカイブ化および全文検索についても取り組ん

でいる．

歴史資料を対象とした全文検索システムの開発

研究分野　：　情報検索，デジタルアーカイブ

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・准教授・村川猛彦

Seeds Index_1003
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研究の概要
　大阪府河内長野市にある，天野山金剛寺所蔵の漢訳仏典は「金剛寺一切経」と呼ばれ，国内古写経の内容理解にお

いて重要なものである．記載内容の分析にあたって，計算機上で利用可能なテキストデータの作成，すなわち「翻刻」

が不可欠であるが，経典撮影画像そのものから獲得するのは，人手でも文字認識ソフトウェアを用いるのでも，非常

に困難であった．そこで，既存の大正新脩大蔵経テキストデータの中から，ある程度一致するものを基に，撮影画像

とテキストとの間で異なる箇所を見つけて編集できるよう，Web アプリケーションを構築した．システムは，必ずし

も仏典の専門知識を持たない作業者が使用する「翻刻支援機能」と，その作業結果を専門家が見比べて採否を決める

「採用支援機能」で構成される．この分業環境を通じて，各利用者の小さな労力により，質の高い（編集漏れの少ない）

経典テキストデータを作成できるようにした．

研究の特徴
　各利用者の編集履歴の管理に，主にソフトウェア開発で用いられているバージョン管理ソフトウェアである

Subversion を採用した．挿入・削除・置換・交換が考えられるテキストデータの編集において，その情報を効率良く

管理するには，従来型のデータベース（DBMS）よりも，テキスト処理や差分といった機能に特化した，バージョン

管理ソフトウェアを使用するのが適切であると考えたからである．また編集情報はすべてサーバ側で保持するように

した．これにより，利用者はインターネット接続の PC とブラウザがあれば作業ができ，さらに，複数人の編集作業

で考慮すべき衝突の問題も解決した．

実用化が想定される分野
　文書管理，共同作業

研究者からのメッセージ
　データベース (DBMS) だけでなく，バージョン管理，全文検索，NoSQL などの新技術を積極的に取り入れた情報シ

ステムの設計・構築に取り組んでいます．データの保存や活用でお困りでしたら，ご相談ください．

 歴史資料を対象とした翻刻支援システムの開発

研究分野　：　データ工学，デジタルアーカイブ，CSCW

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・准教授・村川猛彦

Seeds Index_1007

図　採用支援機能の画面例
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研究の概要
　マシンを通じてユーザに情報提示する際，内容理解が容易になる点から人間のような外観を持つ擬人化エージェン

ト同士が対話する形式を採る機会が増えている．一方で，情報提示側の意図に関わらず，エージェントの外観からは

表情や視線等 ( ノンバーバル表現 ) も伝達されてしまう．本来，人間同士の対話では雰囲気に応じて視線や表情が変

化することから，情報提示映像においてもこれらの関連性に基づいてエージェントのノンバーバル表現を動的に制御

することが求められる．本研究では，発言内容と対話の雰囲気を与えることにより上記の関連性に基づいてエージェ

ントが表出すべきノンバーバル表現を自動的に決定し，情報提示映像を自動生成するシステムの構築を目指す．

対話の雰囲気に応じた情報提示映像が自動的に作られるようになれば，美術館や博物館の展示内容の解説を初めとし

て，建物内の案内，観光案内などの情報提示映像を専門知識なしに簡単に生成することができるようになる．

研究の特徴
　情報提示に擬人化エージェントを適用する研究は

数多く行われているが，入力に対して決まった反応

しか返さないもの，エージェントの動きや表情を情

報提示映像の作成者がすべて指定しなければならな

いため作成者の負担が大きいものが多数である．さ

らに，一定時間ごとに動作や表情を設定しなかった

場合や，動作の指定間隔が長い場合，指定動作間の

変化が急な場合には，ユーザが不自然さを感じてし

まう結果となる．

それに対し本研究では，人間のノンバーバル表現間

に本来存在する関連性と対話の雰囲気に着目してい

る．さらに，発話させるべき内容と対話の雰囲気を

指定するだけで，自動的に，自然で滑らかに変化す

るノンバーバル表現を表出するエージェントの対話

映像の作成が可能となる．

実用化が想定される分野
ユーザインターフェース，コミュニケーションツール，観光案内

研究者からのメッセージ
　情報提示映像の作成だけではなく，対話者同士で場の雰囲気を共有できる，キャラクタを使ったアバタチャットシ

ステムの開発など．コミュニケーションツールへの応用もあわせて行っております．

情報提示エージェントのノンバーバル表現の自動制御と応用

研究分野　：　ユーザインターフェース，コミュニケーションシステム

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・助教・伊藤淳子

Seeds Index_5008
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 眼球運動に基づく認知的ユーザビリティの定量評価

研究分野　：　人間工学 , ヒューマンインタフェース

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学システム工学部 情報学領域・助教・松延拓生

研究の概要
　本研究では，眼球運動を計測する装置アイマークレコーダを用いて，

機器やソフトウェアのユーザビリティを定量評価する方法を開発して

きた．アイマークレコーダを用いることで眼球の動きからヒトの注視

の特徴（注視位置，移動速度，注視経路など）を把握することができる．

この注視状況にはヒトの注意の度合いのほか，迷いなども反映されて

いるため製品の使いやすさを定量的に評価する指標となる．

　従来ユーザビリティを評価するには，アンケートやインタビューに

よる主観的で定性的なデータを用いてきた．しかし開発の現場で利用

するには分析に多大な時間を要することが問題となってきた．前述の

眼球運動という定量的データを利用することで効率的な分析を可能に

することが本研究の目的である．研究成果の応用として Web システム

において利用者の興味を推定するシステムの開発も行っている．

研究の特徴
　眼球運動計測によって “ どこ ” を見ているかはわかるが，それは “ 視

野の中のどの位置 ” という情報に過ぎない．つまり “ 何 ” を見ている

かはわからない．ユーザビリティ評価に利用するには，単なる眼球の

動き方だけではなく，その時に何を見ていたという情報が必要である．

この確認を人手で行う必要があったため，膨大な分析時間が必要とな

り，従来眼球運動はユーザビリティ評価であまり使われなかった．

　この問題を解決するため，いくつかの眼球運動解析ソフトウェアを

開発してきた．

　１．対象物の評価したい領域にマーカを添付し領域を自動検出し注

　　　視物を特定する

　２．対象物内の画面領域を自動検出し注視物を特定する（特許出願済）

　３．Web ページの注視コンテンツを自動検出する

実用化が想定される分野
プロダクトデザイン（情報機器），情報システム（画面を利用したもの）

研究者からのメッセージ
　過去の研究概要を https://web.wakayama-u.ac.jp/~matunobe/ で公開しています．

　ユーザビリティ改善をはじめ，眼球運動を利用したシステム開発などのご相談をお待ちしています．

写真　左：Web の評価　右：製品の評価

図１ エリア毎の注視状況の把握（Web の例）

Seeds Index_5006
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研究の概要
　発達障害と混同されやすく、正確なアセスメントがなされないため、支援が困難になりやすい愛着障害、愛着の問

題を抱えるこども、大人への支援をするための専門機関、相談機関、連携体制の構築を目指します。愛着障害への支

援を阻んできた愛着障害に対する様々な誤解、愛着形成はすべてのこどもと人間にとって必要な人間関係の基盤であ

り、愛着を意識した人間関係づくりは、こどもの発達の支援として、人間同士のトラブルや争いをなくすための大事

なポイントです。また子育て支援、少子化支援にもつながります。

　愛着障害と発達障害の違いと見極め方、愛着障害と発達障害の関係を踏まえた支援は、心理的支援、医療的支援、

福祉支援の改革につながります。

研究の特徴
　保育、教育、福祉の現場、医療、公共、交流の場で愛着の視点をもって、人間関係の支援をしていくためのポイン

トを発信し、また、その相談に応じることで、人間関係支援の協力機関を増やしていくことで、さまざまな場面での

人間交流の円滑化に寄与します。たとえば、暴力や暴言、カスハラ、あおり運転も愛着障害の視点で支援すると効果

があります。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　摂津市、岸和田市、八尾市、堺市、泉大津市、東大阪市等での保幼小中の巡回相談連携。

泉南市等や全国各地での保育所、幼稚園、こども園、学校支援。和歌山市などのファミリーサポートセンター、全国

の放課後デイ、学童の取り組みへの支援。児童養護施設、医療機関への支援。

研究者からのメッセージ
　愛着の視点での研究でしたら、どこでも、どのようなものでも対応可能です。

 愛着障害の支援

研究分野　：　臨床発達心理学・実践教育心理学・人間関係心理学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学教育学部 心理学・教授・米澤好史

Seeds Index_6007
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研究の概要
　糖鎖は核酸、タンパク質に続く第三の生命鎖として認識され、その多くの生理作用に大きな注目が集まっている。

細胞間の認識、情報伝達、分化、増殖、免疫応答など我々が生命を維持していく上で必須の生命現象を司っているこ

とが知られている。さらに糖鎖は、生体にとって不利な現象である細胞のガン化、ウイルスや細菌感染にも深く関わっ

ていることが解明されてきた。これらの糖鎖を大量に供給し、その担う役割をうまく利用できればガン、ウイルス、

細菌の防除や治療に応用が可能となる。本研究室では有用な機能を有する多量の糖鎖を簡便に得ることを可能とした。

これらの糖鎖について、人類にとって有効な知見を得、地域の医療および食品・化粧品産業の発展へ貢献すべく研究・

教育を展開している。

研究の特徴
　糖鎖は様々な生理活性を有し、その機能を応用できれば次世代型医薬品等の画期的な分子となると言われて久しい。

しかしながら、現状は糖鎖の合成の難度が高く、高価かつ少量しか供給できないことからその有効利用が大幅に阻ま

れている。当研究室では糖鎖の次世代型合成法の開発に着手し、簡便・迅速・安全かつ安価に糖鎖の合成を行うこと

を可能にした。

    産業財産権

  （国際特許 )   ；発明の名称：PROCESS FOR PRODUCING NOVEL　SIALO-SUGARCHAIN 

    特許番号　：2759548 欧州 , US9290532 アメリカ

    発明の名称：プロテオグリカン製造方法 , 日本国特許第 6016878 号 

    発明の名称：新規シアロ糖鎖の製造方法 , 日本国特許第 6095571 号など他８件

実用化が想定される分野
　医薬品分野，食品分野，化粧品分野

研究者からのメッセージ
　安全かつ高機能を有する糖鎖を利用した医療、食品、化粧品産業への展開を考えられている場合は気軽にご相談く

ださい。こちらからのシーズ提案の他、各種アドバイスが可能です。

生理活性糖鎖の合成とその医療応用

研究分野　：　生化学，有機化学，糖鎖工学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学教育学部 科学教育（有機生化学）・教授・山口真範
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研究の概要
　国際天文学連合で活動する天文教育・アウトリーチのグループと連携し、国際連携のもとでの、さまざまな天文教

育実践と開発研究を行っている。学校教育に関することはもちろん、保育園・幼稚園・学童保育を始め、さまざまな

学校外教育、アウトリーチ、社会発展のための天文教育の実践を研究している。

国境を越えることや、種々の社会的・身体的障害を越えることも、この天文教育実践の研究に含まれている。

研究の特徴
　（１） 空を見上げる、という身近な活動から、年齢を越えて人々の心をつなぐ。

　（２） 空を見上げる、という身近な活動から、国を越えて人々の心をつなぐ。

　（３） 種々の障害に関係なく、宇宙を感じることで、人々の心をつなぐ。

　（４） これらの活動を、市民の持つ資源と方法を活用して進めたい。

実用化が想定される分野
　これまで、教材、絵本や映画等の番組での翻訳や監修を行ってきました。

　今後も、そういった内容で共同できると思います。

研究者からのメッセージ
　教材の製作、出版、広報等で助言や協力をもらうことができれば、嬉しい。

　富田晃彦のウエブサイト：http://www.wakayama-u.ac.jp/~atomita/

子ども向け天文教材開発：年齢、国境、障害の壁を越えて

研究分野　：　天文教育，天文学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学教育学部 教職大学院 ・教授・富田晃彦

Seeds Index_6003
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研究の概要
　近年、エリアマネジメント方式と呼ばれるまちづくり手法が注目を集めている。これは、特定エリアにおいて（例：

中心市街地）地域住民をはじめ、商業等の事業者が資金を出し合い、活性化を行うものである。エリアの指定は官民

連携で行い、そのエリア内では自らが拠出した負担金（BID(Business Improvement District) ビジネス改善地区 ) 負担

金などともいう）を自由に利用することができる。すでに大阪駅周辺や東京駅周辺など大都市部ではこうした手法が

利用され始めており、政府 ( 内閣府 ) もガイドラインの作成を行っている。

和歌山市などをはじめ地方都市においてこのエリアマネジメント制度がどの程度まで適用可能かについて研究を行っ

ている。

研究の特徴
　エリアマネジメント制度は欧米で発達した制度であるが、日本においてはまだ普及率は低い。コロナ禍による影響

が残る現在不確実性が増しているが、地域情報に詳しい民間事業者が主体的に活性化事業に参加できるのがエリアマ

ネジメント制度である。また、5年後の成果など一定の数値目標を有するのもエリアマネジメント制度の特徴といえる。

例えば、「地域のにぎわい」をどのように創出するのか。独自に収集した既存の地域データをベースに「地域活性化

の組織づくり」などについてエリア別にその有用性を計測することができる。一部、統計的手法や人工知能による予

測なども行う。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　日本商工会議所と連携し、エリアマネジメントに関する実態調査を実施した (2019 年 )。また、社会関係資本 ( ソー

シャルキャピタル ) を育む町づくりなどについても全国調査を実施している ( サンプル数 10000 程度 )。

また２０２３年度は内閣府の中心市街地活性化評価・推進委員会にて、今後の中心市街地の法制度について委員会議

論をまとめた。中心市街地の資金循環を推進する「ローカルファースト」の考え方を同委員会内の提言に盛り込んだ。

研究者からのメッセージ
　まちづくりの経済効果なども行っています。新しいまちづくりであるエリアマネジメント制度の適応可能性について

分析を行っています。

研究分野　：　まちづくり　地方創生　地域活性化

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・足立基浩

地方都市再生に関する研究　地方版エリアマネジメント（BID( ビジネス改善地区 )）の導入可能性について
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研究の概要
　和歌山大学経済学部の教育カリキュラムには、公共政策にかかわるさまざまな学問領域をクロスオーバーさせた授

業科目によって構成される地域公共政策・公益事業プログラムがあります。このプログラムでは、専門をまたいだ複

数の教員が「公共政策学」という共通のアカデミックな枠組みで毎年 100 名近い学生（2 回生）を演習形式で教育し、

様々な知的関心を持つ学生にかかわり、多様な政策問題への関心を「公共政策学」という共通の枠組みで分析・整理

することで、学生相互で具体的な政策問題を解説したり検証してきました。

　この講義科目にみられるように、経済学部の教員は労働政策、福祉政策、財政政策、観光振興施策など各分野にわたっ

て地方行政の政策・計画作成から実施に至るまで関わっています。これからの地方自治体にとり、政策の客観的な検

証を通じて広く一般に説明責任を果たし、また、限られた人的・経済的資源をより効果的に活用することは喫緊の課

題であると思われます。それぞれの専門性を活かして、公共政策の検証と改善のためのお手伝いをさせていただきま

す。

研究の特徴
　そもそも政策問題とは、多様な利害や考え方を持つ参加者が関与するため、現状の問題点やめざすべき目標につい

ての合意すら存在しないこともあり、選択肢の優先順位やそれらの帰結についても不確実で予想の困難な「悪構造」

の問題です。ゆえに、政策の効果や影響を客観的に検証して改善点を明らかにし、多様な参加者や地域住民との間で

合意を形成し、政策への支持を訴えていくのは容易なことではありません。我々は、提供いただいた資料や関係者へ

の聞き取り・アンケート調査を通じて第三者の視点で政策を客観的に検証し、今後の発展の方向性を示唆できればと

考えています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　大澤健　：和歌山県内および県外の観光基本計画の作成、その実施に関するアドバイス、成果検証。

　藤木剛康：和歌山県の梅産業の調査、和歌山県への観光客に関する調査。

研究者からのメッセージ
　条件に合わせて複数の教員で対応させていただいたり、指導している学生や院生の協力を得ることでより充実した調

査を進められるように手配いたします。

研究分野　：　公共政策論、政策過程論

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・大澤健、准教授・齊藤仁、藤木剛康

地方自治体の政策の検証と改善に向けた具体的提案
Seeds Index_7010



本件に関するお問い合わせ：liaison@ml.wakayama-u.ac.jp

75

研究の概要
　「子どもを地域で安心して守れるには？」「高齢者の孤立死を防ぐには？」、「障がいのある人が生き生きと地域で住

めるには」地域社会の地縁が希薄化している今、私たちは意識して、新しい社会福祉の絆づくりを行っていく必要が

あります。そしてそのことが、緩やかな・活力と笑顔あふれる地域社会の基盤づくりにつながります。

　地域の福祉を取り戻すには、地域のことをよく知る調査と、問題解決を住民とともに行っていく積極的な姿勢が必

要です、私と共に、生き生きとした地域づくりにむけての社会福祉の課題解決に取り組みましょう。

研究の特徴
　・子ども・高齢者・障がい者・ひとり親家庭・ホームレスなどに関する地域計画を立案したい。

　　＊市町村の福祉計画の策定を行います。

　・地域の子ども・高齢者・障がい者・ひとり親家庭・ホームレス等に関する地域調査を行いたい。

　・地域を活性化させるための福祉懇談会を実施したい。

　・地域を活性化させるための福祉に関する講演会を実施したい。

　　などの希望がありましたら、ぜひご連絡ください。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　・マナビィスト支援セミナー講師（和歌山県教育委員会実施、2006 ～ 2010 年度）

　　＊マナビィスト支援セミナーは、上記教育委員会主催の、地域問題解決のための社会人自主ゼミ講座。

　　　筆者は 4 年間、地域福祉の課題解決のための講師として担当。

　・和歌山市ホームレス実態調査（和歌山市より受託、2004 年度）

　・和歌山市ホームレス概数調査（和歌山市より受託、2007 － 2009 年度）

　・御坊市母子家庭等自立促進計画策定事業（御坊市より受託、2006 年度）

　・御坊市次世代育成後期行動計画策定事業（御坊市より受託、2010 年度）

　・御坊市第 2 次母子家庭等自立促進計画策定事業（御坊市より受託、2012 年度）

研究者からのメッセージ
　　和歌山県内の地域との豊富な連携実績があります。地元の皆さんと一緒に学びあうことができればこれほど嬉しい

ことはありません。

研究分野　：　社会福祉論，社会保障法

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・金川めぐみ

生き生きとした “ 地域づくり ” のための社会福祉活動に関する研究
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研究の概要
　農業振興や農協販売事業のあり方を中心として、農産物の流通やマーケティング分野に関する研究を進めています。

また、都市農村交流（地域おこし協力隊、関係人口なども含む）や産地や中山間地域における地域づくりについても

研究を進めています。可能であれば、学生の参画も検討して、農家や地域とともに研究教育活動に取り組んでいます。

研究の特徴
　農協販売事業（共販や直売所）、農産物流通などをキーワードとして、農業の活性化方策や農村における地域づく

りのあり方について、現場の声をもとに、研究教育活動を行ってきました。今後も、「現場から理論を構築する」、そ

して、「理論を現場に伝える」という双方向の研究教育活動を通じて、今後の農業や農村のあり方を、みんなで考え

ていきたいと思います。まだまだ、現場のことを知りませんので、地域（農家）の皆さんにはお世話になると思います。

よろしくお願いいたします。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　地域との取り組みについては、所属している食農総合研究教育センターの URL（特に、「資料」の中にある「ニュー

スレター」等）をご覧ください。

　https://www.wakayama-u.ac.jp/food-agri/

研究者からのメッセージ
　農業や農村の活性化に向けた調査研究や地域住民との活動など、課題解決に向けて取り組む当事者とともに、調査研

究に取り組みたいと思います。食農総合研究教育センター長も兼任しています。

研究分野　：　農産物流通、地域づくり

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・岸上光克

多様な農業関係者に寄り添った農林漁業の振興と地域づくり
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研究の概要
　ロシア及び旧ソ連諸国における社会主義時代から市場経済移行を経て、いかに国際経済の中で投資対象となるかと

いう研究を行ってきた。会計学は世界共通のビジネスの言語であるという見地から、「解説付き日ロ ( 英 ) 会計用語集」

も作成し、経団連、政府系の銀行をはじめ今でも利用されていると聞く。現在では市場経済化における会計をはじめ

とする用語の変化、旧ソ連諸国企業への投資のために会計はどのようになっているかということを研究している。

また、最近のロシア・ウクライナ情勢における問題を背景に国際会計基準の意義について考えている。

研究の特徴
　まず、この領域で現役で研究している研究者は自分自身が唯一である。　

　1．ロシア、ウクライナ並びに旧ソ連企業の財務分析

　2．この周辺領域におけるロシア語用語の整理

　3．ロシア、ウクライナにおける旧ソ連諸国の会計人、起業家、官僚、などへの教育方法の研究

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　経団連、北陸経済連合会、日本国外務省、日本国財務省、中小企業庁などと協力してロシア、ウクライナ並びに旧

ソ連諸国における会計実務教育、また、財務教育などを行ってきた。

研究者からのメッセージ
　今は、新型コロナウイルス、ロシア・ウクライナにおける軍事衝突で世界は大変ですが、経済面でも旧ソ連諸国の企

業は目を離せません。エネルギー産業、石油、ガスについても考察していきたいと思っています。

研究分野　：　ロシア会計、ロシア語、旧ソ連諸国

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・齊藤久美子

ロシア・ウクライナ及び旧ソ連諸国における会計と企業進出の研究
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研究の概要
　私は、大学院からロシア及び旧ソ連会計制度、会計理論について研究してきました。

　ソ連が崩壊し、ロシアとなり、市場経済化が進むにつれ、資本主義的な考え方が必要になり、特に会計学は世界共

通のビジネスの言語であるとして大きな意味を持つようになりました。

　しかし、社会主義時代は「利益」は人民に対する搾取であるとして、それを研究する会計学もあまり、軽視されて

きました。しかし、1987 年からのペレストロイカ、1991 年のソ連邦崩壊後、外資の導入、公益のため、会計学が必

要になりました。一方、今まで損益計算書や利益計算の概念、資本の概念もなかったものですから、会計語彙自体を

新しく生み出さねばなりませんでした。

　そしてそれは会計学の分野だけではとどまりませんでした。アメリカ文化や欧米からの文化がロシア・旧ソ連に入っ

てきて、新しい概念、語彙がロシア語の中にどんどん入ってきました。

　また、残念なことに COVID-19 の感染拡大のなかでロシア語語彙も変容してまいりました。

今は昔のロシア語辞典では対応できないものが拡大しています。ロシア語新語語彙についての研究の概要は以上です。

研究の特徴
　ロシアをはじめとする旧ソ連地域への投資拡大、ロシア語語彙への対応は難しく、あまり例がありません。

私は『日ロ ( 英 ) 会計用語集』も 20 年以上前に出版し、いまだにそれを利用してくださっている関係者もおられます。

　今、コロナ禍で実際にロシアを訪問することも難しく、正しい相互理解のために研究を継続しております。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　日本国外務省、国際機関の支援委員会、北陸経済連合会、国税庁、中小企業庁などと連携し、特に会計の技術移転

に関して連携し業務をしてまいりました。

研究者からのメッセージ
　会計学の分野ではこのような研究はほぼ日本で数少ない専門家のうちの一人であると自負しております。

『解説付き日ロ ( 英 ) 会計用語集』も版を重ねました。

研究分野　：　ロシア語、会計学、ロシア経済

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・齊藤久美子

時代の変化とロシア語語彙の変化、経済発展に伴うロシア語語彙の変化
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研究分野　：　サンゴ礁学、社会科学、経済学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・齊藤久美子

サンゴ保全と経済効用の研究  － 特に和歌山県と沖縄県を比較して －

研究の概要
　私は会計学研究の傍ら、地元貢献として和歌山県の観光資源、世界最北端のサンゴ群生である串本のサンゴ群生と

経済効用の研究を続けてまいりました。実際に、串本海中公園や観光協会に調査に行き、アンケートを依頼して報告

書にまとめました。それは同じサンゴ群生（沖縄の場合はサンゴ礁）を観光資源とする沖縄県と比較調査も行いました。

　また、地価を指標として、その上昇と観光収入についても考察しました。残念ながら、和歌山県は他の要因（台風、

津波、地震等）によって下落した場合もありました。これらは、日本サンゴ礁学会や国際サンゴ礁シンポジウム（タイ、

オーストラリア等）で報告し、数少ない社会科学方面からのアプローチとして注目されています。

研究の特徴
　先にも述べましたがサンゴ礁学の中で、数少ない社会科学的アプローチとして学会でも注目されています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　NIAC（沖縄電力など、沖縄経済界を母体とする）に研究協力を得ました。串本観光協会や全国的なダイビング団体

の沖縄支部の協力も得ました。

研究者からのメッセージ
　和歌山の地元貢献のために、そして全世界的なサンゴ保全のために、お役に立てることができればうれしく思います。
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研究の概要
　営利法人，とりわけ株式会社形態の企業組織でありながら，株主や法人の経済的利益の最大化のみならず，多様な

諸ステークホルダーの利害や社会，自然環境との調和を前提とした企業経営の議論が活発である。例えば競争戦略論

を応用した CSV（creating shared value）論，ベネフィット ･ コーポレーションやソーシャル ･ ビジネスなどの会社

制度のリデザイン論などである。それらは株式会社形態の企業における経済的利益の獲得の仕方を再考することを特

徴とする。昨今のこの種の議論は，従来の着想とは異なり，規範的，倫理的観点から経営行動に負担を強いる諸活動

の甘受を説くのではなく，多様な諸ステークホルダーとの協働を重視する形で，価値の共創を指向する。負担や責任

の共有と共に，ネガティブな要素をポジティブに転換する工夫や仕組みの創出（共創）を重視する。

　本研究はこうした意向の経営行動を社会的責任ビジネスと捉え，そのビジネス ･ モデルの編成や共創のメカニズム

およびそのためのステークホルダー ･ コーディネイトのマネジメントの照射 ･ 応用を研究内容としている。

研究の特徴
　本研究の問題意識は，以下の 3 事項に関する研究関心 ･ 実績から構成されていることを特徴とし，当該事項それぞ

れに関する，または総合的な，調査，助言，研修等を通じて，当該事項に関心を持つ機関や者の，問題発見 ･ 認識に

寄与し得る。それらは，㈠国内外の事業所における SDGs（Sustainable developments goals）に対応した経営管理シ

ステム ･ 慣行（経営者，管理者の意識変革を含む）の整備 ･ 編成，㈡コスト負担要因と捉えられがちが社会的責任活動，

コンプライアンス事項等をイノベーション ･ ドライバーに位置づけ，経済的利益と社会的利益を共創する持続可能な

ビジネス ･ モデルの考案 ･ 設計，そして㈢そのためのビジネス ･ エコシステムの編成 ･ 再編におけるステークホルダー

関係のコーディネイト，である。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　和歌山県経営者協会と連携し，和歌山県下事業所における CSR（企業の社会的責任）経営への取り組み状況に関す

る 2 件の産学共同調査を実施した。詳細は以下を参照。　

和歌山県経営者協会との産学共同研究実績
　１．「和歌山県経営者協会会員企業および県内主要企業における「ＣＳＲ経営への取り組み状況」に関する調査」，2012 年 11 月，

　２．「CSR 経営への取組状況に関する国際比較調査：和歌山県下所在主要企業における社会的責任経営の取組状況調査」，2016 年 9 月

当該調査に基づく研究業績
　「和歌山県経営者協会会員企業および県内主要企業における『CSR 経営への取り組み状況』に関する調査中間報告」，『ワーキング ･ ペー     

　パー ･ シリーズ』,13（6），2012 年，

　『和歌山県下事業所における CSR 経営の調査 ･ 実証研究』，2014 年，和歌山大学経済研究所刊「リージョナル企業における CSR パ       

　フォーマンスと社会的責任経営浸透度の分析：和歌山県下企業をケースとして」，『研究年報』，No.21, pp.93-142.，2017 年，Anura      

　De Zoysa(University of Wollongong) 氏との共著

　“Corporate social responsibility performance of small and medium enterprises in regional Japan”, Social Responsibility Journal,                

　Vol.16, No.4, pp.449-466.，2019 年，Anura De Zoysa(University of Wollongong) 氏との共著

研究者からのメッセージ
　研究者以外の機関との外部連携の余地に関しては，以下サイトの「社会貢献」欄等を参照のこと。

　https://researchmap.jp/read0055702

研究分野　：　企業の社会的責任論，持続可能なビジネス ･ モデル，ソーシャル ･ イノベーション

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・高岡伸行

社会的責任ビジネスの持続可能なビジネス ･ モデルの編成とマネジメント
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研究の概要
＜交通や物流の改善策を提案し，持続可能な地域づくりに貢献します＞　人と環境に優しく，活力あふれる国や地域

　のことを「持続可能な国や地域」といいます．その実現に向けて，交通や物流の分野から貢献できることがたくさ

　んあります．私と共に，持続可能な地域づくりに向けて，交通や物流面から取り組みましょう．

研究の特徴
＜こんな課題を解決します＞ 　・都市や地域の交通計画を立案したい 

　・不採算だが社会にとって必要な鉄道やバスの活性化策や維持法策を考えたい

　・LRT や BRT 等の都市交通システムについて研究し，わが国への応用可能性を探りたい

　・環境や健康に優しい交通行動を促すために，モビリティ・マネジメントを企画・実施したい

　・空港・港湾や、臨空・臨海大規模未利用地を活用した地域の活性化策を考えたい

　・福祉の視点から交通システムを再検討したい（福祉有償運送の導入，バリアフリー化等）

　・都市や地域の各種施設や文化財等のアクセシビリティ（行きやすさ、情報の得やすさ等）を把握したい

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
＜主な公職＞　伊賀市地域公共交通活性化再生協議会会長、関西国際空港第 1 ターミナルビルリノベーション工事バ

　リアフリー検討会委員、紀伊半島外国人観光客受入推進協議会二次交通部会長、国土交通省移動等円滑化評価会議

　近畿分科会委員、国土交通省中部運輸局地域交通マネージャー、新宮市地域公共交通活性化協議会会長、貝塚市地

　域公共交通活性化協議会委員、トラック輸送における取引環境・労働時間改善和歌山協議会座長、2025 年日本博

　覧会協会ユニバーサルデザイン検討会委員、日本交通学会評議員、橋本市生活交通ネットワーク協議会会長、岬町

　地域公共交通会議会長、みなべ町長期総合計画審議会会長、和歌山県大規模小売店舗立地審査会委員、和歌山県国

　土利用計画審議会会長職務代理者、和歌山県地域公共交通活性化協議会委員、和歌山市公共交通政策推進協議会会

　長、和歌山市地域公共交通会議会長、和歌山市 MaaS 協議会共同代表、和歌山徳島航路活性化協議会委員

＜近年の受託研究実績＞

　・四国新幹線の整備により和歌山県にもたらされる経済波及効果に関する調査（和歌山県）

　・位置情報ビッグデータを用いた和歌山県民の生活行動の実態把握と多角的分析－新型コロナウイルス（COVID-19）

　　とその対策の影響を中心に－（高等教育機関コンソーシアム和歌山）

　・和歌の浦観光遊覧船運航導入可能性調査業務（和歌山市）

　・天理市コミュニティバス等の経路の見直し等に関する調査及び分析（天理市）

　・天理市生活交通確保維持改善計画策定に関する調査及びコミュニティバス新規路線に関する調査（天理市）

　・太地町公共交通網再編・検討委託調査（太地町）

　・地域公共交通の概況実態調査及び自転車活用検討業務（和歌山市）

　・橋本市コミュニティバスに関する調査（橋本市）

　・豊中市内における公共交通利用状況調査（豊中市）　　ほか多数

研究者からのメッセージ
　地域との豊富な連携実績があります．詳しくは次のサイトをご覧ください．受託研究や共同研究，助言，講演等のお

申込みを歓迎致します．　http://www.wakayama-u.ac.jp/~ktjapanw/

研究分野　：　交通まちづくり，国際交通，都市・地域交通，観光交通

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 兼 大学院観光学研究科・教授・辻本勝久

持続可能な地域づくりと交通体系に関する研究
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研究の概要
　地域の経済の歴史・企業の経営の歴史を研究しています。

　歴史研究は、その地域やその企業の過去に起こったことを記録することのみならず、将来に向けての展望や従業員

教育などに役立ちます。産業遺産の保存は歴史の記録のみならず経済的価値を生み出す可能性もあります。さらに、

地域には多くの企業があります。企業経営者の伝記を後世に残すことは、その企業の回顧となるばかりか、将来の企

業家精神の育成に貢献するでしょう。

研究の特徴
　近現代の日本経済史・経営史を専攻しています。とくに、石炭産業の歴史、高等商業学校の歴史、企業家の歴史な

どの事例に基づいて、経済成長・人的資源・イノベーションのありかたを研究しています。とくに、中小・零細企業

の事業の記録を残すことは必要だと考えています。

   【このような課題に協力できます】

　 産業遺産の調査・報告

　 企業・団体などの歴史の調査

　 学校史の調査・作成

　 社史・団体史の作成

　 企業経営者の伝記の作成

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　山口県史の編さんに携わってきましたが、和歌山県との関わりは紀州経済史文化史研究所の活動を通して従事して

きました。

研究者からのメッセージ
　歴史を記録し、保存し、それを経済的価値に結び付ける方策を一緒に考えていきたいと思います。

研究分野　：　近現代日本経済史・経営史

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・長廣利崇

地域の経済史と企業の経営史：記録と保存、経済的価値の創出へ
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研究の概要
　都市ビジネスについて「関係性のビジネス」（関係をつくりながら価値をつくり出すビジネス）という視点から研

究しています。新型コロナ禍はそれ自体大きな問題で，人々の健康やビジネスなどに大きな被害をもたらしました。

しかし，その収束後，都市とくに地方都市がビジネスの場として大きく見直される可能性があると感じています。

　アフターコロナにおいては，テレワークの拡大に象徴されるように IT 化が大きく進んでいきます。規制緩和なども

進み，産業構造も大きく転換を迫られるかもしれません。その一方で，人々の関係のあり方も大きく見直され，ビジ

ネスのあり方も大きく変化すると思います。これまでの過度なグローバル化や大都市への集中が終焉し，地方都市が

ビジネスの場として復権する可能性がでてきたと考えています。アフターコロナの社会や地域の変化と，そこでの都

市ビジネスのデザインについて研究を進めています。

研究の特徴
　実践的な問題解決に基づいて研究を進めたいと考えています。ビジネスデザインのさまざまなモデル・プロセス・

手法などの中から対象問題に適したものを選択し，あるいは新しくモデルや手法をつくり出して，具体的なビジネス

をデザインすることで，研究を進めたいと考えています。最終的には関係性のビジネスについて方法論の提案や教育

メソッドの確立を目指しています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　2015 年ころから，和歌山市内のまちづくり会社と連携し，ゼミナールの学生などにも協力してもらって，市内の

フィールドワークや，まちづくり会社に対するビジネスの提案などを行っています。

研究者からのメッセージ
　現在はビジネスモデルのデザインについて研究していますが，それ以前は，社会システムや社会情報を，さらに以前

は都市計画を勉強してきました。これまでの知識や経験を活かして取り組みたいと考えています。

研究分野　：　ビジネスモデル，システムデザイン，都市ビジネス

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・牧野真也

アフターコロナの都市ビジネス
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研究の概要
　東アジア諸国の流通政策における日本商業政策の移転プロセスを明らかにすることに関心があります。

　本研究の独創的な点は、大きく2つにまとめることができます。第１点は、東アジアの流通政策の比較研究を通じて、

「事業継承」、「社会関係資本」、「空間」と流通政策の関係を明らかにし、日本の流通政策の特殊性を浮き彫りできる

ことであリます。第２に、商業・流通政策の研究において長年重要な研究領域でありながらも射程外であった「流通

政策」と「事業継承」、または「流通政策」と「社会関係資本」という現実の動向に理論的根拠を示すことであります。

研究の特徴
　本研究の特徴は東アジア諸国の流通政策の共通点や相違点に着眼した点であります。日本の流通政策は、１９８０

年台社会的有効性を重視し、２０００年台に入って調整政策は実質的にその姿を消しました。現在は地域コミュニティ

の担い手として、地域商業をどうサポートするかが流通政策の課題になっています。次に、韓国は調整政策の強化を

はかっていますが、社会的有効性への認識が乏しく地域コミュニティとしての商業集積の意義をさほど認めていない。

中国は韓国と同じく、経済的効率性が重んじています。

　ただし、今後韓国、中国は、日本がそうであったように、地域社会が疲弊すればするほど、地域商業のコミュニティ

機能は一層重視されていくことが予想できます。今後、東アジア諸国の流通政策を分析しながら、地域コミュニティ

の再生に「社会関係資本」がどのように機能するのかを明らかにしたいです。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　・和歌山市新商品によるチャレンジ企業認定についての助言

　・和歌山県中小企業振興支援補助金についての助言

　・和歌山市新商品によるチャレンジ企業認定についての助言

　・ぶらくり丁活性化・再生に関する助言

　・和歌山県大規模小売店舗立地法について助言

研究者からのメッセージ
　ビジネスの知が生まれる現場を重視し、相手に寄り添う姿勢を大事にしたいと思います。

研究分野　：　商業、マーケティング、事業継承

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・教授・柳到亨

流通政策と社会関係資本に関する実証研究
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研究の概要
　＜地域の価値を維持・向上する取り組みを提案し , 特色ある地域づくりを支援します＞

　“ グローバル化 ” と “ ローカル化 ” が進展する中 , 地域においてその価値を維持・向上させるための取り組みが必

要となっています .「国際競争力をつけるのにはどうすればよいのか？」「地域の魅力発信をどのようにすればよいの

か？」「地域のテーマカラー（色）やテーマソング（歌）は何だろう？」等の課題を国際基準に則って “ エリアマネ

ジメント ” という地域政策の一つの手段で解決へ導きます . エリアマネジメントとは , 一定のエリアを対象として , 地

域を「つくること」だけではなく「育てること」を目指す取り組みです . 行政のみによる活動ではなく , 多くの地域

住民・事業主・地権者等が互いに関わり合いながら主体的に進める活動を指します . 私と共に , 理論や実証分析 , 他地

域の事例等を通して経済的・社会的効果の高い具体的な取り組み内容を検討しましょう .

研究の特徴
　＜下記のような課題を解決します＞

　・まちづくりルール等を策定したい .

　・BID や TID 等の資金面の仕組みについて研究し , 地域への適用可能性を探りたい .

　・まちなみや景観へ効果のある活動を行いたい .

　・にぎわいや集客（買い物客 , 観光客等）へ効果のある活動を行いたい .

　・不動産へ効果のある活動を行いたい .

　・消費活動や雇用等の経済へ効果のある活動を行いたい .

　・防災・防犯・安全へ効果のある活動を行いたい .

　・地域住民の相互交流等へ効果のある活動を行いたい .

　・財政負担の軽減効果のある活動を行いたい .

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　和歌山県湯浅町を事例にした地方版エリアマネジメントの導入可能性の調査

（和歌山県湯浅町 , 株式会社アド電通大阪 , 中紀バス株式会社等 ,2018-19 年度）

　ヒトとカネからみる大阪版 BID の導入可能性

　（大阪府市町村振興協会おおさか市町村職員研修研究センター ,2021 年度住み続けたいまちづくり研究会

　　～エリアマネジメントを基軸として～）

研究者からのメッセージ
　上記以外にも行政・経済界・地域との豊富な連携実績があります . 地域の歴史・文化を再考しながら , 国内外におけ

る先進的な取り組みを支援できれば幸いです .

研究分野　：　地域政策，エリアマネジメント，都市創造

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・准教授・上野美咲

地域のブランド価値創造とエリアマネジメントの導入可能性の研究
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研究の概要
　働くということは、生活を支える基盤を作るための活動であると同時に、やりがいや生きがいなど人生に意義をも

たせるための活動です。その意味で労働は人が生きていくときに重要な意味をもつ活動となります。重要な意味を持

つ活動であるにも関わらず、現代の日本社会では、労働にさまざまなリスクが発生しています。ときには過労死・過

労自殺のように命にかかわるリスクまで生じてしまいます。

　労働社会における問題がなぜ起きるのか、どのように対応すればよいのか、を制度から考えるのが本研究の概要で

す。労働社会における問題に対応する制度はさまざまに存在します。雇用に関しては人事管理制度、社会的に発生す

る労働問題に関しては労働政策、労働問題から波及して起きる生活上の問題に関しては社会保障政策がそれぞれ存在

します。

本研究では、これらの諸制度を組み合わせて、問題の要因と対応策について考えていきます。

研究の特徴
　・雇用に関する問題の要因・対応について、人事管理制度の相互関連性を重視した制度分析を行う。

　・雇用・労働から派生する社会問題について、社会政策の観点から要因分析と対応策の検討を行う。

　・現代日本社会における社会問題を生活上の問題ととらえ、労働に関わる制度の観点から要因分析と対応策の検討 

　　を行う。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　連携した取り組みの例は過去にありませんが、中央官庁や地方自治体における雇用制度に関する検討の場 ( 委員会

や研究会など ) には多数参加の経験があります。

研究者からのメッセージ
　労働・雇用に関する問題は人生そのものに関わる問題です。問題解決のサポートができれば、研究者としてありがた

いことと考えています。

研究分野　：　労働問題研究、社会政策、歴史制度分析

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・准教授・岡田真理子

労働社会における問題を制度から考える
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研究の概要
　運動・食生活・病気・受診などの健康行動や健康状態の根本にある原因は経済状態の違いではないかという問題意

識を持っています。経済データと健康データを同時に分析することで、まだ認知されていないものの特定の人々に固

有となってしまっている健康問題がないのか探索し、あるとすればどのような介入でそれを解決できるか考えていま

す。損失に対して過敏に反応したり、手間の掛かることを先延ばしにするような人間の非合理的な行動を、小さな介

入でコントロールしようとする行動経済学の考え方を取り入れて研究しています。医療と経済に関係するトピックで

あれば幅広く研究しており、他大学の研究者と共同研究の形で進めているものも多くあります。

近年行ってきたのは以下のような研究です。

　(1)  医療費助成が１型糖尿病患者の治療方法選択にもたらす効果の測定。

　(2)  不況下での受診行動・医療費支出を分析。

　(3)  COVID-19 禍での Go To Travel キャンペーンが感染拡大をもたらしたかどうか測定。

研究の特徴
あくまで例ですが、以下のような課題に取り組むことができます。

　・患者行動・心理の調査

　・患者の行動変容のためのメッセージ・ポスター戦略の提案

　・レセプトデータ（診療報酬明細書データ）を用いた受診行動の分析

　・アフターコロナでの人々の行動変容をデータ分析

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　上述した研究の一つでは、患者団体の方と連携して患者へのアンケート調査を行い、そのデータを基に分析を行い

ました。また、レセプトデータ（診療報酬明細書データ）を用いた研究も行っています。

研究者からのメッセージ
　医療と経済に関係するトピックであれば幅広く研究していますので、「～のようなデータがある」「患者行動で～のよ

うな問題がある」という問題意識のみからでも、ご連絡頂けると幸甚です。

研究分野　：　医療経済学，ミクロ経済学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・准教授・田村正興

医療・健康行動のデータ分析と健康行動変容のための介入
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研究の概要
　「地域での “ ものづくり ” の将来を考えるためのお手伝いをします！」

　景気の停滞，円高，メーカー工場の縮小・閉鎖・海外移転…，日々新聞を賑わせる情報は，地域でものづくりを支

える皆さんに頭痛の種，場合によっては存亡の危機をもたらすものばかりです．その一方で，先進地とされるいくつ

かの地域では，独自の取り組みを通じて粘り強く地域でのものづくりを続けています．当然ながら，各地の事情は異

なっているわけですから，そのまま余所の真似をしたって意味はありません．それぞれの事情に適した（応じた）取

り組みが必要です．そのためにも，自分たちの地域には何があるのか，自分たちは何ができるのか，どんな強みがあ

るのかを知ることが大事です．自分たちの，自分たちの地域の “ ものづくり ” を足下から再発見してみませんか？

研究の特徴
　まず自分たちの特徴を洗い出す作業からしていきましょう．自分たちはどんな企業・地域なのか，中にいると存外

気づかないものです．履歴書か自己紹介状のようなものを作り，参加者の間で情報を共有していきましょう．その中

から，他者に真似できないこと，応用が利く分野など自分たちの強みを探しつつ，連携を深めていきます．必要に応

じて他地域の企業・取り組みを見学したり，学内外の専門家にも応援を依頼して話題を提供してもらいます．そういっ

た取り組みが外部資金獲得や製品開発などへもつながるかもしれませんし，参考となる他地域の成功事例も自ずと

絞っていくことになるでしょう．いずれにしても，域内連携やネットワーク化などそれらを足がかりとして，自分た

ちオリジナルのものづくり振興・地域産業おこしをしていきましょう．

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　海南市，岸和田市や南相馬市（旧原町市）など，いくつかの自治体で産業振興政策立案のための事業所・企業調査

に携わってきました．また，純粋に産業調査や自治体史作成のお手伝いも岡谷市・諏訪市や須坂市でしてきました．

そのようなご要望もお手伝い可能です．

研究者からのメッセージ
　ローカルな地域からの調査・活動を通じて，より広い問題・政策課題へと

アプローチしていきます．地元の皆さんのお手伝いをしていくことができれ

ばと考えています．

研究分野　：　地域産業論，経済地理学，人文地理学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・准教授・藤田和史

“ ものづくり ” 振興のための基礎資料作りと地域産業おこし
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研究の概要
　現代において、戦略的研究開発投資の重要性が広く認識されています。研究開発投資における希少資源の有効活用

が戦略遂行上ますます重要な課題となっているためです。

　一方で，研究開発投資は長期にわたるため，成果が短期的には見えづらく，不確実です。さらに研究開発を行う専

門職の方々は，自分が専門的に取り組んできた分野の研究開発が組織の意思決定によって切り捨てられるとなるとや

る気をなくしたり，反発したり，時には離職したりすることもあります。

　本研究では，専門職の方々のやる気を削いだり抵抗する行動を招いたりといったコンフリクトを起こすことを最小

限に抑えつつ，採算性の取れる研究開発の評価方法を含め，長期的な意思決定を成功に導くことを目的としています。

研究の特徴
　現代では，長期的な意思決定案件であっても事前の適切な評価方法の構築と，それがうまくいっているのかという

要所要所でのチェック体制が必要とされています。一方，そのような長期的な意思決定を実行するために要求される

知識や技術水準などは非常に高度化し，専門的な人材の戦略的活用が不可欠になっていると言われます。そのための

理論はすでに経営学の中にあります。

　限りある経営資源をいかにして活用し，意思決定案件を戦略的に成功に導くかを解決するガイドになれればと考え

ています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　日本公認会計士協会・医療組織など専門職組織と共同で専門職の意識調査を行った例があり，やはり専門職のモチ

ベーション維持には課題がありました。その点を踏まえ組織の意思決定の評価方法を模索中です。

研究者からのメッセージ
　地域・社会の発展のためにはイノベーションが不可欠です。しかし立ちはだかるハードルは高いです。そのハードル

を飛び越えるお手伝いができれば，と考えています。

研究分野　：　管理会計論，専門職のマネジメント

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・准教授・藤原靖也

研究開発投資の戦略的評価・選別と専門職のモチベーションの維持
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研究の概要
　日本は労働者人口が激減することが予測される今、雇用側が中長期的な視点で若者の職場定着を真剣に見直すとき

にきていると考えています。大卒初期キャリアの早期離職は、雇用する側にとって大きなマイナスでもあります。

　大卒初期キャリアのアンケート調査と実際の早期離職者インタビューに基づき、学生時代の就職活動時の活動量・

満足度と入社前の RJP、入社後のリアリティ・ショックに着目し、現況を把握し課題を整理。特に採用手法が異なる

といわれている文系／理系の軸、女性活躍推進法（2025 年度までの時限立法）が施行されて 9 年目を迎え、ジェンダー

平等が推進されている現在において、男性／女性の性差軸で早期離職行動に違いがあるのかどうかについても検証し

ています。また、近年「採用革新」がみられるといわれており、特に新卒の採用手法として、人材紹介やオファー・

スカウト型といわれるものが注目されています。入社エントリー別（従来型、人材紹介型、オファー・スカウト型）、

コロナ禍前後入社別で早期離職行動に違いがあるのかどうかについても研究を行っています。

研究の特徴
　例年 350 件程度、現役生・卒業生からのキャリア相談を受けます。毎年多くの学生を教育・支援し、送り出す立場

ではありますが、必ず起こるのが就職先のミスマッチです。このミスマッチを極力なくすにはどうすればいいか、に

いつも頭を悩ませています。学生が就職活動にどのように取り組めばいいか、学生から社会人への移行期、そして社

会人になってからの組織社会化の中でどのようにすれば「職場定着」に繋がるのか、といった研究をしています。こ

の研究の中で、雇用される側，雇用する側双方の視点から大卒初期キャリアの早期離職を極力少なくするにはどうす

ればいいかを明らかにしたいと考えています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　・和歌山県内大学卒業生等の就職先や県内企業の需要に関する調査研究（和歌山県より受託、2021-2023 年度）

和歌山大学の学生を対象とした就活に関するヒアリング調査報告書 

    和歌山県内企業を対象とした新卒採用に関するアンケート調査報告書

　・大学と和歌山県内人事・採用担当者でつくる人材の育成と定着の研究会（和歌山県との共催、2023 年度）

　  採用力アップセミナー

　・女性リーダー養成講座（和歌山県、2014-2023 年度）

　・女性対象キャリア研修（太洋工業、2015 年度、紀陽銀行、2016 年度・白浜町、2019 年度・地方検察庁、2021 年度）

　・子育て家族対象ライフキャリア研修（和歌山市、2015 年度）

　・大学生対象キャリア形成講座（奈良県、2017-2018,2022 年度）

　・大学生保護者対象就職活動支援講座（和歌山県・和歌山市　2020-2021,2023 年度）

　・臨床研修医対象キャリア研修（南奈良総合医療センター　2021-2023 年度）

研究者からのメッセージ
　インターンシップや産学連携キャリア教育コーディネートを行っています。採用コンサルティングの業務経験があり、

新卒採用戦略についても相談もお受けしています。キャリアコンサルタント、CDA、でもあります。

研究分野　：　職場定着，大卒初期キャリア，新卒採用

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学経済学部 経済学科・准教授・本庄麻美子

学生の就職活動、大卒初期キャリアに関する研究
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研究の概要
　自然循環系に配慮した維持可能な社会の実現を目指して，その基盤となる環境・資源・文化ともに豊かな森林を保全・

創造し，未来へと引き継ぐために必要な社会経済システムについて以下のような視点から研究を行っています。

　　1. 地域森林管理における多様なパートナーシップの形成に関する研究

　　2. 地域資源を総合的に活用したツーリズムに関する研究

こんな課題解決のために
　農林業の営みを通じた森づくりが難しくなった今日においては，農山村地域の自治体や住民，林業関係者だけでな

く，下流域で恩恵を受けている都市域の自治体や市民，企業などの幅広い連携によるサポートが問題解決の重要な鍵

となっています。しかし，連携の「絵」を書くことはすぐに出来ても，それを実質的に「協働」の軌道に乗せるため

には様々な工夫や仕組み，仕掛けが必要です。中でも，地域（住民）の側の主体性や各主体をうまく導くコーディネ

イト力をいかに発揮させるかがポイントとなります。様々な事例に学びつつ，各地域が主体的に取り組んでいけるよ

うなきっかけになる研究ができればと思います。

　また，健全で豊かな森林を将来に亘って維持するためには，森づくりの拠点である農山村地域の再生が不可欠です。

その土地ならではの自然の恵みを最大限に活用したツーリズムの発展は，地域再生への大きな力になると考えていま

す。現在でも各地域において様々な取り組みがなされていますが，それらをいかに他の地場産業の振興やひとづくり，

まちづくりにつなげていくかという総合的なビジョンが重要です。研究を通じて地域の過去を振り返り，現在を客観

的に評価することは，地域のビジョンづくりに役立つと思います。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　・和歌山県「企業の森」経済波及効果に関する調査研究（2016 年度 和歌山県受託研究）

　　2002 年から、和歌山県が全国に先駆けて取り組んできた「企業の森」事業について、今後の発展方向を検討す

　　るために、事業推進の実態把握と経済波及効果の推計を行い、経済効果と社会的効果の両面から事業効果を検証

　　するとともに、今後の課題を提言しました。

研究者からのメッセージ
　地域再生に効く特効薬は持ち合わせていませんが，今後の研究を通じて，地域の皆さんがふるさとの未来を考える

きっかけを得られるように，お手伝いできればと考えています。

豊かな森林を育む社会経済システムの研究

研究分野　：　森林政策論，森林経済学，観光学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・大浦由美

Seeds Index_8001
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研究の概要
　自然界とのつながり感は今日、近代化、技術化、またグローバル化に伴いうすれつつありますが、同時に環境への

配慮は産業活動だけでなく、あらゆる人間活動において意識、要求されつつあります。

このつながり感は実は「配慮」という倫理、責任、尊重意識の根底にあるもので、それは、また音やにおいなど感覚

レベルでの認識するものでもあります。地域の特色としては建築文化財、美術品などの文化財などは取り上げられま

すが、自然と共生してきた（している）人々の生き方、精神性、感覚的知識や判断力などは「無形」であるがために

その価値が理解されにくいものです。が、そのような精神性こそが「持続性」の基本であり、環境保全の根本的要素

であるといえます。特に自然資源利用（漁業、林業など）においては、古来からの持続的利用の事例は多く、それが

消えつつあるのも事実です。そのような文化遺産にある人間の精神性を「無形文化」として捉え、さらにそれを音、

映像など美しいもので表現することにより、文化理解を深め、地域の特徴を強調していくことを目指します。

こんな課題解決のために
　地域の活性化、自然環境と文化遺産の保護を地域活動として、クリエイティブな視点をもってデザインする。例え

ば以前日本の環境省が行ったような「音風景、かおり風景」（後世に残したい大切な音や香りがある風景）」の一般募

集などは、地域の大切な特色（自然とそれに関する産業やレクレーション活動）を見直し、それを保全していく手立

てを地域住民が考えるというクリエイティブなアプローチです。また、環境保護を共通課題とした文化交流は、孤立

しがちな地方のコミュニティーを環境保護を通してつなげることにより情報交換、相互支援を図り、さらには共同プ

ロジェクトの計画にもつながっていきます。（http://www.bunkanken.com/journal/article.php?id=288）このように

共通の目的意識を持った文化交流は効果大だといえます。異なった文化の提携は互いのよさを認め、新しい視点を得

ることで更に新しいエネルギーへとつながっていきます。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
A オーストラリア、クイーンズランド州政府提携事業

　１）「サウンドガーデン」（州都ブリスベン市内中央公園に「リスニングスペース」

　心と体の癒し空間作り、２）「150 の大切な音」（州独立 150 周年記念事業とし

　て、州市民が選ぶ大切な音とその音源である自然、文化遺産の保護。市民が価

　値を見出す地域の特色とは何か、それを介してのつながり感を探る。選ばれた

　音は、市民ホットラインの電話音や横断音として利用される予定。

B オーストラリア、タスマニア州政府提携事業

　１）アートフェスティバル「環境アートデイ」（地域市民による音風景つくり）、

　２）こだまの森プロジェクト (www.bluetier.org/harp)

C 三重県鳥羽市菅島町「海女文化」調査　

　海女の磯笛の音風景を人間と環境のつながりの音ととらえ録音、フィールド調査。結果はオーストラリア国営放送

　ABC ラジオのドキュメンタリーとその CD（http://www.abc.net.au/rn/radioeye/stories/2007/1957039.htm）

研究者からのメッセージ
　環境保護は地域のよさが地域の人々によって大切にされることです。また、自然だけでなく文化、伝統そして人々

の精神性を守ることも「持続性」の一つの大切なカギです。研究を通して地域の魅力発見に貢献できれば幸いです。

環境精神、倫理という無形文化遺産
Seeds Index_8003

研究分野　：　環境と文化

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・加藤久美
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研究の概要
国をあげた観光政策の推進を背景に、観光業界のみならず通信、広告、運輸など多くの業界においても、「観光」

は最も重要なキーワードの一つとなっている。ただ、この観光の盛り上がりの背景を観光業の振興を企図したものと

考えるのは間違いである。今後の日本社会のあり方を考えた時に、かつての過度な一極集中、人口減少時代に衰退し

続ける地方における持続可能性の確保のために交流人口の確保が急務とされ、そのための観光という位置付けが重要

である。この本筋を踏まえた上での観光業の振興が必要であり、これは世界がめざす SDGs の考え方と連動している。

ところがこの観光振興のために強力なツールとして考えられる観光映像にはまだまだ問題が多い。SDGs の考え方は

浸透せず、短期的な効果を求める、いわゆる “ おもしろ観光映像 ” が生まれ続けている。木川はこの状況に危機感を

持ち、UNWTO 認定観光映像祭グループ cifft への加入を目指す日本国際観光映像祭を立ち上げ、5G 時代における、こ

れからの観光映像のあり方を研究している。

研究の特徴
　木川は、都市計画の研究者であり、多くの DMO を含めた自治体の観光戦略の委員をつとめ、短編映画が中心では

あるが受賞歴もある映画監督であり、映画祭、そして観光映像祭を主催している。

そのため、実際の自治体が描く観光戦略に基づ

いた観光映像の企画を研究者と実務家の二つの

視点から立てることができる。特にこの中でも

観光映像については、日本初の国際観光映像祭

を立ち上げ、そのディレクターをつとめ、さら

には提携する海外の国際観光映像祭でも審査員

をつとめている。そのため、世界最高峰かつ最

前線の観光映像に詳しい。そのため、現在のと

ころ、ニッチな分野である観光映像では第一人

者に近い状況である。この経験を用いて観光映

像のあり方の研究を行っているところに特徴が

ある。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　日本国際観光映像祭を行うために、DMO を含めた観光団体、企業と勉強会を重ねてきた。また、映像祭では共催

企業の協力を得て開催してきた。また、現在、一般企業と地方行政団体の観光映像を企画中である。

研究者からのメッセージ
　観光映像を作ろうとする自治体や観光協会、映像制作者と、本当に地方のためとなる観光映像製作を一緒に行いた

いです。よろしくお願いします。

研究分野　：　観光映像，地域再生，観光経営

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・木川剛志

「Society5.0 for SDGs」実現に向けた次世代型観光映像の研究
Seeds Index_8027

第一回日本国際観光映像祭
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研究の概要
　観光には様々なシーンでデザインが関わっています。観光の情報を発信する様々なデザイン（観光広告・広報、サ

イン、インターネット）や、地域の伝統工芸や地場産業のデザイン（プロダクトデザイン）、観光地としての建築や街、

そして景観にいたる空間のデザイン等。そして地域のアイデンティティや観光としてのプライオリティを確立させる

ためのブランディングも観光に関わるデザインの重要なテーマとなります。これら観光に関わる様々なデザインに対

して適切な表現やシステムを求めて、実践的なアプローチで研究を進めていきます。

こんな課題解決のために
　具体的には以下のようなアプローチが考えられます。

１）観光地や地域のアイデンティティを明確に示すブランドデザイン
　（CI 事業、シンボルマーク、地域ブランド商標等）　

２）ブランディングに基づいた観光情報発信としてのグラフィックデザイン
　（ポスター、パンフレット、インターネット、ノベルティ、パッケージ）　

３）景観や地域性にマッチングしたサインデザイン

　　（観光サイン、防災サイン、マップ）

４）地域のシーズを活かしたお土産物・プロダクトデザイン
（伝統工芸、地場産業における商品開発、プロモーション、プレゼンテーション）

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
 ・  シンボルマーク審査、監修
　 （日高川町章、紀の川市章、海南市章、泉南市「花笑み・せんなん」ブランド事業等）

 ・  観光広告・広報コンペ審査
 　（和歌山県観光ポスター、和歌山県総合情報誌制作、
　   紀の国わかやま国体広報及び PR キャラクター「きいちゃん」審査）

 ・  観光ブランディングと情報発信
　 （丹生都比売神社ポスター、竹燈夜ポスター等）

 ・  地場産業との共同研究
 　（お土産物、漆器、家庭用品、ニット、ボタン、建具等）

研究者からのメッセージ
　色やかたちといったビジュアルだけではなく、シーズとニーズを結びつけるマーケティングや企画を含めてトータ

ルでデザインを考えます。

観光における様々なデザイン

研究分野　：　観光デザイン

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・北村元成

Seeds Index_8006
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研究の概要
　観光地を訪れる観光客・来訪者は、はたして、その観光地に何を求めているのでしょうか。現在、日本人は 1 人あ

たり 1.54 回にも及ぶ国内宿泊観光旅行を行なっていると推定されています（2007 年度）。また、海外から訪日する

外国人旅行者の姿も、随分目立つようになってきました。その彼らが旅行に出かけたいと感じ、また特定の目的地を

目指して旅行に出かけていく。彼らの背後にある動機は、心理学的には発動要因と誘因要因という 2 つに分けて考え

ることができます。そうした動機もしくは評価基準のなりたちが、研究の中心テーマです。

こんな課題解決のために
　いま観光地として賑わっているところでも、そのなりたちを見ていくと、仕掛けづくりや話題づくりという側面に

おいて、さまざまな興味深いエピソードが隠れていたりするものです。裏を返せば、眠っていたものを掘りおこしたり、

本来そこになかったはずのものまで取り込んだりして、観光地のイメージや魅力をアピールしているケースが多いの

です。いささか乱暴な表現になりますが、生まれもっての観光地などないのです。

　いわゆる観光地でなかったとしても、観光資源となりうるものはたくさん隠されています。単独でインパクトが足

りなければ、ネットワークを考えてみることも重要かもしれません。もっとも重要な問題は、訪れてくれた人が心底

から満足してくれるかどうかです。そのために必要となるのが、来訪者の立場から、彼らが何を望んでいるかという

ことを考え、それを実現につなげていくことです。顧客志向をスローガンとして掲げるだけであれば誰にでもできま

すが、その実現はいたって難しいものです。そうした問題をともに解決していきたいと考えています。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　・自治体の観光振興プラン策定についての助言

　・自治体の地域ブランド形成についての助言

　・食品業界団体の安全性情報についての理解促進事業

研究者からのメッセージ
　実務面における必要性と、研究者のモチベーションである好奇心とが相互作用できることを目指しています

顧客志向の観光経営

研究分野　：　消費者心理学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・佐々木 壮太郎

Seeds Index_8007
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体験型海洋観光の普及および教育効果と沿岸観光マネジメント

研究分野　：　人的資源管理、人的資源開発、海洋観光

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・竹林　明

Seeds Index_8011

研究の概要
　海洋立国を標榜する日本ではあるが観光の視点からみるとその実態は他の海洋立国に比べて遅れていると言われて

いる。大型客船誘致等には着目しているものの、他の海洋立国で見られる体験型や教育型アクティビティへの関心は

高くない。海洋アクティビティを核とした海洋観光 ( マリンツーリズム ) は単なるレジャーの要素だけでなく、自然

環境への対応 ( リスクマネジメントやクライシスマネジメント ) スキルの向上、また非認知能力の向上やチームビル

ディングスキル、リーダーシップといった教育的効果が期待される。むしろ、そうした効果を狙ったプログラムが海

外では盛んに実施されている。

　現在は、帆船や沿岸アクティビティを活用した体験型海洋観光を通じて海洋観光・海洋 ( 冒険 ) 教育・海洋環境の

各側面においてどのような効果がみられるかを測定している。

研究の特徴
　海洋アクティビティを通じて、海洋環境・帆船航海体験を核とした教育 ( チームビルディング力の涵養、リーダーシッ

プ・フォロワーシップ教育 )・海洋観光プログラム開発を三位一体として捉えた研究を実施しています。

　これまでのところ、効果としては、

①非認知能力の向上、②メタ認知能力の向上、③環境への関心の高まり、④リラックス効果　が測定されています。

　これを踏まえて以下の様な課題に取り組むことができます。

　　1. 体験航海を通じた人材育成プログラムの開発と実施

　( 認知能力向上、チームワーク形成など )

　　2. 沿岸部を活用したアクティビティプログラム開発

　　3. 海洋施設のマネジメント

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　・帆船 BLUE OCEAN みらいへと連携したプログラム開発と実施、効果測定

　・和歌山マリーナ運営コンソーシアムによるアクティビティプログラム開発への参画

研究者からのメッセージ
　海外では体験型海洋観光への参加者は多く、その経済効果も小さくありません。海洋イベント・競技等での広告効

果や集客効果も日本の数倍になります。それは観衆自身に活動経験がありその効果を認知しているからです。
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研究の概要
　観光の運営がうまくいくかどうかには、戦略的思考をもつことが重要だと考えられています。戦略的思考とは、環

境の変化やそれへの適応を前提として、獲得するべき目標を冷静に分析し、それに向かう適切な活動を確定すること

を考えることで、経営体が成功するのかあるいは失敗するのかに多大な影響を与えるものとされています。

　しかし、戦略はただ単に環境の変化に応じて決めればいい、というものではありません。特に観光に関する事業は、

多くの場合人的サービスが中心になるわけですから、実際にサービスを提供する人々が当該経営体の戦略を十分に理

解しておく必要があるでしょうし、また、地域全体の観光の運営の場合には、まったく異なった利害を持つ集団（企

業や組織など）をまとめあげた上で戦略を策定する必要があります。つまり、そこに関わる人々（組織）をいかにし

て経営体（地域）あるいは経営体（地域）の戦略にひきつけるのか、ということが戦略策定・実行における重要な課

題となります。

こんな課題解決のために
　観光を通じた地域の発展を考える場合、それによる恩恵に預かるのも、それによる害悪を受けてしまうのも、結局

は地域全体（地域の人々・組織）ですので、その地域の観光戦略は地域の人々によって策定されるべきだと考えてい

ます。その際に、観光戦略（観光地戦略）に関する理論を紹介することによって、地域全体の向かうべき方向を決め

ることのお手伝いができるかもしれません。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　観光庁「観光地域づくり人材育成ガイドライン検討会」委員

　幕別町「地域活性化事業」など

研究者からのメッセージ
　観光は、それがうまくいくかどうかは観光資源の有無や、観光資源の集客力によって決まるというように受け身的

に理解されることが多いのですが、どのような観光地にしたいのか、観光によってどんな形に地域を発展させたいの

か、といったことは本来的には地域が主体となって決定するもののはずです。

観光戦略における利害調整プロセスの研究

研究分野　：　観光戦略論

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・竹林浩志

Seeds Index_8012
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研究の概要
　企業経営の多様性について「ヒト」の側面から検討することに関心を持っており、最近は「人類学」的な手法でそ

の違いを解明することに取り組んでいます。世の中に存在するあらゆる組織体は、ほぼ例外なく、異なるものの見方、

考え方、行動の仕方をし、多様な目的を持った人たちを「共通目的」を設定して束ねることで事業を行っています。

したがって、組織体にはさまざまな個性が発生します。この個性を「ヒト」のレベルまでさかのぼって観察すること

が最大の研究テーマです。

　こうした関心から観光現象を検討すると、大きく 2 つの個性が見えてきます。1 つは、観光にかかわるさまざまな

経営体とそこで働く人々の個性であり、いま１つは観光者の個性です。こうした個性がどのような理由からもたらさ

れるのか、また個性が絡み合うことでどのような現象がもたらされるのかについて研究をすすめ、その成果をフィー

ドバックすることで、「よき観光」のあり方を検討していきたいと考えています。

こんな課題解決のために
　観光産業はサービス業のひとつであり、ヒトがヒトに対してサービスを行う部分が大きい以上、誤解、勘違い、行

き違い、習慣の違いなど、コミュニケーション・ギャップがもたらすトラブルは必然であり、不可避です。特に、外

国人旅行者を受け入れる場合にはこうした傾向がより顕著になります。しかし、インバウンドによる外国人観光客の

誘致は、少子高齢化による人口減少が始まりつつある日本の観光産業の生き残りにおいては至上命題と言っても決し

て過言ではありません。こうした状況にかんがみ、人類学的視点から、外国人旅行者の行動特性と、旅行ニーズにつ

いて分析することで、解決策を検討します。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　前任地（徳島）において、「海外投資」、「まちづくり」、「環境管理」、「地場産業」、「行財政改革」、「MOT セミナー」

など、幅広い分野で産官学連携に携わってきました。和歌山におきましても微力ではありますが、何らかのお役に立

てればと考えています。

研究者からのメッセージ
　さまざまなタイプの人間のさまざまな行動に強い関心を持っています。ぜひ、機会があれば日本における外国人旅

行者の行動パターンをじっくりと調査したいと考えています。同じ関心を共有する方々との共同研究を希望いたして

おります。

観光現象に関する人類学的研究

研究分野　：　比較経営論・観光行動論

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・出口竜也

Seeds Index_8014
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研究の概要
　（１）移民研究

　　　  移民の歴史を記録し次世代へ継承する取り組みを行っています。移民研究は、異文化への適応やことばの継

　　　  承の問題、また労働のために近年来日している日系の人々をはじめとする多様な文化背景を持つ人々との共  

　　　  生という課題が深く関わっています。百数十年も前に労働を目的として、ことばも文化も異なる国へと海を   

　　　   渡った人々から、現在に生きる私たちも、さまざまな学びを得ることができます。

　（２）   英語教育（３）観光と異文化間コミュニケーションの研究

　　　  児童の外国語活動における効果的な指導法や指導者研修について研究してきました。外国語を身につけるこ

　　　   とは、言語のスキルを高めることだけでは充分ではありません。国際理解の視点も不可欠です。

　　　  また観光においても、ツールとしての言語のスキルと、異なる文化背景を有する人々と円滑に交流を図るた

　　　   めに異文化間コミュニケーションに関する学びが必要とされます。

　　以上、すべての研究はグローバルに移動する人々に関わる諸課題の研究といえます。

研究の特徴
　（１）主として和歌山県の移民について研究。本県の歴史の一端を継承する試みとして和歌山大学・紀州経済史文

　　　  化史研究所主催による展示によってその成果を発信してきました。

　（２）2020 年、小学校高学年で、外国語（英語）が教科化されました。国際理解の視点を取り入れた指導者研修プ

　　　  ログラムの開発に取り組んでいます。

　（３）  訪日観光客の受け入れに際し、文化背景の異なる人々との間で生じる課題について、異文化間コミュニケー

　　　  ションの観点から考えています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
◇移民・移住の歴史に関する講演や展示。「わかやま移民の勉強会」を主催。

　◇小学校外国語教育における指導助言、指導者研修プログラムの開発と実施。小学校英語教育の勉強会を実施。

　◇観光における異文化間コミュニケーションに関する講演。

研究者からのメッセージ
研究分野を活かして連携できることがあれば、共に考え、取り組んでいきたいと思います。

研究分野　：　移民・移住に関する研究，小学校英語教育，観光における異文化間コミュニケーション

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・東　悦子

グローバルに移動する人々　― 文化の交流・ことばの教育・相互理解 ―
Seeds Index_8017
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研究の概要
　私たちの生活のなかで観光という活動がもつ意味を労働との関係において捉える研究を行っています。観光は国力

向上や衰退する地方経済を活性化する手段として大きな期待を集めているため、観光をする人への期待はどれだけ「消

費」をしてくれるかに偏りがちです。しかし観光は人間の自己成長や他者理解に大きな影響を与える活動であり、そ

れは現代社会においては生活全般や生き方の選択にもつながりうるものです。そうした観点から観光という活動を捉

えなおし、健全な社会の発展に資する観光のあり方を探ります。

　また、そうした観光の発展に相応しい地域空間づくりも研究課題です。観光活動とともに人びとの日々の生活が営

まれる場としての空間を安全・安心で快適かつ魅力あるものとするために、居住者をはじめ関係者がつくり、利用し、

楽しむ仕組みや政策を研究しています。

こんな課題解決のために
　余暇・観光は人間の主体的、かつ自由な活動です。余暇・観光はこれまで大きな発展を遂げてきましたが、他方で

その健全な発展を阻害する要因や解決すべき課題は多く残されています。たとえば、観光は裕福な層がよりその恩恵

に与る傾向があることや、観光を通じて先進国が発展途上国の諸資源を搾取するといった不平等・不公正が存在しま

す。自分の自由を実現するための基本条件として、他者の自由を阻害しないことが不可欠であるという観点に立てば、

観光が孕む不平等や不公正にもっと敏感でなければなりません。日本にも多くの不平等や格差、不公正が存在してい

ます。生活や観光を通して、こうした諸問題を捉え、解決に取り組むことが、より平和で豊かな世界の実現にむけた

一歩となることを目指しています。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　・観光資源発掘と観光マップの作成および助言

　・民泊実態調査・空き家調査

　・和歌山の地域資源発掘とその発信プロジェクト

　・余暇空間・緑地管理に対する助言・提言

　・都市開発・都市空間管理に対する助言

研究者からのメッセージ
　Tourism for all．

　すべての人が幸せになる観光を目指して、何ができるか考えていきます。

余暇・観光の健全な発展と魅力的な地域生活空間の創出

研究分野　：　都市居住政策，都市計画，観光学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・堀田祐三子

Seeds Index_8020
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研究の概要
　財務・顧客・業務プロセス・学習と成長の４つの視点から成る「バランスト・スコアカード」(Balanced Scorecard: 

BSC) や「戦略マップ」（BSC 等という）は、経営管理サイクル (PDCA) を円滑化する有用な経営支援ツールです。具

体的には、BSC 等の考え方の共有により、事業計画策定や業績評価（振り返り、モニタリング）のプロセスが、建設

的な議論の機会となります。また、適用範囲は、営利企業のみならず、幅広いです。４つの視点には、長期と短期の

バランス、組織の受容能力と仕組み構築との関係性が含まれます。また、地域や住民の視点など新たな視点を加える

ことも可能です。そのため、社会的課題をビジネスで解決するソーシャルビジネスや官民連携による公的なビジネス

の場面では、多様な関係者の利害を俯瞰し、可視化することにより、より明確な見通しを提供できるため、より有用

であると考えています。

研究の特徴
　博士学位論文では、BSC 等の考え方を、指定管理者制度における事業者選定とモニタリングに適用する事例を研究

しました。管理会計の用語では、意思決定と業績評価というプロセスになります。このプロセスを、成功要因や重要

評価指標 (KPI) を含めた整合的な仕組みとしてデザインした上で制度を運用することにより、継続的な取り組みとす

ることができます。主に、パークマネジメントを対象に研究していましたが、最近では、持続的な地域づくりの仕組

みを体系的に検討する場面や地域資源や素材をサステナビリティの観点から観光資源に再構成する場面でも有用であ

ることを明らかにするためのアクションリサーチを方法として研究を進めています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　①事業者選定とモニタリングの整合性を基礎とする指定管理者制度の設計支援

　②公園管理運営士による管理運営業務の自己点検に関わる研修

　③観光関連組織・団体の連携を促進するための経営支援ツールの検討　など

研究者からのメッセージ
　アクションリサーチは，研究者が実務に寄り添いつつも，客観的に議論を進め，理論的な整理など協働して課題解

決するなかから新たな実務を発見する方法です。実務者目線と研究者目線の融合を目指しましょう。

研究分野　：　管理会計，地域・観光経営，パークマネジメント

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・教授・八島雄士

バランスト・スコアカードに基づく円滑な経営管理の実現
Seeds Index_8025
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研究の概要
仮想のツーリスト・コミュニティは、観光地やホテルなどに関する意見交流の場として、10 年以上前から多くの

観光客に利用されていますが、ソーシャルメディアの発展によって、観光客の旅行に関する写真やビデオの共有、旅

行経験の書き込み、観光地やホテルなどに対する評価やランキングを行う行動は一般化され、雑誌や旅行代理店など

から、旅行に関する情報を受動的かつ一方的に受けるツーリズム 1.0 の時代から、旅行関連の情報を主動的かつ双方

的に交流できる 2.0 時代に移行させました。

　しかし、ツーリズム 2.0 における観光客の購買意思決定プロセスに関する不明確さ、日本の観光業界におけるソー

シャルメディア・マーケティング活動の遅れとその効果に関する測定指標の未開発、及びソーシャルメディアによる

インバウンド戦略の効果の不十分さという 3 つの問題点を解決することは、最近の研究の主要なテーマです。

研究の特徴
当研究期間中に明らかにしようとすることは、第 1 に、観光客の旅行代理店とソーシャルメディアによる購買意思

決定プロセスを比較することにより、ソーシャルメディアが観光客の購買意思プロセスのすべてのステージにいかな

る影響を及ぼすか；第 2 に、企業や DMO などソーシャルメディアをマーケティング・コミュニケーション手段とし

て利用し、観光客の心理と行動に影響を与え、自社、或いはデスティネーションに対し好意を形成させることにより

利益を上げるという好循環を生むビジネス・モデルをいかに構築し、その効果をいかに測定するか；第 3 に、風評被

害があるデスティネーションや中小都市に対する知覚リスクを明らかにして、ソーシャルメディアが観光客の購買意

思決定プロセスに与える影響を明確にした上、それらの知覚リスクを減少させるインバウンド戦略をいかに立案・実

行するかという 3 点です。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
・大阪府阪南市　　　観光振興戦略ビジョン策定についての助言

　・大阪府阪南市　　　日台交流プラットフォームについての助言

　・和歌山県和歌山市　史跡和歌山城二の丸西部及び西の丸整備についての助言

研究者からのメッセージ
日本では、欧米の先進国に比べ、観光業界においてソーシャルメディア・マーケティング戦略を本格的に行う企業

はまだ多くないので、ソーシャルメディアの利用者数が急激に増え続ける中にあって、本研究の成果は市場における

価値創造、及び地域再生など、社会的に認められる価値を生み出すことに貢献できればと思います。

研究分野　：　ツーリズム・マーケティング / ツーリズム・マネジメント

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・准教授 ・佐野楓

ツーリズム 2.0 時代におけるソーシャルメディア・マーケティングの競争優位に関する実証研究
Seeds Index_8028
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研究分野　：　都市デザイン , まちづくり，歴史的環境保全

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・准教授・永瀬節治

Seeds Index_8029

研究の概要
都市や集落の歴史的文脈と現代の社会環境を捉えながら、公共・民間の空間資産、生活文化、産業・生業、それら

が織りなす景観など、多様な地域資源の保全・活用によるまちづくりの実践手法を考究しています。具体的には、①

土地の記憶・地域形成にまつわるストーリーの掘り起こしと共有化、②地域資源の保全を図りながら、日常生活およ

び観光・交流に活用するための手法、③生活者・市民が主体となった地域の実践的活動を持続的なまちづくりに結び

つけるための組織体制・制度・マネジメントのあり方について、調査研究を行なっています。

これまでに、和歌山市駅周辺をはじめとする和歌山市中心市街地、歴史的漁村集落の形態と文化を受け継ぐ和歌山市

雑賀崎地区、津波防災にまつわる歴史的環境を有する和歌山県広川町、世界遺産に登録された合掌造り集落を擁する

富山県南砺市五箇山地域、歴史的市街地や水郷、城跡など多彩な歴史文化が積層する滋賀県近江八幡市などをフィー

ルドに、地域の関係主体との連携による研究および実践的活動に取り組んでいます。

研究の特徴
当研究室では、都市の市街地から集落までを視野に入れて活動していますが、常に念頭に置いているのは、地域の

人々の「生活の場」としての愛着と誇りを取り戻すための仕掛けづくりです。そのために、現地でのフィールドワー

クや、地域の関係者とのコミュニケーション・協働作業を通じた実践型研究に取り組んでいます。また、持続的なま

ちづくりの手法やプロセスのあり方を考究するため、明確なビジョンに基づき、部局間の連携により持続的な政策に

取り組む自治体や、地域において継続的に活動を実践されている方々との連携、行政と民間のパートナーシップによ

るプロジェクト等を基盤とした研究活動を重視しています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　和歌山市駅前の商店街・自治会お

よび和歌山市都市再生課と連携し、

駅前通りや水辺などの公共空間を、

市民や来訪者のための「緑と憩い

の広場」として活用する社会実験

「市駅“グリーングリーン”プロジェ

クト」を実践しています。

研究者からのメッセージ
地域の歴史的・社会的文脈を踏まえたまちづくりの最適解は、外からの視点を取り込みつつ、地域の内側から導き

出すしかありません。地域の人々との対話と実践を通じて、目指すべき方向を追求します。

地域の空間資産と歴史文化資源を活かしたまちづくりに関する研究

和歌山市駅前通りでの社会実験「市駅 “ グリーングリーン ” プロジェクト」の様子
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研究の概要
　主に国立公園のような自然風景地・自然観光資源を

対象として，観光利用と環境保全の両立に向けた実証

的・計画論的研究を実施しています。研究のキーワー

ドとしては，観光施設（ビジターセンター等），エコツー

リズムとしての環境教育や防災教育，旅行者意識，オー

バーツーリズム，観光財源（入山料・入域料等）など

になります。研究を実施するにあたっては，「研究の最

終的な目的は研究成果の社会実装，そして社会貢献で

ある」との理念から，研究結果をもとに観光振興，滞

在型観光，地域課題の解決に向けた政策，施策につい

て考察，提言を行っています。

　その他，自然風景地・資源以外では，都市公園や温

泉地，災害被災地，道の駅等をフィールドとしてきま

した。

研究の特徴
例えば以下のような，行政や企業の方が抱えていらっしゃる課題解決に貢献できます。

　◆ オーバーツーリズムに対してどのような対策を取ればいいのか知りたい。

　◆ 観光振興や観光地の管理等に必要な財源をどのように確保したらよいのか知りたい。

　◆ 地域にある自然資源・地域資源をどのように生かしたら観光振興ができるのか知りたい。

　◆ 観光施設を新設 / 再整備するにあたって助言がほしい。

　※これまでの私の研究活動・研究成果等については，右下にあります QR コードのリンクからご確認ください。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　◆ 岩手県八幡平市　八幡平温泉郷来訪者の現状分析と今後の観光振興策の提案

　若手研究者であることもあり，受託研究・共同研究・学術指導等の実績は必ずしも多くありませんが，観光客・観光地・

観光施設・観光資源を対象とした研究を近年も活動的に実施しています。

研究者からのメッセージ
　受託研究・共同研究・学術指導・助言・講演等のお申し込みを歓迎いたします。

研究分野　：　観光学，環境学，社会・統計調査

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・助教・佐々木啓

オーバーツーリズム対策，観光財源，自然風景・資源，環境・防災教育
Seeds Index_8031

多様な自然景観と温泉等の人文景観で知られる八幡平

研究者情報サイト
researchmap
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研究の概要
　かつて，社会の様々な場面における意思決定は

「KKD（勘・経験・度胸）」がベースとされてきま

した。ところが，客観的な根拠に基づかないもの

であったりしたために，必ずしも成功率の高いア

プローチといえるものではありませんでした。

しかしながら，高度情報社会となった昨今では，

１）データの入手や利活用に対するハードルは大

きく低下し，２）とくに定量データをエビデンス

とした意思決定に基づく成功例が多数認識される

ようになったこともあり，学術研究だけでなくビ

ジネス上の意思決定やエビデンスに基づく政策立

案（EBPM）等としても，データに基づき意思決定を行う「データドリブン」によるアプローチが注目されるように

なりました。

　データドリブンによる意思決定を行うに向けて，分析に必要なデータがすでに手元にあったり，あるいはオープン

データ（公的統計等）で十分であったりすれば新たに調査を行う必要はありません。しかし現実的にはアンケート調

査等を実施するなどして，データを入手する必要があるケースが多く，私自身もアンケート調査や統計調査を計画・

実施するところから多くの研究を実施してきました。

研究の特徴
例えば以下のような，行政や企業の方が抱えていらっしゃる課題解決に貢献できます。

　◆ 手元にデータはあるが，どのように分析したらよいかわからない。

　◆ アンケート調査や統計調査をどのように実施するべきかについて相談したい。

　◆ 観光客や消費者のニーズや意識，行動の実態等を把握したい。　

　※これまでの私の研究活動・研究成果等については，右下にあります QR コードのリンクからご確認ください。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　◆ 岩手県八幡平市　八幡平温泉郷来訪者の現状分析と今後の観光振興策の提案

　若手研究者であることもあり，受託研究・共同研究・学術指導等の実績は必ずしも多くありませんが，観光客・観光地・

観光施設・観光資源を対象とした研究を近年も活動的に実施しています。

研究者からのメッセージ
　本シーズに関しては私自身の研究のアプローチであるだけでなく，そうした研究成果

の審査を学内外で毎年多数担当し，観光学部の講義としても「観光調査法」等の授業を

行っているものにもなります。受託研究・共同研究・学術指導・助言・講演等のお申し

込みを歓迎いたします。

研究分野　：　観光学，環境学，社会・統計調査

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 観光学科・助教・佐々木啓

アンケート調査や統計調査の計画・実施・分析，ビッグデータの分析
Seeds Index_8033

大台ケ原（奈良県）での登山者アンケート調査

研究者情報サイト
researchmap
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研究の概要
　行政や観光協会・DMO などの観光振興組織に着目し、観光地の経営方針の決め方や、資金源・体制、地域の観光

事業者との関係、その団体自身のガバナンスなど、観光地域のマネジメントについて、EBPM（証拠に基づく政策立案）」

の観点から研究しています。

　また、観光が地域にもたらす効果・効用について、産業連関分析による地域経済への貢献規模把握や、費用便益分

析などによる観光資源（資本）の効用把握に加え、インフラ整備やイノベーション、地域の魅力発掘や郷土愛への目

覚めなどの社会的側面も含めて、観光の地域振興効果を研究しています。具体的な事例として、わが国では現在 11

か所のみで行われている鵜飼について、観光という視点から鵜飼事業の意義、ほかの観光事業との違い、観光行政に

とって鵜飼とは何かといった点に関して研究をしています。

研究の特徴
　実務経験（行政の観光分野）と研究経験（政策科学）の双方の知見から、観光戦略・観光政策・地域振興といった

観光地域づくりの課題解決に向けては、観光地経営ガバナンス・観光地域マネジメント・エビデンスに基づく地域価

値創造という研究アプローチで進めていきます。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　・観光分野の計画策定に関する助言

　・観光組織の事業計画立案・遂行に関する助言

　・観光振興による経済波及効果測定　　など

研究者からのメッセージ
　観光は、様々な効果が期待できる分野であるとともに、多くの関係者が存在する分野でもあるため、観光振興に関

しては多様な観点からの検討が欠かせません。実務経験と政策科学のアプローチによって、観光地域振興に役立ちた

いと考えています。

研究分野　：　観光戦略、観光政策、地域振興

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学観光学部 専門職大学院・特任教授・松田敏幸

観光地域マネジメントと地域価値創造
Seeds Index_8032
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研究の概要
　サービス産業の領域では顧客満足や職務満足という言葉をよく耳にします。そのために、顧客ニーズや満足を念頭

においたサービス提供やその品質が求められます。ただ、あらゆる活動にはコストが必要です。提供するサービスす

べてについて最高のものを提供するとなるとコストが膨大になります。あなたの会社、あなたの産業は顧客ニーズの

充足や顧客満足を引き出すために、どこに注視して取り組む必要があるか。その優先順位をつける必要があります。

これについて、データ分析やエビデンスをもとに研究をしています。

　また、同様に、勤務している従業員が、その仕事に満足し、熱意をもって仕事をすることは企業の業績向上にとて

も重要です。これについても、顧客満足と同様に、従業員を満足させる組織的な取り組みについて、すべてを行うこ

とは困難です。優先順位をつける必要があります。こうした、顧客と従業員の双方を念頭に、統計分析を用いること

でデータやエビデンスを念頭に置いたサービスマネジメント研究を進めています。

こんな課題解決のために
　あなたの企業（組織）の顧客満足度は高いでしょうか。または、顧客満足について、私たちはいつも従業員に伝え

ているのだが、１人１人がなかなか行動してくれない、組織的な取り組みが不十分である。また、顧客満足を優先課

題として経営戦略を立てているのだが、顧客満足度が上がってこない。顧客満足度は低くはないと思うのだが、顧客

のリピート率が低いなどの問題を抱えていないでしょうか。また、従業員が思うように動いてくれない、離職率が高

いなど組織管理の施策で悩んではいませんか。こうした、マネジメント上の悩みはつきないのだが、何から取り組ん

でよいかわからないと考えておられる経営者、管理者がいましたら、その課題について一緒に解決していきたいと考

えます。

行政 ･ 経済界 ･ 地域と連携した取り組み例
　これまで、病院、保育、ホテルなど対人サービスの仕事を担っている数多くの組織を対象に、顧客満足、従業員の

職務満足に関連する研究を行ってきました。

また、地域活動としては、地域のキャンプ場の集客向上施策、さらに様々な店舗と一緒に多くの商品を開発・販売活

動をしています。

研究者からのメッセージ
　昔の話し合いによる意思決定から、近年では情報やデータ、統計分析をもとにした意思決定こそが不可欠であると

いう時代になってきました。意思決定にも客観性が求められる時代になったと考えてよいでしょう。

それはわかるのだが、どんなデータを収集してよいかわからない、どのように経営分析をしてよいかわからないと考

える実務者も多いと思います。そのような方がおられましたら、何でもご相談ください。

観光産業、病院、介護、保育などサービス組織における職務満足と顧客満足

研究分野　：　ホテルサービス・医療などサービスのマネジメント，組織管理・職務満足

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 社会インフォマティクス学環・教授・竹田明弘

Seeds Index_8009
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研究の概要
　我が国はものづくりに加えて，

質の高いサービスをも有する．

サービス産業の技能者は見習いか

ら一人前に成長するまで長期にわ

たる経験を通して技能・知識を積

み上げ，これを同僚との間で，ま

たサービス受容者（社会や顧客な

ど）との間で熟成させている．し

かしながら，これまでの科学研究

は個人業務の効率化に焦点をあて

ており，サービス技能者らによる

組織的な熟達のメカニズムについ

て十分に目を向けてきたとは言え

ない．本研究は組織的かつ持続可

能なサービス技能・知識の洗練・継承モデルについて検討する．

　一般に多くのサービス産業分野で ｢自らの経験を語る」ことが重視されている．たとえば， Benner らは病院看護の

熟練／新人看護師が自らの経験を「ものがたり」に表すことで，多様な視点・観点からサービスを考え，組織で共通

の認識を生み出すとしている．また Orr は機械の保守作業員が勤務時間外に同僚らと自らの経験を語り，それを互い

に診断し合い，いっぱしに聞かせるようになることが熟達と主張する．野中らは，企業構成員が自らの経験を言葉に

表すことで，暗黙的な技能と形式的な知識が相乗的に成長しているモデルを構築している．

研究の特徴
　本研究は病院看護を対象に，自らの看護実践を同僚らと互いに語ることで気付きを積み上げ，改善するモデルを考

える．語りの場で看護師が “ 語る ” 難しさには次の 3 つがある．

(1) 語りについて他者と認識を揃える難しさ，(2) 自からの行為を患者視点から見直す難しさ，(3) 語りの場を継続する

難しさ．本研究では互いの語りによる新しい気づきを目に見える形に明文化し，それを看護業務に関連づけて分析す

る研鑽活動を支える仕組みを開発する．これを病院と連携して実証的に推進する． 

実用化が想定される分野
医療サービス，授業サービス，その他の経験を要するサービス

研究者からのメッセージ
　複数の研究者ら（知識工学，心理学，サービス工学）と連携し課題に取り組みます．是非，お気軽にお問い合わせ

ください．

サービス専門職の組織的熟達モデルの研究

研究分野　：　教育工学，オントロジー工学，エスノグラフィ

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 社会インフォマティクス学環・教授・松田 憲幸

Seeds Index_1002
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研究の概要
　高齢化が深刻化し介護予防に重点課題を置いた大

規模な地域貢献策が急務である．2004 年から開始し

た和歌山県，市町村，和歌山大学本山研究室との連

携による介護予防を目的とした運動機能向上に関す

る地域支援対策は，6 年間の長期介入研究で，大き

な成果が期待できることがわかった．現在では我々

が中心に開発した「わかやまシニアエクササイズ」

運動プログラムが，全県下の高齢者に普及し，その

知名度は徐々に高まっている．2009 年度までの研究

成果として「わかやまシニアエクササイズ」の介入

による介護認定率は，約 1/3 に抑制でき，運動継続

で医療費抑制効果が期待できることも明確となった．

また，光トポグラフィーを活用した運動による認知

症の予防効果も臨床研究で期待できることがわかってきた．今後，多くの高齢者の間で運動が広域に普及されるため

の地域コミュニティーに関する研究や腰痛，膝関節痛を招かない，さらに有疾患者でも運動が可能となる運動補助具，

健康プログラム等の開発を検討していきたい．

研究の特徴
　我々は介護予防を目的とした「シニアエクササイズ」の開発と効果の検証を医療費や介護認定率の推移等から実証

してきた．また，運動に音楽療法を組み合わせることで認知症の予防が期待できることを明確にしている．今後，高

齢者の体力向上と認知症予防を同時に展開できる運動機器の開発，腰痛や膝関節痛を招かない運動補助具，健康プロ

グラム等の開発を検討することで，アイデアと実行力のある企業と連携をしてみたい．

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　2004 年に和歌山県と本山研究室が共同研究を開始し，これまでにエビデンスを基づく介護予防のための「わかや

まシニアエクササイズ運動プログラム」を開発．現在，和歌山県内全域で実施され，各地域で展開されている．また，

この運動プログラムは全国に広まっている．

研究者からのメッセージ
　高齢者の体力向上を目的とした運動機器の開発や運動補助具，健康プログラムの開発を検討している企業と連携し，共

同研究を希望する．

研究分野　：　介護予防，体力科学，健康科学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 学長・本山貢

高齢者の体力向上を目的とした運動機器および補助具，健康プログラムの開発に関する研究
Seeds Index_6002
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研究の概要
　光暗号化技術を用いたセキュアな大容量

（12cm ディスク換算で数テラバイト）ホ

ログラフィック光メモリシステムを提案す

る．提案システムは次のような特徴をもつ．

　(1) 光暗号化によりデータが秘匿されて

いるため不正読み出し防止効果がある．

　(2) 読み出されたデータがオリジナルか

不正にコピーされたものかを判断する認証

機能を有する．

これまでに研究されてきた光メモリは大容

量化とデータ保護（(1) の特徴）に重点が

置かれてきたが，本研究では読み出された

データの真偽を判断する認証機能（(2) の

特徴）を付加し，実験的検証を行う．本手

法によって違法複製そのものを阻止できる

ものではないが，違法複製であること証明

できるため心理的抑制効果は高いと考えられる．

研究の特徴
　これまでに研究されてきた光メモリは大容量化とデータ保護（(1) 研究の概要の (1) に相当）に重点が置かれてきた

が，本研究では光メモリに「読み出されたデータの真偽を判断する認証機能をもたせる」ことができる．悪意をもつ

第三者が不正に複製をしたとしても，複製されたものが不正である（本物ではなく偽物）であることがわかる．現在，

急速に高まっている情報保護のニーズに対応できる点で社会的意義は大きい．

実用化が想定される分野
映画，音楽などコンテンツ業界，各種個人データ等保護すべきデータを大量に扱う業界．著作権保護分野． 

研究者からのメッセージ
　これまでに研究されてきた光メモリは大容量化とデータ保護（(1) 研究の概要の (1) に相当）に重点が置かれてきた

が，本研究では光メモリに「読み出されたデータの真偽を判断する認証機能をもたせる」ことができる．

研究分野　：　応用物理

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 理事、システム工学部 応用理工学領域・教授・野村孝徳

認証機能を有するホログラフィックメモリシステムの開発
Seeds Index_2007
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研究の概要
　Blu-ray や DVD といった光学ドライブのピックアップレンズなどの光学素子の内部歪みや携帯電話などに用いら

れるリチウムイオン電池など電子機器を構成する部品の表面の傷の検出は製造効率を上げるためにも必要不可欠であ

る．本研究は製品検査（傷，ひずみ，変形等）に役立つ「物体の偏光特性」像の検出方法である．偏光情報には複屈

折性など物体の特徴を含んでいるため，製品検査等に用いることができる．本研究では，物体の偏光特性をディジタ

ルホログラムとして記録し，再生画像データとして検出する．

研究の特徴
　本手法では透過物体，反射物体に関わらず偏光特性を取得することができ，ディジタルホログラフィを用いている

ため任意の位置の偏光状態を取得することができるという特徴をもつ．試料とカメラの位置関係に制限がなく，現状

の装置に組み込むことが容易であるだけではなく，距離の異なる位置に複数の試料がある場合も数値再生により合焦

位置を決定することができ，複数の試料の偏光状態を知ることができる．光波の複素振幅分布をディジタルホログラ

フィによって取得し，偏光の情報に換算し歪み等の定量的検出に適用する手法である．

実用化が想定される分野
　光学素子のひずみ検出，電子部品の傷検出

研究者からのメッセージ
　この他にもさまざまな光波の情報（振幅，位相，偏光など）を用いた情報処理（形状計測，反射率計測，複屈折計測）

などをおこなっています．

偏光ディジタルホログラフィによる探傷システム

研究分野　：　情報フォトニクス，画像工学，応用光学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 理事、システム工学部 応用理工学領域・教授・野村孝徳

Seeds Index_2018
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研究の概要
　地域にはさまざまな課題や資源があります。より良い地域を創っていくためには、それらを生かす主体的な力量を

持った「人づくり」が大切です。その人づくりのためには、どのような仕組みや学習が必要なのか。「当事者」とし

て主体的に行動するためのシステムについて実証的、実践的に考えています。また、そのシステムに「大学はいかに

関われるのか」についても考えています。

　アプローチとして二つの領域に着目しています。一つは “ 社会教育 ” です。公民館の取り組みや生涯学習計画の策

定のプロセスを対象にしています。もう一つが “ 鉄道防災教育 ” です。列車に乗っている際に、主体的に避難するた

めの仕組みや避難訓練計画づくりを対象にしています。

研究の特徴
　・地域づくりに貢献する社会教育計画／生涯学習推進計画の策定を行いたい。

　・地域課題解決や人づくりに貢献する公民館事業を考えたい。

　・地域の公共交通を再編する際に、いかに住民と一緒につくるのかを考えたい。

　・津波が想定される鉄道（路線）で迅速に避難する仕組みを作りたい。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　・田辺市生涯学習推進計画の策定

　・印南町長期総合計画の策定

　・地域公共交通の再編計画策定

　　（御坊市、白浜町、すさみ町、串本町、那智勝浦町）

　・地方版総合戦略の策定

　　（日高川町、印南町、白浜町、すさみ町、古座川町）

　・鉄道／バスにおける津波避難訓練および関係する講演会

　　（ＪＲ東日本、ＪＲ西日本、ＪＲ四国、ＪＲ九州、四国運輸局、和歌山県バス協会など）

　・スタディーツーリズムの手法を用いた鉄道防災教育プログラムの開発

　　（ＪＲ西日本あんしん社会財団研究助成／ＪＲ西日本和歌山支社）

研究者からのメッセージ
地域や企業、自治体の皆さんと一緒に考え、創り上げていくプロセスを大切にしたいと思います。

地域課題解決・価値創造を支える主体的な人材育成に関する研究

研究分野　：　社会教育実践、鉄道防災教育、地域交通政策

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 紀伊半島価値共創基幹・教授・西川一弘

Seeds Index_9010
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研究の概要
　人の数だけ生き方があるように、キャリアも人の数だけあります。キャリアは誰もの問題であり、大学生であれば

入学時と社会への移行となる就職時が節目とも言えるでしょう。女性であれば結婚や出産、性別に関わらずミドル世

代になると管理職登用や部下育成、シニア世代はセカンド・キャリアなど、人生にはいくつもの節目があります。

それは予期できるものもあれば、予期せぬものもあります。どのようにキャリアを歩めばいいのか、正解のない道を

いかにすれば正解と思える道に近づけられるのか。転機に焦点を当てて、何が問題になっているのか、どのようにキャ

リア形成を図っていくかを研究しています。

研究の特徴
　これまで 2 つの転機を取り上げてきました。

1. 初めての転機となる「就職」

大学進学率の高まりから、大学が社会への移行の場になっています。日本の雇用慣行では新卒一括採用のため、

このタイミングを逃さないように大学では就職支援をしています。特に、インターンシップは職業意識の醸成に

効果が高いと言われますが、課題も多くあり、それらの問題を取り上げることで、インターンシップ研究を進め

てきました。

2. 強制的転機である「転勤」

転勤も、日本的雇用慣行の特徴の 1 つです。共働きが一般化する今日において、夫婦の一方の転勤は、もう一方（概

ね妻）のキャリア形成に影響を及ぼします。M 字カーブが存在してきた女性の離職には複合的要因があると多く

の研究で述べられているものの、出産育児に関する研究が中心でした。そこで、配偶者の転勤に着目し、女性のキャ

リア形成に及ぼす影響を検討してきました。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
高校生対象のキャリアセミナー／教員対象の進路指導のセミナー／若年層対象の就職支援セミナー／ 1 級もしくは 2

級キャリアコンサルティング技能士を目指す方向けの支援（ロールプレイング）など

研究者からのメッセージ
1 級キャリアコンサルティング技能士です。企業等においてセルフ・キャリアドックの導入が求められていますので、

1on1 や面談の進め方などお役に立てることと思います。研究に限らず、お気軽にお問い合わせください。

キャリア形成とキャリアコンサルティング

研究分野　：　キャリア形成，キャリアコンサルティング，産業社会学

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 キャリア教育・支援部門・講師・川端由美子

Seeds Index_9013
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研究の概要
　音声や画像、動画、自然言語、センサ等

のデータを活用したメディア認識・理解

の知的技術によって、人と人、人と機械

の協働を豊かなものにするための技術開発

を行っています。深層学習等の導入によ

り、コンピュータによる自動音声認識や音

声対話の性能が向上し、会話ロボットや情

報化家電等の多くの IT（情報技術）システ

ムで利用されるようになりました。さらに

は、カメラやセンサネットワーク、ウェブ

等のオンライン空間等から取得できる膨大

なデータを組み合わせることで、高い柔軟

性を備えた新しい知的インタフェースを実

現することができます。本研究では、デー

タの認識・理解技術を応用することで、こどもや高齢者の方を含む、どんな人にとってもやさしい IT システムを実現

することを目指しています。そして、地域社会や大学教育現場、オンライン社会等のリアル環境をフィールドとして、

設計したシステムを実際にテストすることで、実用に必要な課題を発見し、解決をしています。

研究の特徴
　これまでの研究テーマには、以下のようなものがあります。本研究では、実際に動作する IT システムのプロトタイ

プを実装しています。

　〇 公共施設向け音声情報案内（自動音声対話）システムの開発

　〇 若年話者（こども）を声で自動判別する安全・安心システムの開発

　〇 音声入力ウェブフレームワークの開発と音声認識ウェブアプリケーションへの応用

　〇 雑音の認識に基づいた日常型ロボットインタフェースの開発

　〇 笑い声の自動検知による場の盛り上がり可視化技術の開発

　〇 データで学修者の積極性を測るグループワーク指導支援システムの開発

　〇 オンライン環境に対応したアクティブラーニング支援システムの開発

実用化が想定される分野
ロボット，学修支援システム，情報化家電

研究者からのメッセージ
　データ活用やアクティブラーニング（PBL 等）による高度人材育成の教育研究活動を進めています。興味がある際

にはお知らせください。

https://mdi-lab.sys.wakayama-u.ac.jp/

研究分野　：　音情報処理，データサイエンス，人工知能

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 教育機構 データ・インテリジェンス教育研究部門・講師・西村竜一 

こどもから大人まで、データを活用した人にやさしい IT システム
Seeds Index_9012
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研究の概要
　大学で学ぶ留学生や一般の外国人の日本語リテラシー・ニーズに応えるためには、日本語を「自国語」として学ぶ

国語教育とは異なり、日本語を「外国語」として学ぶ学習者の視点に立って、外国人に適切な日本語の教授法や教材

などについて、研究する必要があります。また外国人の日本語学習ニーズは、日本語の背景となっている日本の歴史

や文化等を学びたいというニーズと一体となっていることが多く、それに応えるための教育内容についても、研究す

ることが重要です。

　さらに、現在、日本語学習者は海外でも急増し、大学の日本語学部、日本語学科が増加しています。「外国語とし

ての日本語」の教授法や関連する問題について、海外の研究者と連携して、研究を進めています。

　また現在、300 万人を超える多様な外国人が日本で生活しています。日本語のできない子供も学校で学んでいます。

それら多様な目的を持つ外国人に対する日本語支援のあり方について、市民の日本語ボランティアの役割も含めて、

研究しています。

研究の特徴
　外国人向けの「日本語」教育は、留学生や日本在住外国人、さらに海外の外国人の日本語学習ニーズに応えるため

のものですが、それら多様な学習者に共通しているのは、学習者にとって、日本語は「外国語」であるという点です。

日本語を母語とする日本人が日本語を深く学ぶためには、古典日本語の学習が欠かせませんし、文法についても、古

典日本語文法との関連性は重要です。けれども、外国語として現代日本語を学ぶ外国人にとっては、当面の学習目的

は、現代日本語であり、例えば文法も、「国文法」とは異なる「日本語学習文法」が使われます。最近では、「日本語」

という言葉が市民権をえる中で、外国語としての日本語教育と、自国語としての日本語（国語）教育の相互関連も深

まりつつありますが、日本語と日本語教育を、「外国語としての日本語」の視点で研究するのが特徴です。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　和歌山紹介日本語教材作成、市民ボランティア日本語教員養成講座、県内留学生日本語スピーチコンテスト、作文

コンクール、外国につながる子どもへの教育支援プロジェクト。その他、県、市町村、県国際交流協会、日本語専門

学校、国際交流 NPO 団体、等と連携し、様々な地域連携事業に取り組んでいます。

研究者からのメッセージ
外国人の方々に日本語・日本文化を知っていただき、多様な文化背景を持った方々が生活しやすい多文化共生社会の

ために一緒に考え取り組んでゆきたいと思います。

外国語としての日本語および日本語教育の研究

研究分野　：　日本語教育、日本語学、国際理解教育

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 国際イニシアティブ基幹日本学教育研究センター・教授・長友文子
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研究の概要
　現代社会において、ツーリズムは多種多様な形態へ発展しています。その方向性のひとつがボランティア・ツーリ

ズムといわれる分野です ( 以下、「VT」と表記 )。VT は、文字通り、ツーリストが旅先で何らかの奉仕活動をおこな

う形態であり、ここでは主として海外（発展途上国）を対象としています。本研究では、そのプログラム内容や運営

のあり方、および評価枠組みの開発を通じて、ツーリストと受け入れ側双方の成長・発展を促すボランティア・プロ

グラムの構築を目指しています。

　VT は、2000 年代半ばからグローバル人材育成の必要性・主体的学習の涵養等の理由から主として大学教育の中で

実施されるようになりました。近年では、グローバル教育に力をいれる中学や高校でも実践されるようになっていま

す。しかし、このようなVTが現地の受け入れ社会にもたらす弊害も指摘されるようになりました。実践する側（ゲスト）

と受け入れ社会（ホスト）双方にとって利益になるプログラムづくりが現在求められています。

研究の特徴
　一般的に海外における VT は短期的な活動が多く、現地の文化や状況をそれほど知らなくても問題がなく、ゲスト

の「想い出づくり」に終始してしまいがちです。そのことが時にホスト側社会に悪影響を与えてしまうこともあります。

　以上を鑑み、本研究では、以下の課題解決に貢献していきます。

　①現地活動の前から後に至るまでゲストの主体的学習が促進される仕組み

　②ゲストを受け入れることによるホスト側社会・個人の利益や学びが促進される仕組み

　③（VT）プログラムのコンテンツ開発や運営の改善

　④ VT の評価枠組み・評価基準の策定

　⑤ポスト・コロナ禍における新しい VT のあり方

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
実践事例 時期・実践回数 カウンターパート

①  本学「海外体験学習プログラム（タイ）」  毎年 2 月 2 週間・9 回
 NGO、国立大学付属校、
 地方小・中学校、企業

②  本学「海外体験学習プログラム（インドネシア）」  毎年 3 月 2 週間・8 回  現地大学、JICA、企業

③
 課外活動　国際協力学生団体
 タイ「障がい児童教育支援」

 インドネシア「ノンフォーマル教育施設教育支援」

 タイ　　　　　毎年 8 月
 インドネシア　毎年 9 月、3 月

 NGO、現地大学

研究者からのメッセージ
　ポスト・コロナ禍においては、ツーリズムのあり方も変化することと思います。自然や社会への負荷をできるだけ抑

えつつ、何が学べるのか、できるようになるのか、相手のメリットは何かがより問われるようになるでしょう。

研究分野　：　国際開発学、国際理解教育、ボランティア

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 国際イニシアティブ基幹日本学教育研究センター・准教授・藤山一郎

海外体験（ボランティア）学習によるホスト・ゲスト相互利益の形成に関する研究
Seeds Index_9011
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研究の概要
　食品の安全・安心は現代社会における重要な課題のひとつであり，特に異物の混入は，最近では SNS で拡散されて

より大きな問題に発展する可能性があることから，なんとしても解決しなくてはなりません．食品加工会社は，その

製造工程中の各所に，目視，エックス線検査，金属探知機などを導入して検査を行っていますが，それでもまれに異

物の混入が発生してしまいます．そのため，新しい精度の高い検査装置の開発が求められています．

　最近では，生体を透過しやすい近赤外領域の光を利用した検査技術が提案されていますが，検査前に異物が入って

いないサンプルのデータ画像が必要となることが多く，また形状や光に対する物性値が一定でなければ検出が難しい

場合があります．そこで，物質が光を吸収する程度を表す吸収係数に着目し，物質によって吸収係数が異なること，

同じ物質でも光の色（波長）によって吸収係数が変化することから，２つの近赤外領域の波長の光を透過させて画像

を撮影し，その差を画像処理することで異物のみを可視化する方法の開発に取り組んでいます．

研究の特徴
　２つの近赤外領域の光には，２種類の LED（発光ダイオード）を１つの基板にアレイ化して使用していて，現在は

大量に入手しやすい波長 850nm と 940nm の高輝度 LED を組み合わせて使用しています．対象物を透過した光は近

赤外領域にも感度のある CCD カメラで撮影し，コンピュータで解析しています．画像の撮影に関して機械的動作部

がないため，高速で検出が可能です．画像処理によって異物のみを可視化するようにしていますので，異物の判定に

経験は不要です．

実用化が想定される分野
異物検出，食品加工，青果選別

研究者からのメッセージ
　現在は梅干しに混入するアカマダラケシキスイの幼虫の検出を目標に研究を進めており，タネを取ったつぶれ梅を使

用していますが，吸収係数の変化が波長によって異なるという条件を満たせば，他の異物検出も可能と考えています．

近赤外光を用いた食品内部の異物検出

研究分野　：　光工学，光計測，光物性

研究者の所属部局・職位・氏名　：　和歌山大学 産学連携イノベーションセンター・ 准教授・似内映之
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共同利用可能な研究機器一覧
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